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１、彼女はとても無防備で――Side Kouta




　頬を紅潮させているのは、息がうまくできないから苦しいのだと、以前恥ずかしそうに言っていた。

　口づけで呼吸を乱す姿は、いつも凛りんとして聡明な彼女の印象を見事に崩し、感情を激しく揺さぶる。

　帰宅後すぐ玄関を上がった壁に押し付けられた小さな体は、緊張しているのか硬くなっていた。

「っ、晃こう汰た、さん……？」

　もう何度も唇は奪っているのに、未だに慣れないのがいじらしい。

「怒って、ますか……？」

　唇を割り少し強引に迫ったからか、千ち尋ひろは眉尻を微かに下げ、どこか困ったように俺を見上げる。

　そんな姿がかわいらしくて、悪戯心が無意識に湧いた。

「そうだな、怒っているかもしれない」

「ご、ごめんなさい。突然のことだったので、その、話をするだけならって、晃汰さんに相談もなく――」

　事の経緯を説明する彼女の細い腕を掴つかみ、歩き出す。

　抵抗することもなく黙ってついてきた彼女を、そのままバスルームの扉を開けて中に引き入れた。

「晃汰さん、あの」

　困惑する彼女の腕を掴んだまま、シャワーの栓をひねる。

　勢いよく降り注ぐシャワーは、あっという間にバスルームを温かい湯気で包み込んだ。

「晃汰さん、服が濡れます」

　服どころか、もうふたりとも髪や顔まですっかり濡れている。

　彼女の身につけているジャケットのボタンに手をかけ、早急に外していった。

「晃汰さんっ」

　ジャケットを脱がせると、そのままブラウスのボタンに取りかかる。

　さすがに驚いたのか、三つ目までボタンを外した俺の手を千尋が止めた。

　俺を見上げる顔は戸惑いを隠しきれていない。

「他の男に触れられた体は、全部綺き麗れいにしないと気が済まない」

　腕を掴まれ、抱き寄せられていた。それはほんの数秒の出来事だったかもしれない。

　だけど、俺にとっては許せるものではない。

　洗い流すだけでは足りないし、その出来事自体、彼女の記憶から消し去りたいくらいだ。

「あの、でも」

　ボタンを外すのを阻む手の力は、そこまで拒否を感じさせない。

　やんわりと手をどけて、ボタンを外しきり、肌に貼りつくブラウスを脱がせていく。

　キャミソール姿になった千尋が急に俺の胸に抱きついた。

「恥ずかしいっ……」

　思わぬ行動を取られ、両手を回して濡ぬれた体を抱きしめる。

　胸の中からこちらを見上げる千尋に激しく心臓を揺さぶられ、引き寄せられるように唇を奪った。

「っ、ふっ、んん……」

　すぐに唇を割って口内を攻める。柔らかい舌を捕まえて吸い上げると、千尋は甘い吐息を漏らした。

　抱き寄せたまま、キャミソールの裾をゆっくりと持ち上げて脱がせ、スカートのファスナーを探り当てて下ろす。

　下着姿になった千尋から手を離し、自分の衣服も手早く脱ぎすてた。

　目を逸らすようにしている千尋を再び抱き寄せ、素肌を重ね合わせる。

　独占欲がむきだしになっているせいだろうか。

　すっかり温まった柔らかい体を抱きしめる腕の力は、無自覚に強まる。

　千尋を痛めないように堪こらえ、髪に口づけ耳元に近付いた。

「俺の妻であるという自覚を持ってもらおうか」

　かけた言葉に、ぴくりと彼女の肩が揺れた。

　俺を見つめる大きな目が見開かれる。

　濡れた髪が貼りつく頬を撫なで、熱い口づけを落とした。










２、真面目秘書の憂鬱




「学術講演会の後、福ふく士し教授との会食の予定が入っています」

　上背のある広い背中に、今日はダークネイビーのスーツを纏まとっている。

　身長一五七センチの私からは、顔を上に向けないと視線が重ならない。肩幅もがっちりとしていて、彼以上にスーツが似合う男性に私はこれまで出会ったことがない。

　スクラブに白衣の姿からスーツに着替え終えた水みな瀬せ院長に、グレーの小こ紋もん柄がらネクタイを差し出す。

　彼はそれを受け取り、慣れた手つきで締め上げた。

「会食？　そんな予定聞いてないぞ」

「はい。午前中、福士教授からご連絡をいただきまして。院長はオペに入られていたため、私の方でお返事させていただきました。銀ぎん座ざの『光こう陽よう亭てい』で十八時より会食の予定です」

　私からの説明に、広い肩の向こうから小さなため息が聞こえてくる。

「また光陽亭か……福士教授、上品な和食が好きだから食事の好みが合わないんだよな」

「院長の食事の好みは重々承知の上です。ですが、申し訳ありません。福士教授のご希望に沿わせていただきました」

　私の謝罪に、即答で「構わないよ」と返ってくる。

　でも、水瀬院長はまた、小さくため息をついた。

「俺は『[image: ]さかき』でステーキとか食べたいんだよな」

　構わないと言いつつも、やはり不満げな様子だ。[image: ]とは、彼の贔屓ひいきにしている銀座の高級店。

「申し訳ございません」と口にしながらも、心の中で小さく疲労感を覚える。

　女性が振り返る容姿を持ち、肩書きは心臓血管外科医にして総合病院の院長。

　完璧なスペックの彼……だが、私に対しては少し問題がある。

　容よう赦しゃなくわがままを言うし、辛しん辣らつな言葉が飛び出すことも少なくない。

　一緒にいる時間が長いからこその甘えだとはわかっているものの、つい嘆たん息そくしてしまうことがある。今のように。

　私――小お野の寺でら千尋は、ここ、『水みな瀬せ横よこ浜はま総そう合ごう病びょう院いん』で医療秘書として勤めている。

　高校を卒業後、日本医師会の認定養成機関で一年間の講座を受講し、日本医師会医療秘書認定試験に合格した。その後、規定の秘書技能科目も取得し、今のこの病院への就職を決めた。

　そして医療秘書三年目の時、ひょんなことから元院長の秘書を務めさせてもらうことになった。

　私の指導役の先輩が元院長の秘書だったのだけど、急きゅう遽きょ退職する運びとなったのだ。

　まだまだ新人の私に院長の秘書が務まるのか不安しかなかったけれど、先輩の教えが的確だったことと、元院長の心が広かったおかげでなんとかこなすことができた。

　二十二歳で病院に医療秘書として勤め始め、元院長の秘書になったのが二十四歳の時。

　二十六歳の時に、元院長は院長職を退任。水瀬病院グループの会長へと就任した。そして水瀬横浜総合病院は、後継者である現院長、水瀬晃汰に引き継がれた。

　新時代を迎えた水瀬横浜総合病院で、私は引き続き〝院長〟の秘書を続投することになった。

　元院長の長男である水瀬院長は、アメリカで腕を磨いてきた心臓血管外科医。若くして難しい症例をいくつも成功させ、三十六歳にして〝若き神の手〟などと呼ばれる権威あるドクターだ。

　院内にいる時にはオペの執刀が多く入り、院外では学会や講師、メディア等での仕事も多く入ってくる。

　日々多忙を極める彼のサポートをし、早三年。水瀬院長のことは大分わかってきたつもりだ。

「小野寺、今日のところは我慢するから、明日付き合わないか、[image: ]のステーキ」

　水瀬院長がお気に入りの高級ステーキ店は、目の前でシェフが最高級ランクや希少価値のある肉を焼いてくれる。一般庶民には到底縁のない高級店だ。

　彼が一度言い出したら聞かないことを私はよく知っている。

　面倒臭いと思うことも多々あるけれど、この執着する性格が彼を優秀な心臓血管外科医たらしめているのだ。

　常に向上心を持ち勉強熱心で、医師として最高の技術を追い求めるところは私から見ても尊敬しかない。

「ありがとうございます。お気持ちだけいただきます。よろしければ、どなたかと会食をセッティングいたしましょうか？」

「なんだ、俺の誘いは丁重にお断りか」

　私の提案は気に入らなかったらしく、水瀬院長は不満げに呟つぶやいた。

　気まぐれにこうして一緒に食事でもどうかと誘われることは定期的にある。

　でも、今までそういった個人的な誘いに乗ったことはない。

　会長なども含めた院内の行事で、一緒の席で食事をとったことは数回あるけれど、その程度だ。

　私は秘書という身。水瀬院長の友人や親しい間柄ではない。プライベートな時間を共有するのは恐れ多くて考えられないし、そもそもこういった調子で軽く誘うのは冗談とかそういう類のことだと捉えている。

「申し訳ございません。いかがしましょうか？　ご希望があれば――」

「いいよ。行きたければ自分で勝手に行く」

　あっさり返されて、ステーキを食べに行きたいというのはそれほど強い気持ちではなかったことを察する。

　それ以上食いつくことはせず、「承知しました」と言って話を終わらせた。

「院長、失礼いたします」

　水瀬院長と正面から向き合うと、ほんの少しだけネクタイの結び目が曲がっていて、すかさず手を伸ばして修正する。

　利き手側に曲がるのは、なぜだかオペ後に多くある現象だ。

　直すほどのことではないような微々たるずれだけど、私が神経質なのだろう。非常に気になる。

　ネクタイから手を離すと、水瀬院長は「悪いな」と綺麗な顔に微笑を浮かべた。




　十三時半過ぎ。私はひとり、院長室のとなりに設けられた秘書専用の控え室で少し遅めの昼食を取っていた。

　今さっき、十三時前に水瀬院長を見送ったばかりだ。

　二畳ほどの部屋は、私が出勤してきて身支度を整えたり、こうして昼食を取ったり、私だけのプライベート空間のように使わせてもらっている。

　水瀬院長が不在で同行しない時は、ここで事務作業なんかもこなす。

　デスクの向こう側の小さな窓を開けると、すうっと冷たい風が部屋に入り込んだ。

　一月半ばの冬本番の寒さは、少し窓を開けただけでもすぐに部屋の中の温度を下げていく。部屋の空気を入れ替えると、すぐに窓を閉め切った。

　小さな部屋の中には、私の作ってきたオムライス弁当の香りだけが微かに漂う。

　昨日の晩に炊飯器で炊いて作ったチキンライス。それを詰めて、玉子を焼いて載せた簡単オムライス。

　それにブロッコリーとミニトマト、ヤングコーンとニンジンを添えた簡単お弁当が今日のお昼だ。

　冷えても大きく切った鶏肉は食べごたえがあって美味しい。

　ヤングコーンにフォークを刺したところで、デスクの傍らに置いておいたスマートフォンがカタカタと振動し始めた。

　なんだ、お母さんからか……。

　画面には母親の名前。仕事関係の着信ではなかったことに一瞬にして気が緩む。

「はい。お母さん？」

《千尋？　今大丈夫？》

　仕事柄、休み時間が決まっているわけではない私に、母親はいつもこうして今通話が大丈夫か訊きいてくる。

　電話に出られる時は、だいたい話せるタイミングだ。

「うん、大丈夫だよ。今、お昼取ってる」

《そう。お疲れ様》

「どうしたの？」

　用件を尋ねると、母親は早速《あのね》と話題を切り出す。

《急なんだけど、千尋にいい話が舞い込んで》

「いい話？」

　そう訊きながら、あっ……と思い当たる。

《そう、いい縁談の話がきてね》

　予想は見事的中。

　想定の範囲内の話題だったため「うん」と頷うなずき答えた。

　ちょうど半年ほど前、父が祖父から引き継ぎ営んでいる自動車部品の会社経営が、取引先の倒産によって大きく傾いた。

　自営業で小さな父の会社は経営難に陥り、それでも抱えている従業員を路頭に迷わせないために日々奮闘している。

　しかし、経営状況は一向に回復の兆しはなく、この頃は父も覇気がなくなっていると聞いている。

「お見合い……っていうこと？」

《うん。お相手は、お父さんがお世話になってる取引先の社長さんの息子さんなんだけど、千尋のふたつ年上の方で――》

　突然話が途切れ、電話口から息が詰まるような吐息が聞こえる。急にどうしたのだろうかと、「どうしたの？」と声をかけた。

《ごめんね……。最近、ちょっと胸が苦しいというか、胸やけみたいな感じがすることがあって》

「え、大丈夫？」

《ええ、大丈夫よ、でね、あちらも、千尋と同じで出会いがないそうでね。実はうちの娘も同じでって話から、あなたの写真を見せたらぜひお見合いをと、気に入ってくださってね》

　母親の声が弾んでいる。

　相手は間違いなく裕福で、結婚となれば出資もしてくれるのは確実なのだろう。そうは直接言わないけど、お見合いを受けて欲しいと思っているのがひしひしと伝わってくる。

　縁談がうまくいけば、きっと両親も喜んでくれるのは間違いない。父の取引先となれば、きっと今後の会社経営の助けにもなるはずだ。

《どう？　一度お見合いしてみない？》

　私も、今年で二十九歳。

　今の時代、結婚にこだわる人も昔よりは大分減ったかもしれないけれど、私はいずれは相手を見つけて結婚できたらいいなと思っている。

　恋愛をして、最愛の人と幸せな結婚をし、子どもができて家族が増えていく。それが本来の理想の未来図だ。

　だけど、残念ながら私に結婚を見据えることのできる相手はいない。そもそも、今付き合っている相手すらいないのだ。

　私の周囲の友人たちも続々と結婚し、ここ最近は妊娠出産の嬉うれしい報告を受けることも多い。

　おめでたい話を聞くたび、自分は？と焦しょう燥そう感かんにかられる。

　友人たちが幸せを手にしていくのを見送るばかりの人生は、もうそろそろおしまいにしたい。

　本当は、恋愛結婚がしたい。

　好きになった人とお付き合いをして、プロポーズされて結婚するのが私の願望だった。

　だけど、これまで大切に育ててくれた両親を、父の会社を助けたい。

「……うん、わかった」

《えっ、お見合いしてくれるの？》

　ダメもとで言ってきたのか、母親は私からの返答に驚いたようなリアクションを取る。

「うん。お父さんの会社関係の方なら、安心して結婚も考えられるかなって。それに、私が結婚することで、お父さんを助けられるなら……」

《そう！　じゃあ、早速お父さんに伝えるわね》

「うん、わかった。お願いします」

　母親の嬉しそうな声を聞きながら、いよいよ身を固める準備をしなくてはと覚悟を決めた。




　翌日。

　今朝は珍しく午前のオペが入っていない水瀬院長は、院長室でノートパソコンに向かっている。

　心臓外科学会の学術大会を控えているからだ。

「失礼します」

　水瀬院長は午前中、砂糖なしのブラックコーヒーを飲むのが日課のため、私はコーヒーを淹いれてきた。

　デスクにカップを置くと水瀬院長は画面に目を向けたまま、「ありがとう」と呟く。

　踵きびすを返してとなりの秘書室に向かいながら、出てきそうになった欠伸あくびを嚙かみ殺した。

　昨日はいろいろ考え事をしていたら予想外の夜更かしをしてしまった。

　今後、お見合いをして結婚するとなったら、今の私で妻という立場が務まるのかどうなのか……。

　それを考え出したら、ネットで検索を始めていた。

　これまで、仕事一筋で家事などに必要なスキルを身につけてこなかった。

　料理教室に通って料理の腕を磨いたり、テーブルコーディネートなどのセンスも磨いた方がいいかもしれない。

　その他にも結婚するために習っているといいレッスンは選びきれないほどあった。

　今さらかもしれないけれど、家のための結婚とはいえ、相手とうまくやっていくためにはスキルアップに努めたほうが結婚相手にも気に入ってもらえるのではないかと考えたのだ。

　一番大事なところで、料理教室に通い始めようと評判のいい教室を探していたら気付けば深夜二時を回っていた。

「……よし。いいな」

　午後のスケジュールの確認のため、スマートフォンを手に水瀬院長の元に戻ると、ちょうど仕事がひと段落したところのようだ。

　私の淹れたコーヒーに口をつけ、小さく息をつく。

「……？　どうした」

「へっ」

「思い詰めたような顔をして」

　突然の指摘に驚いたものの、考え事をしていたのがつい顔に現れてしまっていたようだ。

　小首を傾げるその様子を目に、「あの、院長」と無意識のうちに声をかけていた。

「つかぬことをお聞きしますが……」

　いち男性の意見として聞いてみたい。

　私から話を切り出された水瀬院長は「なんだ？」とコーヒーのカップを置きジッと私を見つめる。

「あの……院長はやはり、結婚相手には料理が得意な人を望みますか？」

　口にしてみてハッとする。

　普段は口にしないことを院長相手に言っていた。

　水瀬院長はカップを口に運ぶのを止め、私の顔をじっと見つめる。

「なんだ、そういう予定でもあるのか」

「あ……ちょっと、参考までに男性の意見をと、思って」

　予定があるのかと訊かれたのに、これでは返答になっていない。

　水瀬院長はカップを置き「んー……」と小さく唸うなった。

「まぁ、それはできるに越したことはないだろうな。作れないより、作れた方がいい」

「そう、ですよね。ごもっともです」

　普段、業務以外の会話はほとんどない。

　こうして一日の半分以上の時間を共にしていても、お互いにプライベートなことは知らない仲だ。

　こんな話題を出したことはない。ましてや、私から話を振ったことなんて。

　仕事に関しては、私は彼のほとんどのことを知り得ている。

　しかし、水瀬院長のプライベートはまったくと言っていいほど情報がない。

　休日の過ごし方や、お付き合いしている女性がどんな方なのか。そういったことを私は知らないのだ。

　彼から仕事以外の雑談をされることもない。

　この三年間、それが普通で当たり前だった。

「すみません、余計な話を。失礼しました。午後の予定で、先ほど約束時間の変更がありましたので、お知らせを――」

　何事もなかったようにスマートフォンに目を落とし、予定変更についての報告を始めた。




　二月の第一週目の週末。

　一歩外に出ればキンと冷えた空気に包まれる。

　コートとストールが欠かせない真冬の晴天の下、私は横よこ浜はまの老舗しにせホテルのロビーラウンジで周囲を見回していた。

「あ、いたいた！　千尋」

　名前を呼ばれて顔を向けると、そこには、約一カ月ぶりの両親の姿があった。

　年末年始に帰省した時に会ったぶりだ。

　ふたりとも、今日は見慣れない正装姿。手にはお土産のような紙袋を持っている。

「場所、わかってよかったわ」

「うん。ここは仕事でもたまに来るから」

「あら、そうなの」

　水瀬院長について、このホテルには何度も仕事で訪れている。

　講演会や、ホテル内のレストランを会食で利用したり、一年に数回はお世話になっているのだ。

「千尋、今日は普段と雰囲気違うな」

　父親が私を見て普段は言わないようなことを口にする。

　今日はお見合いの席ということで、私も普段とは違う華やかな正装に身を包んでいる。

　クリーム色のＡラインワンピーススーツに、仕事の日は常にまとめている髪も、今日は巻いてハーフアップにしている。

「うん、綺麗よ。すごくいいわ」

　母親にも好印象なら、お見合いの席では間違いないだろう。

「千尋、悪いな。お前にまで、会社のことを気にさせて」

　神妙な顔をした父が、謝罪の言葉を口にする。

　この縁談がうまくいけば、父の会社はきっと持ちこたえることができる。

　自社のために娘に見合いをさせることが、父としては心苦しいのだろう。

　でも、これは私が自分自身で決めたことだ。

「ううん。無理矢理にさせられるお見合いじゃないもん。私が、自分でするって決めたことだから」

「千尋……」

「そろそろ、結婚しなくちゃって思ってた時だったしね。もう三十だし、友達もどんどん結婚してるから、適齢期だよ」

　そう言うと、父親の表情にほんの少しの安堵が見える。「ありがとう」と微笑んだ。

「じゃ、行きましょう」

　両親に連れられ向かったのは、ホテル内の日本料理専門店。

　入り口で父親が「小野寺です」と名乗ると、着物のスタッフが「ご案内します」と奥へ先導していく。

　個室の席が並ぶ石畳みの通路を進み、そのひとつの前で「こちらになります」と案内した。

「千尋、いい？　入るわよ」

　母親が確認を取るように私を振り返り、襖ふすまに手をかける。

　襖をすっと開ければ、中には三人がすでに私たちの到達を待っていた。




「ふぅ……」

　気の抜けた吐息がひとりきりのパウダールームに静かに落ちる。

　お見合いの席に入ってから、約二時間。

　コース料理がすべて終わり、お手洗いに立った。

　父親の会社関係の方とのご縁ということで、粗そ相そうのないように常に緊張していた。

　お相手は、私より二歳年上の小こ室むろ徹とおるさん。

　父親の経営する自動車部品メーカーの取引先で、車体のパーツを製造している会社の社長ご子孫だ。いずれ会社を継ぐそうで、次期代表取締役となる方だ。

　第一印象は爽やかで好印象。趣味が釣りとアウトドアというのも好感が持てる。

「なんか……顔が疲れてるな」

　鏡に映る自分の顔にまたため息が漏れた。

　やっぱり、こういう改まった席ってだけで、疲労感が半端ないものなんだな……。

　互いの両親を交えて食事をしながら、それほど堅苦しい感じでもなく歓談をした。

　本人同士よりも親同士が話している時間が圧倒的に多く、当の本人たちは微笑を浮かべて頷いてばかりだった。

　それだけでも、やはり知らぬ間に緊張しているものなのだろう。

　メイクが崩れていないかだけ確認をし、レストルームを後にする。

　まだこれからロビーラウンジでお茶でもしようかと話していたから、すぐには帰れなそうだ。

「小野寺？」

　レストルームから料亭に戻ろうとホテル内を歩いていたところ、後方から突然名指しで呼び止められる。

　よく知る声に振り返ると、そこにはスーツ姿の水瀬院長が立っていた。

「院長……どうしたんですか、こんなところで」

　今日は病院も休診日。外来診療がなくても病棟に出ていることも多い水瀬院長だけど、今日は完全にオフだと把握している。

　となると、ここには私同様プライベートで来ているということだ。

「俺は付き合いの用事だ」

「そうでしたか。私も、院長と同じで、今日は――」

　向かい合って話していたところ、向こうから「千尋！」と母親から呼びかけられる。

　絶妙なタイミングで向こうから両親と小室さん一家がやってくるのが目に入り、この状況をどうしたらいいのかわからず水瀬院長を見上げた。

「あ……実は、今日、私お見合いで」

「見合い？」

　そうこうしているうちに母親が目の前まで来て水瀬院長に頭を下げる。そして、私に小声で「お知り合い？」と訊いた。

「勤め先の、お世話になっている水瀬院長」

　そう知らされた母親はハッと驚いたような顔をし、水瀬院長に向かって深々と頭を下げる。

「いつも千尋がお世話になっております」

　母親から頭を下げられた水瀬院長は「いえ」と端整な顔に微笑を浮かべた。

「お世話をしてもらっているのは私の方です。彼女の優秀な仕事で、いつも完璧にサポートしてもらっていますので」

　対外的に見せる穏やかで人当たりのいい調子で、水瀬院長は私の仕事ぶりを母親に話す。

　私を評価する言葉がさらりと出てきたことに、嬉しい気持ちが湧き起こった。

「そうですか。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします」

　母親がそう挨拶をした時だった。

　にこやかだった表情が消え、一点を見つめる。そして次の瞬間には胸元を押さえ、一気に表情を歪ゆがめてうずくまった。

「お母さん？　えっ……ちょっと、どうしたのお母さん」

　目の前で小さくなった母親を前に、血の気が引いていく。

　明らかに具合が悪くなっている母親を目の前に、その場に膝をつき寄り添う。

「小野寺、一一九番」

「えっ、あ、はい！」

　動揺する私の横から指示が飛ぶ。

　水瀬院長が私の横に腰を落とし、母親に「小野寺さん、楽な姿勢を取りましょう」と声をかけた。

　その様子を横目に、慌ててバッグからスマートフォンを取り出す。動揺しすぎて手からスマートフォンを落とし、床に転がした私にもう一度「小野寺」と水瀬院長が声をかけてくれた。

「落ち着いて」

「は、はい！」

　一一九番に電話をし、救急車を要請している間に、父親や小室さん家族も駆け寄ってきた。

「母さん！　千ち穂ほ！」

　飛んできた父親が私よりも動揺を露わにし、母親の名前を呼びながら横に膝をつく。

「小野寺さん、大丈夫ですからね。すぐに救急車が来ますから、深呼吸できますか。できそうならお願いします」

　水瀬院長だけがその場で冷静に母親に声をかける。

　ホテル内での急病人に、周囲にも心配した人が集まってきていた。

「小野寺」

「はっ、はい！」

「お母様に持病は」

「持病……特に、持病というものは聞いたことは」

「服用を指示されている薬もないということだな」

「はい。あの、院長、母は」

　床に横になり、顔面は蒼そう白はく、きつく目を瞑つぶり冷や汗をかいている母親を前に、縋すがるような思いで水瀬院長に尋ねる。

「調べてみないと断言はできないが、おそらく急きゅう性せい心しん筋きん梗こう塞そく」

「えっ……」

「場合によっては、緊急オペになる可能性が高い」

「オペ……」

　ほんの少し前までいつも通り元気で、笑って話し食事をしていた。

　それなのに、今、目の前で苦しんでいる母親の姿が信じられない。

「大丈夫だ。考えようだが、発作のタイミングで俺が居合わせたことは幸運だ」

「院長……」

　確かに、今ここで水瀬院長に会っていなければ、どうなっていたかわからない。

　救急車を呼ぶことさえまごついて、この場で助けの叫び声をあげていたに違いない。

　そのうちに、救急隊員が現場に駆けつける。

　ホテルから水瀬横浜総合病院が一番近いということもあり、水瀬院長が事情を話してうちの病院へと搬送をお願いする。

　母親が救急車に乗せられ、水瀬院長と共に父親と私も一緒に乗り込む。

　すると、水瀬院長はすぐに母親に酸素吸入を開始する。

　処置の様子をただ見守ることしかできず、不安はただただ募っていく。

　重ね合わせる手には自然と力が入り、きつく握り合わせていた。

　サイレンを鳴らしながら、救急車はノンストップで水瀬横浜総合病院へと向かっていく。

　毎日通っている職場に、自分が救急車で乗り付けるという初めての体験をしてから約一時間。

　緊急搬はん送そうされた母親の診断結果は、水瀬院長の言っていた通り急性心筋梗塞だった。

　迅速な対応によって一命をとりとめたものの、やはり今から緊急のオペが必要だと告げられ、再び別の不安が胸を襲う。

「心筋梗塞というものは、冠かん動どう脈みゃくが詰まって血液が流れなくなり、心臓を動かす心筋という筋肉に酸素が届かなくなって、やがて壊え死ししてしまう病気です」

　水瀬院長からの説明を、父親は真剣な面持ちで聞いている。

　私も一緒になって水瀬院長の話に耳を傾けた。

「冠動脈は三つあって、その三つがひとつでも詰まると今回のような症状を発症します。検査の結果、小野寺さんは二本の冠動脈に詰まりが確認できました。このまま緊急でオペに入らせてもらえたらと思います」

　病状の説明をし、水瀬院長は手術への同意を求める。

「あの、先生。オペとは……」

　突然のことに、父親はホテルの廊下で母親が倒れてからずっと動揺を隠しきれていない。

　処置を待つ間、『母さんは大丈夫だよな？』と何度も私に確認を取るように訊いていた。

「冠動脈バイパス手術です。簡単に説明すると、冠動脈の詰まった箇所を迂う回かいして、新たな血管を繋つなぐ手術になります」

　冠動脈バイパス手術……。

　医師や看護師ではないから詳しくはわからないけれど、冠動脈バイパス手術は難しい手術だと認識している。

　直径二ミリ程度の血管を、髪の毛より細い糸で繋ぎ合わせる高度な技術のいるオペだ。

　また、オペ時間が長ければ合併症を引き起こす危険性もあるため、スピードも要求される。

「発症六時間以内に適切な処置をすれば、九割の方が助かります」

「今からすぐオペをしていただけるんですね？」

「はい。同意を得られればすぐにでも」

　水瀬院長の言葉に、父親は即答で「お願いします」と頭を下げる。

　水瀬院長は「全力を尽くします」と言って椅子から立ち上がった。

「では、すぐにオペの手配をさせていただきます」

　話を終え父親を待合いスペースに連れていき、すぐに水瀬院長のもとへ戻る。

「院長っ」

　オペの準備のためカウンセリングルームを出ていこうとする水瀬院長を呼び止める。

　水瀬院長は足を止め、再び戻ってきた私をジッと見つめた。

「母は……母は助かるのでしょうか」

　無意識に声が震えてしまう。

　見上げる水瀬院長の表情が、勝手に浮かび上がってきた涙のせいでぼやける。

「すみません……私」

　母親が目の前で倒れて、平静なんか装えない。

　怖くて、不安で、どうしようもない気持ちに押し潰されかけている。

　指先で涙がこぼれ落ちないように押さえた。

　そんなどうしようもない状態の私に、水瀬院長はひと言「大丈夫だ」とはっきり口にした。そして、ふっと笑う。

「そんな、世界の終わりみたいな顔するな。俺を誰だと思ってるんだ？」

　不安で胸が張り裂けそうな私に、敢えて冗談を言うような口調で問いかける。

　水瀬院長らしい頼もしい言葉に、我慢しきれなかった涙がひと筋流れ落ちた。

「よろしく、お願いします」

　深く頭を下げ、母親のオペの執しっ刀とうをお願いする。

　水瀬院長は去り際に私の頭をポンと撫で、足早にカウンセリングルームを出ていった。




　その日の晩。

　面会時間が終わる二十一時を回ろうとした頃、父と私は母親の入院することになった個室の病室にいた。

　手術は無事成功。水瀬院長は宣言通り滞りなく、かつスピードをもって母親のオペを終えてくれた。

　一時間ほど前から徐々に麻ま酔すいが切れ始め、母親は意識も戻り、会話もできる状態に落ち着いている。

「心配かけちゃったわね」

　横になったままそう口にした母親に小さく横に首を振る。

　再び会話ができる状態にまで回復して、やっと安あん堵どに胸を撫で下ろした。

　ずっと極限の緊張状態だった。

　オペが終わるのを待っている間は、永遠の時間の中にいるような、これまで感じたことのない不安に襲われていたのだ。

「よかったよ。すぐに処置してもらえて」

「本当ね。院長先生には、なんとお礼したらいいのか」

「うん……」

「落ち着いたら、改めて院長先生にはお礼に上がりたい」

　父の言葉に、「そうだね」と同意する。

　オペが終わった時、普段と変わらぬ様子で『問題ない』と成功を知らせてくれた水瀬院長。

　父親も私も何度も『ありがとうございました』と言い、下げた頭を上げられなかった。

「あっ……小室さんは？　お母さん、こんなことになっちゃって、ご迷惑を」

「あ、それは大丈夫。ちゃんとさっき連絡しておいたから。オペも無事に終わったことを伝えたら、安心されてたよ」

「そう。ごめんね……」

「お母さんが謝ることじゃないよ。病気だったんだから」

「そうだけど、大事なお見合いの日に、お母さんの急病で台無しにして」

　父の会社の命運のかかった縁談。急病だったとはいえ母の気持ちを考えると胸が締めつけられる。

　それだけ、この縁談を成功させたいという気持ちが強いに違いない。

「今回の縁談……どうだった？　小室さん、すごくいい人そうね」

「うん、そうだね」

「お母さんね……女の子を、千尋を産んでからずっと夢があってね」

「夢……？」

　訊き返した私に、母親は横になったまま小さく頷く。

「絶対、娘のウエディングドレスは見なくちゃって。並んで、一緒に写真が撮れたら最高ねって。ね？　お父さん」

「ああ。俺は嬉しくもあり、娘をとられて複雑な心境にもなりそうだけどなぁ」

「もう、お父さんったら」

　そんな夢を語られて、ずきんと胸が痛む。

　未だそれを叶えてあげていない。

　このまま私が結婚しなければ、母親の夢はまた遠のく。

「でも、いつこんな風に体を悪くして倒れるのか、今回のことでわからないなって思ったわ」

「お母さん……」

「今回は運がよかったけど、もしかしたらあのまま帰らぬ人だったかもしれないのよね」

　考えたくはないけれど、もしそうなっていたとすれば……想像している途中で考えることが辛くなり、頭の中から浮かんでいた光景を消し去った。

「私、今日の縁談、進めるから」

「え……」

「結婚する。だから、お母さんは安心して早く体よくして」

　今回のことは、きっと私の背中を押すためだったのだとプラスに考える。

　私の言葉を聞いた母は、嬉しそうに微笑み目に涙を浮かべた。




　明日から三月。

　まだ十分に寒いけれど、優しく暖かい日差しを感じる日も増えてくるこの時期が、私は結構好きだ。

　終業時刻の迫る十七時過ぎ。

　私は自分の控え室で、バッグにしまっておいた白い封筒を取り出した。

　その上に自分で書いた〝退職願〟の文字を見て小さく息をつく。

　人生で初めて、退職願を書いた。

　今日はこれを、水瀬院長に提出して帰るつもりだ。

　退職を希望する場合、だいたい一カ月ほど前に申し出るのが礼儀だと認識している。三月いっぱいで退職したい場合、今がその時期だ。

　寿退社……とはまだ言い難いけれど、それに近い理由での退職。これから結婚に向けて歩んでいくために、仕事は辞めることに決めた。

　お見合いをした小室さんとは、双方縁談を進めるということで合意し、婚約することになっている。

　ただ、母親が倒れたこともあり、体の方が落ち着いてからで構わないと気遣いの言葉をもらった。

「水瀬院長。少し、お時間いただけますでしょうか」

　水瀬院長は今日はこのまま帰宅の予定。この後に仕事関係の付き合いなどの会食も入っていない。

　私の退職について言い出しやすいタイミングだ。

　自分のデスクにかけ、ノートパソコンの画面に向かっていた水瀬院長は院長室に入ってきた私に目を向ける。

「どうした」

「あ、はい。これを、お願いします」

　デスクのすぐそばで一礼し、両手で退職願の届けをデスクの上にそっと載せる。

　封筒を手に取った水瀬院長は、そこに書かれていた文字に目を落とし、私へと視線を戻した。

「退職願？　なんだ、どういうことだ」

「はい。三月いっぱいで退職させていただければと思っています」

「そんなことを訊いているんじゃない。急にどうしたのかと訊いているんだが」

　水瀬院長にしてみれば確かに急な申し出だろう。だけど、結婚をするのなら退職はするつもりだった。

「そろそろ結婚を視野に入れる頃合いで。そのために、仕事は一旦退職を決めました」

　言えた……。

　もしかしたら理由まで訊かれず、そのまま受理されるのではないかと思っていた。

　咄とっ嗟さに選んだ言葉だったけれど、ちゃんと事情は伝わったはずだ。

「後任は決まり次第、私の方で院長のサポートが完璧にできるよう指導していきます。次の職場に転職をするというわけではありませんので、後任がひとり立ちできると判断してからの退職という形でも構いません。四月に食い込んでも大きな問題はないですし――」

「小野寺の代わりが務まる後任が一カ月で育つとは思えないな。この三年分の仕事をすべて教え込むと」

　私の言葉を遮り返ってきた言葉に息を呑む。

「それは……私の指導で、辞めてもご迷惑のかからぬよう対処する所存です」

「それができなければ？」

「えっ……」

「続けてくれるのか、仕事を」

「それは……」

　急に責め立てるような言葉をかけられ、言葉に詰まる。

　水瀬院長がこんな風に言ってくるとは思いもしなかった。

　あっさりと、『そうか、わかった』と受理されると思っていたから……。

「縁談がうまくいきそうなのか」

「え……あ、はい」

「そうか。そんなに結婚がしたいのか」

　そう言われて口ごもる。

　でも、ここではっきり主張しなければ退職して結婚したいという気持ちに説得力がない。

「人並みに結婚して、自分の子どもも欲しくて……だから、今がそのタイミングだと思ったんです。そう強く思った時に行動を起こさないと、このままずるずる結婚のチャンスを逃しちゃうんだろうなって、そう思ったからで……」

　さすがに、父の会社の存続のために縁談を進めようと思っているとは口にできない。

　でも、こう言っておけば、相当結婚したいのだろうと思ってもらえるはずだ。

「そうか。わかった」

　黙って私の話を聞いていた水瀬院長は、やっと納得したと思われる言葉を返してきた。

「前触れもなく、こんな急に退職を申し出たことで、ご心配をおかけしてしまうことは申し訳なく思っております」

「それなら、仕事も辞めず、結婚をする方法がある」

「え？」

「父から跡継ぎをもうけるため、結婚を急かされている。妻候補としてお前に白羽の矢が立った。そこまで結婚したいというなら、俺の妻になれ」

　納得してもらえたはず……そう思っていたのに、続いて返ってきた言葉に耳を疑う。

　聞き間違いだろうか。

　ジッと彼の美しい顔を見つめたまま、目が離せなくなる。

「あ、あの……今、なんと」

「俺の妻になれと言ったが？」

　改めて聞き間違いではなかったことが確認できたものの、それはそれでさらに困惑する。

「お言葉ですが院長……仰ることの意味が理解できません」

　至って真面目に訊き返しているのに、水瀬院長はなにがおかしいのかふんと鼻で笑う。

「人並みに結婚して、自分の子どもが欲しい。さっきそう言ったな？　それなら、俺の妻になることはなんの問題もないだろう」

「それは……」

　それは建前で、本当は家庭の事情あっての政略結婚だということを水瀬院長は知らない。

　でも、こんな話をされてしまっているからには、本当の事情を伝えるべきだ。

「実は、父の会社が経営難で……今回の縁談は、会社を立て直すためでもあるんです」

　こう言えば、政略結婚だということはわかるだろう。それがわかれば、これ以上の話には……。

「それももちろん、全面的にフォローして解決させる」

「え……」

「どっちにしても政略結婚なら、好きでもない相手より俺の方がいいだろ」

　考えもしなかった提案をされ、急なことに頭が働かない。思考停止してしまった私を目にし、水瀬院長はふっと微笑を浮かべた。

「この間、ホテルで会っただろう。小野寺のお母様が倒れた時。あの時、俺も見合いだったんだ」

「えっ、そうだったんですか」

　まさか、水瀬院長も私同様お見合いの席であのホテルを同日に訪れているとは思いもしなかった。

　水瀬院長のプライベートは、私からすればベールに包まれたようなもの。

　どんな時間をどんな人と過ごしているかなどまったく知らない。

　やはり、この病院を継承する人間として、会長もよき相手との結婚を求めているのだろうとは察しがつく。

「俺も、そろそろ身を固めろと両親がうるさくなってきてな。弟が結婚して子どももできたから、尚さら急かされるようになった」

「そう、でしたか……」

　これまで聞くこともなかった水瀬院長のプライベートな事情。

　あの穏やかで優しい会長に結婚を急かされているのかと、ぼんやり考える。

「あの、でもそのお見合いは……？」

「ああ、その気がなかったからな。即日丁重にお断りだ」

　それならなぜ、私に妻になれなどと言うのだろうか。結婚する気がないからお見合いを断ったのでは……？

「よく知りもしない相手と一緒になる気はないからな。その点、小野寺だったらこれまで仕事を共にしてきた間柄だ。一日の中で一番一緒にいる時間が長いんだからな」

「そうかもしれませんが、それとこれとは話が……」

　確かに、水瀬院長についてからは約三年。勤務時間が週五日で平均八時間だとすれば、単純に計算して六千百二十時間は超えている。

「互いに求めているものは合致している。小野寺は資金援助がしてもらえる。俺も結婚して跡継ぎを求められている。一緒になれば都合がいいだろう」

　戸惑う私を前に、水瀬院長は淡々と業務について話すような口ぶりでそんなことを言う。

　私の方は混乱してそれ以上の言葉が見つからない。

「この間の見合い相手とは、具体的に話は進んでいるのか」

「それは、まだです。母が倒れたこともあったので、落ち着いてからということになっていて」

「それなら問題ないな」

　ノートパソコンをぱたりと閉じ、水瀬院長はおもむろに椅子から立ち上がる。

　私が置いた退職願を一いち瞥べつし、「これは預かっておく」と、デスクの引き出しの中にしまった。

「え……問題ないとは」

「縁談は断れるだろう。その相手に特別な感情がなければの話だが」

「それは、ないですが、あの、でも、院長と私がそんな……」

　完全に話に置いていかれている状態で、もうなにがなんだかわからない。

　しかし、それは私だけのようで、水瀬院長は椅子の背もたれにかけていたスーツのジャケットを手に取り身につけた。

「悪いな。話の続きは明日以降にしよう。急用を思い出した」

「えっ、あの。でも」

「お疲れ様」

　ほぼ一方的に話を終わらせ、水瀬院長は颯さっ爽そうと院長室を後にした。

　いやいやいや、ちょっと待って。今の話は全部なにかの冗談だよね？

　ひとりきりになった院長室で、無駄にウロウロ歩き回ってしまう。

　退職を申し出たら、前触れもなく妻になれと言われるなんて。冗談にしてはきつすぎる。

　結局、退職の話も曖あい昧まいなまま終わってしまった。流されたような感じだ。

　明日、早めに出勤して、もう一度かけ合ってみるしかないか……。

　私が突然、退職などと言い出したから、ちょっと対応に困ってふざけただけだろうとは思う。

　明日もう一度話すことになるのはきっと水瀬院長もわかっているはず。ひと晩時間をおけば、まともな話ができるだろう。

「とりあえず……帰ろ」

　意味もなく独り言を呟き、帰宅の準備に取りかかった。




　翌日。

　普段は八時半前後に出勤するところ、今朝は八時には病院に到着。

　水瀬院長のマイカーがまだ駐車場にないことを確認し、ホッと胸を撫で下ろした。

　昨晩は自宅に戻ってもずっと水瀬院長とどう話の続きをするかを考えていた。

　こう言われたらこう返して……なんてシミュレーションまでしたくらいだ。

　昨日のようにまた有り得ない要求をされたら、慌てず落ち着いて返答をする。

　私は予定通り退職して、お見合い相手との縁談を進めていく。その意思をちゃんと伝えることを自分の中で再確認した。

　下手に動揺してはいけない。

　昨日は水瀬院長との会話にもかかわらず、危うく素の自分が出そうになってしまった。

　とんでもないことを言われたからだけど、仕事相手である以上、冷静で落ち着いた自分を保たなければならない。

　院長室のエバーフレッシュに水をあげていると、入り口のドアが開く音が聞こえて手を止めた。

「おはよう」

「か、会長。おはようございます」

　驚いたことに、扉の向こうから現れたのは会長である水瀬院長のお父様。

「小野寺くん、久しぶりだね」

「はい。ご無沙汰しております」

　会長になられてからは、お会いする機会も減ってしまった。

　現在は東京、飯いい田だ橋ばしにある『水みな瀬せ総そう合ごう病びょう院いん』の方に行かれていることが多い。

　会長の後に続いて部屋に入ってきた水瀬院長は、今日はブラックのスーツがきまっている。

　私と目が合うと「おはよう」と口にした。

　ぺこりと頭を下げ「おはようございます」と挨拶を返す。

　朝から会長と共にここに来るなんて、いったいどうしたのだろう。

　ふたりの様子を窺うかがいつつ、手に持つ水差しを片付けにいく。

「小野寺くん、手が空いたら少しいいかな」

　院長室から出ていこうとした私を呼び止めるようにして言った会長は、応接用のソファに腰を下ろしていた。

「はい、わかりました」

　そそくさと水差しを流しに戻し、部屋に戻る。

　会長のとなりには水瀬院長がかけ、その向かいに「座りなさい」と会長に促された。

「失礼いたします」

　いったいなにを話されるのだろう。

　会長に水瀬院長、ふたりと向かい合って話をするなんてシチュエーション、私が会長の秘書から水瀬院長の秘書に変わる際の挨拶の時くらいだ。

　ふたりの前に腰を下ろした途端、いよいよ緊張が増し始める。

「仕事前に悪いね」

「いえ。なにかありましたでしょうか？」

　会長は私と目を合わせ、表情を緩める。そして「そんな構えないで」と、目尻に皺しわを寄せた。

「そろそろ結婚を考えていると、晃汰から聞いたよ」

「あっ……はい」

　会長から〝結婚〟の言葉が出てきて、どきりと鼓動が音を立てる。

　まさか私個人の、しかもその話題とは思いもしなかった。

「晃汰にも、そろそろいい相手が見つかればと思っていてね。どうかね、晃汰と一緒になる気はないかな」

「えっ……私が、ですか」

　思わず訊き返した私に、会長は即答で「ああ」と頷く。

　ちらりととなりの水瀬院長に目を向けると、いつも通りの表情だった。

「お言葉ですが会長。水瀬院長と、私がとは……あの」

　昨晩から今日出勤するまで、退職の話についてはかなり入念にイメトレをして頭の中で整理してきた。

　だけど、まさか会長が同席し、昨日水瀬院長に言われた冗談のような話を本格的にされるとは予想外だ。

　あまりの展開に頭の中は真っ白になる。

　昨日、私に白羽の矢が立ったなんて言ってたのは、本当の話だったということ……？

「婚約が確定していないのなら、ぜひ晃汰と一緒になってもらいたい。これまで晃汰と一緒に働いてきた小野寺くんが、晃汰は嫌だと、受け入れられないというなら話は別だ」

「滅めっ相そうもないです！　そうではなくて、私のような者にする話ではないと思うので……」

「どうしてだ？　私は君が晃汰と一緒になってくれれば、それ以上のことはない。小野寺くんとは、秘書をしてもらっていた頃からの付き合いだ。私は君を評価しているし、気に入っているんだよ」

　会長から直々に勿もっ体たいない言葉をかけてもらい、「ありがとうございます」と頭を下げる。

　それ以上の言葉が見つからず、膝の上で組み合わせた自分の手に視線を落とした。

「どうだ。前向きに考えてみてはくれないか」

「前向きに、ですか……」

「お母様のことも聞いているよ。これまでの治療費はもちろん、今後も一切必要ない。今後も晃汰にお母様のことはしっかり経過を診ていってもらう。小野寺くんもその方が安心だろう」

　母の体のことは確かにまだ不安は残る。

　今後も定期的に診てもらう必要があるし、それを名医である水瀬院長にお願いできるのならそれ以上のことはない。

「母のことを、今後も診ていただけるのですか……？」

「ああ、もちろんだ」

　会長はにこりと微笑み、ソファから立ち上がる。

「では、話は決まりかな。小野寺くん、改めてご両親にもご挨拶をさせていただくよ」

「あ、はい」

　院長室を出ていく会長を、水瀬院長と共に見送る。

　ドアが閉まると、ふたりきりになった空間で新たな緊張に包まれた。

「そうと決まれば行くぞ」

「え？　行くって、どちらにですか」

「小野寺の実家に決まってるだろ」

「えぇ!?　う、うちの実家にって」

　そうこうしている間にも、水瀬院長はさっさと院長室を出ていこうとする。

　私を振り返り、「行くぞ」とドアノブに手をかけた。

「あの、待ってください！　今から行くって」

「午後はオペが入っているが、午前はフリーだ。今日までに仕上げようと思っていた原稿もでき上がっている。なにも問題ない」

　確かに、午前中はデスクワークの予定だけど、それが終わっているのなら空いている。

「ですが、本当に今から？」

「そんな壮大な冗談を言うと思うか」

「そうですけど……行って、どうするのですか」

「決まっているだろう。結婚の許しをいただきに行く」

　さらりと出てきた言葉に目を見開く。

　本当にその気なのかと驚きょう愕がくしながら、院内を歩いていく水瀬院長を追いかけた。

「院長、正気ですか？」

「俺は至って正常だが、なにか問題があるか」

　問題は大あり。だけど、これだけ勢いがあるとかける言葉も見つからない。

　水瀬院長はさっさと病院を出て、自分の車へと向かっていく。その後についていくと、助手席のドアを開けた水瀬院長に「乗って」と促された。

　車で出勤してきていることや、車種は把握しているが、水瀬院長の車に乗ったことはこれまで一度もない。

　こんな風に言われても、戸惑いを隠せない。

「すみません。失礼いたします」

　本当に乗っていいのだろうかと思いながら助手席のシートに腰を下ろす。

　水瀬院長の所有する車は、名だたる海外メーカーの高級車。

　黒いボディはいつも綺麗に磨かれ、その存在感を放っている。

　革張りのシートは体を心地よく包み込み、その座り心地に内心驚いていた。

「シートベルト、締めて」

　運転席に乗り込んできた水瀬院長にシートベルト着用を指示される。

「あ、はい」

　慌てた手つきでシートベルトを引き出し装着した。

　病院を出ると、まず水瀬院長が向かったのは駅前の高級フルーツパーラー。

　店のそばで停車し、私を待たせたままひとりしばらく車を離れ、戻ってくると手には大きな紙袋が提げられていた。

　どうやらお高いフルーツでも購入してきたのだと思われる。

「突然押しかけるのも失礼だからな。一応伺うことを連絡してもらえるか」

　車に乗り込んできた水瀬院長は、シートベルトを締めながらそう言う。

「わかりました」

　返事をしたものの、まだこの展開に半信半疑でいる。本気なのだろうかと思いながらスマートフォンを取り出す。

　通話履歴から実家の番号をタップし、電話をかける。

《はい、小野寺です》

　電話の向こうから母親の声が聞こえてきたが、なにをどう話せばいいのか考えがまとまっていない。

「あ……私」

《どうしたのよ、こんな時間に。今日お休み？》

「いや、休みでは、ないんだけど……」

　そう言いながら、車を出した水瀬院長になんとなく目を向ける。

　私の視線を受けた水瀬院長は、ちらりとこちらを一瞬だけ見て小さく頷いた。

《なに、どうしたのよ》

「あのね、今から……家帰る」

《えっ、今から？　どうしたの、なんかあったの？》

「人を……あの、院長を連れていくから」

　そう伝えると、電話口から《えっ!?》と驚いたリアクションが返ってくる。

　当たり前だ。私だって未だに困惑したまま連絡をしているのだから。

《どういうことなの？　院長先生って、あのお世話になった水瀬院長でしょ？》

　母の命を助けてくれたことで、母親自身はもちろん、私たち家族にとって水瀬院長は命の恩人だ。

　その命の恩人が訪問してくるなんて、母親にしてみればいったいどういうことなのか慌てるだろう。

「うん、そうだよ。詳しいことは、帰ってからで。とりあえず、今から向かうから」

　私自身、なんで帰るのかと訊かれると返答に困る。

　水瀬院長と共に帰ることだけを伝え、一旦通話を終わらせた。

　猶予はあまりないけれど、ほんの少しでも前に来客があるとわかれば、いきなりよりはまだ心構えが違うはずだ。

「さっきから気が進まないようだが、小野寺は意見があるか」

　沈黙が落ちた車内で、水瀬院長が口を開く。

「気が進まないとか、そういうことではなく……本当に私と……」

　婚姻関係を結ぶ、結婚する――そんな言葉たちを恐れ多くてすんなり口にできない。

　水瀬院長は私の言葉の続きを待っているのだろう。沈黙したまま、フロントガラスの先に目を向けている。

「……その、結婚を、考えているのでしょうか」

「何度確認したら信じるんだ？　昨日話を持ちかけた時からなんら気持ちに変わりはない。だからあの後すぐ、父に話しに行った」

　今朝、会長が院長と共にやってきたのは、昨日のうちに水瀬院長から話を聞いていたからだと知る。急用だと言ってそそくさと帰っていったのは、そのことだったのだろうか……？

「会長からも直々に話されただろう。小野寺と一緒になることを歓迎している」

　会長のことまで出されてしまうと、もうそれ以上なにも言えない。

　私が黙ってしまうと、車内は再び沈黙に包まれた。

　都下にある実家へは、中ちゅう央おう自じ動どう車しゃ道どうを使って三十分ほどで到着した。

「車は前に停めさせてもらって構わないか」

「あ、はい。一台駐車場が空いているので、そこに入れていただいても」

　住宅街の中にある庭付きの一軒家。よくある普通の戸建住宅が私の実家だ。駐車場が二台分あり、そのうちの一台だけ自家用車が停まっている。

　駐車場が空いていることを伝えると、水瀬院長は「それなら駐車場を借りよう」と、バックで車の駐車を始めた。

　いよいよ到着してしまったと、実家を目の前にして心臓が忙しなく音を立てていく。

　実家に男性と訪れること自体初めてなのに、その相手が水瀬院長だということが意味不明すぎる。

　私の人生に交わってくる相手だなんて、一ミリたりとも考えたことがなかった。

　停車しエンジンを切った車から降りた水瀬院長が、私の乗る助手席側に回ってくる。

　となりにうちの車が駐車されていてドアの開閉が思いっ切りできず、水瀬院長は気をつけてドアを開けてくれる。

「すみません、窮きゅう屈くつな駐車場で」

「いや、問題ない。降りられるか」

「はい、ありがとうございます」

　そそくさと降車し、駐車場から表に出る。

　小さな門に先に向かい、それを開いて「どうぞ」と後に続いてきた水瀬院長を中に促した。

　玄関扉を前に、となりに立つ水瀬院長に気付かれないよう深呼吸をする。

　自ら玄関の鍵を開け、ドアを開けて中に向かって「ただいま」と声をかけた。

「お帰りなさい」

　すぐに玄関奥のリビングの扉が開き、母親が小走りで出てくる。

　水瀬院長を目にするなり、「こんにちは、お世話になっております！」と挨拶をした。

「こんにちは。すみません、突然伺ってしまい」

「いえ！　その節は大変お世話になりました。どうぞ、お上がりになってください」

　玄関先にはすでに来客用のスリッパが用意されている。事前に電話連絡しておいて正解だったようだ。

「お邪魔します」

　玄関を上がる水瀬院長を横目に、奥から父親が顔を出したのが目に入る。

　タイミングよく今日はたまたま平日の休みだったのだろうか、そそくさと出てきて「いつもお世話になってます！」と水瀬院長を出迎えた。

「こちらこそ、いつも大変お世話になっております。今日は突然申し訳ない。つまらないものですが」

「ああ、院長先生、気を遣わないでください。母さん、いただき物を」

　手土産を渡された父親は普段は見せない落ち着かない挙動で、キッチンに入った母親を追いかける。

「院長、奥へどうぞ」

　両親も相当動揺しているのがその様子から伝わり、ふたりに代わって水瀬院長をリビングのソファへと案内した。

　母親に出迎えられてから、心臓の拍動がずっと主張を続けて落ち着かない。息も若干苦しい気がする。

　そんな私とは対照的に、となりにいる水瀬院長は至って普通で特に緊張している様子も見受けられない。

　普段通り凛とした姿は変わらず、堂々としている。

「院長先生、すみません、あんな高級なものをいただいてしまって」

　私たちのもとに戻ってきた母親は、水瀬院長と私の前に煎茶を置いていく。

　父親が向かいのソファにかけ、すぐに母親もそのとなりに腰を落ち着かせた。

　いよいよ両親と水瀬院長、そして私が対面する形となり、思わず息を呑む。

　誰から話を切り出すのかと思っていると、水瀬院長が「本日は突然押しかけて申し訳ありません」と口を開いた。

　その言葉に、両親は「いえいえ！」と声を揃える。

「なにか、千尋が問題でも……」

　院長が直々に家までやってきて両親に会うというシチュエーション。

　両親的には、私がなにか大罪を犯してしまったのではないかと思うのが普通の思考だ。

「いえ。本日はそのようなことで伺ったわけではありません。彼女にそういったミスなど有り得ないです」

　きっぱりそう言われた両親は一瞬顔を見合わせる。

「あの……では、どういったご用件で今日は……」

「突然の訪問、申し訳ありません。今日は、お願いがあり伺いました」

　横で水瀬院長が口にした言葉を聞きながら、視線が泳いでしまう。

　母親を見たり、父親を見たり、だけど目が合うと困りそうで、目の前のお茶の置かれたテーブルに視線を落としたり。眼の動きだけでも落ち着きがない。

　本当に、本当に言うの……？

「お嬢さんを、私にいただけないでしょうか」

　水瀬院長がそう言い終えた時、リビングの空気が一瞬止まったような、そんな感じだった。

　両親が揃って水瀬院長を見つめ、瞬きを忘れている。

「今日は、そのお願いをしに伺わせていただきました」

　静止した両親は、数秒後同時に意識が戻ったように動き出した。

「あっ、あの、院長先生が、うちの千尋と？」

　母親がひっくり返ったような声で訊く。

　水瀬院長は「ええ」と小さく頷いた。

「先日、千尋さんに縁談があったと伺いました。だから、早いところご挨拶にと」

　不意に水瀬院長の口から出てきた私の下の名に、トクッと心臓が反応する。

　仕事上、小野寺と苗字でしか呼ばれたことがないため、水瀬院長が私の下の名前を違和感なくさらりと口にしたことにも驚いた。

「それは……その、どういった……？」

　父親もどう訊いたらいいのか困惑しているのだろう。

　探るような質問の仕方に、水瀬院長は父親を真っすぐに見た。

「千尋さんを心から愛しています。他の方には譲れない」

　これは両親を説得するための偽りの言葉なのだろう。

　頭ではそうわかっているのに、鼓動が激しくなっていく。

　ドッ、ドッと、外に音が漏れているように感じて、思わず胸元を押さえた。

「必ず、千尋さんを幸せにすると約束します」

　水瀬院長にそう頭を下げられ、両親はあわあわとし始める。

「お父様の会社の事情も伺っております。もちろん、経営のバックアップもさせていただきたい」

　父はハッとしたように目を見開く。

　水瀬院長は「いかがでしょうか？」と真剣な面持ちで両親を見つめた。

　父と母は戸惑いながらも顔を見合わせ、水瀬院長と視線を合わせる。

　そして、ふたり揃って「よろしくお願いします」と頭を下げた。




　両親に見送られ、実家を後にしたのは十一時四十五分。

　往路の時間から計算すると、病院には十二時半前後には到着すると思われる。

　水瀬院長の入るオペは十四時から。昼食時間も余裕をもって確保できるだろう。

　発進した車の中には、沈黙が流れる。

『千尋さんを心から愛しています。他の方には譲れない』

　さっき真横で聞いた言葉が、今も耳の奥で鮮明に残っている。

　あの瞬間、鼓動が感じたことのない音を立て、全身に響くように鳴り始めていた。

　それはしばらく落ち着かず、今も残っている気がする。ずっと胸の音が落ち着かない。

　水瀬院長からそんな言葉を伝えられた両親は、それはもう私以上に慌てふためき大変だった。今にも卒そっ倒とうしそうな顔になっていたのが目に焼きついている。

　無理もない。偽りの言葉だとわかっていた私でさえ、聞いていて気を失いそうになってしまった。

「結婚の許しも得たことだし、新居の準備も始める」

「えっ、新居……」

　思わず素っ頓狂な声を出した私を、運転席からふっと笑った気配を感じ取る。

「その前に、両家で食事会でもした方がいいか」

「あの、私はご挨拶は……」

　水瀬院長はわざわざうちに足を運んで丁寧な挨拶をしたのに、私も同じようにしないわけにはいかない。

　そう思って口を開いたものの、そんなことを気にすることすら本来恐れ多い。

「必要ないだろう。父は小野寺をよく知っているし、気に入っている。母も同様だ。両家の顔合わせで十分だろう」

「そう、ですか……」

「小野寺がどうしても改めて挨拶の場を設けてほしいと言うなら要望には応えるが」

「いえ。お任せ、します」

「それなら、その時間は挙式の打ち合わせにでも充てればいい。結婚の準備は他にもたくさんあるからな」

　ぽんぽんと出てくる現実味のない言葉に翻弄され、それ以上の言葉を失う。

　一気に変わっていく自分の状況は、まるで濁だく流りゅうにのみ込まれていくように激しくあっという間だ。

　だけど、本当にこの話を進めるのであれば、その条件を再確認する必要がある。

　父の会社の経営難を本当に救ってくれるのか。私は、そのために結婚をしようとしているのだから。

「あの……」

　一旦沈黙の流れた車内で私の方から話を切り出す。

　水瀬院長はちらりとこちらに目を向けた後、フロントガラスの先に視線を戻して「なんだ」と訊いた。

「本当に、結婚の話を進めるのなら……条件を、はっきりさせていただきたいと」

「この結婚の、互いの条件ということか」

「そうです。私は……家の事情があって結婚を考えました。だから、そこがブレてしまえば意味がないので」

　私の訴える声が真剣だったからかもしれない。

　水瀬院長はウインカーランプを点灯させ車を路肩に停車させた。

「お互いの結婚をする条件。小野寺は、お父様の会社へ資金援助を求めている」

　ちゃんと話が通じていることにホッと胸を撫で下ろす。しっかりと「はい」と頷いた。

「俺は、結婚したのちに後継者をつくることを求めている。シンプルにそういうことだ。なにか異議はあるか」

「いえ。その通りです」

「口約束が心配なら、書面にしても構わない」

　誠実な言葉に「それはお任せします」と答える。

「お父様の会社経営については心配いらない。だから、安心して俺の妻になれ」

「はい……。よろしく、お願いします」

　お互いに求めるものがあって、それを互いに叶えるための結婚。

　再び静寂が訪れた車内で、私はこれから始まる新しい生活に思いを巡らせていた。










３、政略結婚は嵐の訪れのように




「そうでしたか。それは仕方ありませんので、また改めてご予定を伺わせていただければと思います。いえ、とんでもございません。院長にもその旨伝えさせていただきます――」

　時刻は十七時を回る頃。

　ジャケットのポケットに入れておいたスマートフォンが震えだし、受けた電話は今日十八時からの会食相手の秘書からだった。

　ご家族の急病でどうしても帰宅せざるを得ない状況らしく、会食の日時を変更したいという連絡。

　その応対をしている最中、院長室の扉が開き、水瀬院長が姿を現した。

「どうぞお大事になさってください。はい、失礼いたします」

　通話を終え、院長室に戻ってきた水瀬院長へ「お疲れ様でした」と声をかける。

　十三時から人工血管置換手術のオペが入っていた水瀬院長は、ネイビーカラーのスクラブだ。

「院長、本日十八時からの[image: ]での会食予定ですが、先方の是これ枝えだ先生のご都合で後日に変更となりました」

「そうか。どうかされたのか」

「はい。奥様が急病だそうです。また改めて会食の予定は立てることになりました」

　スマートフォンを再びタップし、[image: ]の電話番号を表示させる。

「そういうことですので、本日はキャンセルの連絡を入れておきます」

「ちょっと待った」

　電話をかけようとスマートフォンを握る手を、近付いてきた水瀬院長に掴まれる。

　突然のことに驚き、びくりと肩を揺らしてしまった。

「どうか、されましたか……？」

「キャンセルは必要ない」

「え？」

「今から食事に行けばいいだけの話だ」

　そう言われて小首を傾げる。

「えと……わかりました。では、人数変更の連絡を入れさせていただきます」

「人数の変更？　ふたりで予約しているのになにを変更するというんだ」

「それは――」

「是枝先生が来られなくなった代わりに、小野寺が食事をすればいい」

「わ、私がですか？」

　まさかそういう話だとは思わず、声がひっくり返る。

　水瀬院長はわずかに眉間に皺を寄せた。

「そんなに驚くようなことを言っているか？」

「それは、いえ……」

「今日は会食の前に……」

　私のもとを離れ、水瀬院長は自分のデスクへと向かう。その一番上の引き出しを開け、一枚の紙切れを取り出しデスクの上に置いた。

「これを提出しにいこうと思ってたからな」

「あっ……」

　そこに置かれたのは、サイン済みの婚姻届。

　やっとの思いで数日かけて記入し、水瀬院長に昨日手渡したものだ。

　私の実家に水瀬院長が挨拶に訪れてから、早一週間……。

　あの後、すぐに水瀬院長は自分の部分は記入済の婚姻届を私に渡してきた。

　それを家に持ち帰ったものの心の準備ができず、なかなか書き込むことができなかった。

　本当に書いてしまっていいのだろうか。

　水瀬晃汰と書かれた欄のとなりに、私の名前が並ぶ違和感。

　何度もペンが止まり、頭を抱え、それを繰り返してなんとか書き上げた。

　そんな風にして書いた婚姻届を、水瀬院長はあっさりと提出しに行くと言っている。

「ちょうどいい。役所に行ってから、食事に行こう」

　ひとりで話をまとめると、水瀬院長は「着替えてくる」と院長室を出ていく。

　その姿を見送り、慌てて退勤の準備に取りかかった。




　水瀬院長が院長室に戻ってきたのは、十分もしないうちのこと。

　スクラブ姿からスーツに着替えた彼は、一日の仕事を終えた後とは思えないくらいきっちりときまっている。

　オペ後は疲労感を漂わせているドクターが多いが、水瀬院長にはそんな空気は皆無だ。

　そういうところを見てきている私にとっては、たまに彼はサイボーグかなにかではないかとふと思うことがある。

　準備を終えて揃って院長室を出て、駐車場にある水瀬院長の車に向かう。

　乗せてもらうのは、うちの実家に行った日以来だ。

　乗り込む前、なんとなく周囲を確認するように見回してしまう。

　院内では、私たちの関係は院長とその秘書のまま。

　行動を共にするのは普通のことだから、彼の車に乗り込もうが病院内の人間が不審に思うことは基本的にはないはず。

　それでも特に誰の目もないことにホッとし、そそくさと助手席に乗り込むと、車は駐車場を出ていく。

　公道に出てからすぐ、ハンドルを握る水瀬院長に「あの、院長」と声をかけた。

「なんだ」

「はい。あの、今の私たちの状態なのですが……今のところは、病院では内密にしていただけたらと思うのですが」

「なぜ」

「それは、業務に支障をきたすことのないようにです。院内スタッフから、色眼鏡で見られるのは避けたく」

　院長の秘書が、どのようにして結婚に漕ぎつけたのだろうかと、誰もが思うはず。

　そんな目で見る人ばかりではないかもしれないけれど、少なくとも、仕事上の関係からプライベートな関係を育んでいったのだと誰もが思うだろう。

　公私混同だと、よくない目で見る人もいるかもしれない。

　まさか、水瀬院長がお互いの求める条件が一緒だったから婚姻関係を結びたい、などと言ってきたなんて誰も思うはずがない。

　だから、今はとりあえずこれから始めようとしている関係を伏せておきたいのだ。

「そうか、わかった。業務に支障をきたすかもしれないという心配があるなら、その要望は尊重しよう」

「ありがとうございます」

　もしも想い合って一緒になるのなら、どうして隠さなくてはならないのかと言うものなのだろう。

　でも、私たちの関係は気持ちの入っているものではない。

　水瀬院長があっさり了承したのはそういうことなのだ。

　車は区役所の駐車場へと入っていく。

　婚姻届の提出は、開庁時間外、三百六十五日、二十四時間いつでも受けつけている。

　なろうと思えばどんなタイミングでも夫婦になれるのだ。

　車を降り、私も助手席から降ろした水瀬院長は、迷うことなく夜間受付の窓口へと足を進めていく。

　その手には、用意してきた書類が入るＡ４サイズの定形外封筒がある。

　業務時間中と同じようにその背中の後を追って歩いているのに、目的が私たちふたりの婚姻届を出すためというのが未だに現実味がない。

　そう思うと、よくわからない焦燥感に襲われ、窓口の寸前で無意識に後方から水瀬院長の腕を掴んでいた。

「あのっ」

「……？　どうした」

「あっ……あの、本当に、提出、するんですか？」

「なに？　ここまで来てその質問か」

　脚を止め振り返った水瀬院長は、どこか呆れたような顔を見せる。当たり前だ。すでに記入を済ませているのだから。

　でも、ここで最終確認しなければ、もう私たちは本当に夫婦として成立してしまう。

　水瀬院長は本当にそれでいいのだろうか。私は……？

「同意をしたから、ここにサインをしたんじゃないのか」

「それは、はい。間違いありません。ですが院長、本当に、こんな形で私と夫婦という形になってしまっていいのかと。数年経って、お互いの条件が満たされて離婚することになったら、戸籍に傷がついてしまうのですよ」

「傷にしなければいいだけの話だ」

「え……？」

「夫婦として成り立っていれば、小野寺も俺も戸籍に傷をつけることにはならない」

　要は離婚という形にならない限り、私たちは夫婦であり戸籍に傷がつくこともないということ。

　もっともなことを言われ、もうそれ以上なにか質問する言葉が出てこない。

「後は。これを出すのを引き止めるなにかがあるのなら、今解消した方がいい」

「……いえ、ありません」

「じゃあ提出する」

　私からの返事を聞いた水瀬院長は、迷いなく窓口へと向かっていく。

　なにかの事務手続きをするようにあっさりと婚姻届を提出する姿を、私は黙って見守っていた。

　婚姻届を出すって、籍を入れるって、こんなに簡単であっという間に済んでしまうものなのかと、再び乗り込んだ車内でひとりぼんやりと考えていた。

　本当ならもっと、ドキドキわくわくして、その瞬間がふたりの新たなスタートなのだと、一生の記念に残るもののはず。

　だけど、私たちの入籍は単なる事務処理にすぎなかった。

　持ち合わせた感情といえば動揺だけ。水瀬院長に至っては特になにも感じなかっただろう。

　こんなものなのかと、今は気が抜けたような状態でぼうっとしてしまっている。

　もう、水瀬院長とは夫婦という関係。私は、彼の妻になったんだ……。

「着いたぞ」

　考え事をしながらぼんやりしている間に、いつの間にか車は駐車場へと停車していた。

　こんなに呆然としてしまうことは人生で初めてで、自分が相当狼狽うろたえていることを身をもって知る。

　ここは……。

　見覚えのある地下駐車場にいて、この後に[image: ]へ食事に行く予定だったことを思い出しハッとした。

　今はプライベートな時間とはいえ、これがもし仕事中だとすれば秘書失格だ。

　水瀬院長によって助手席のドアが開かれる。

「すみません、ありがとうございます」

　本来ならドアを開けるなんて私の役目だから、こうして水瀬院長にしてもらうとどうしても落ち着かない。

「なんだかんだ久しぶりだな、ここに来るのも」

「そうですね」

　複合ビルの一階テナントに入っている[image: ]の入り口ドアを開けてくれた水瀬院長に促され一緒に入店する。

　ちょうど待機していたスーツのスタッフが水瀬院長の顔を見て「お待ちしておりました」と出迎えた。

「今日は、彼女となんだ」

「秘書さんと。そうですか。どうぞ、ご案内いたします」

　スタッフの男性に微笑まれ、会釈をする。

　会食でここに訪れた際、私は入店まで付き添い、お店周辺で食事が終了するのを待ちながら他の業務に時間を費やしている。

　水瀬院長から連絡が入ればすぐにお店へと戻れるよう、遠くには絶対行かない。

　だから、こうして自分が客として入店するのは初めてのこと。

　シェフが立つ周囲を囲むようにして横並びで座る席に案内される。

　水瀬院長を目にしたシェフが、「いらっしゃいませ」と顔馴染みの水瀬院長を歓迎した。

「いつものコースで」

　水瀬院長はそうシェフにオーダーし、ドリンクメニューをとなりに腰かけた私に差し出す。

「好きなものを。俺は運転があるからアルコールはとらない」

「では……私も院長と同じものをお願いします」

　私の返答を聞き、水瀬院長はふたり分の烏龍茶をオーダーした。

　目の前の鉄板では、シェフによって美しくカットされた色鮮やかな野菜が熱されていく。

　それをぼんやりと見つめながら、落ち着かない気持ちをごまかす。

　考えてみれば、三年ほど秘書としてそばにいても、お互いに食事をしている姿を見たことがほぼない。

　水瀬院長がどんな風に食事をするのかは、近くで目にしたことがないのだ。

　ドリンクが運ばれ、目の前の黒いプレートには鉄板で焼かれた野菜が載せられる。

「考えてみれば、こんな風に一緒に食事をするのは初めてだな」

　どうやら水瀬院長の方も同じことを思っていたらしく、思わず横に顔を向けてしまう。

　目が合うと不意に微笑まれ、どんな顔をしたらいいのかわからず正面に顔を戻した。

「そうですね。私も、今同じことを考えていたところです」

「そうか。小野寺はなにが好きなんだ？　あ……」

　質問を投げかけて水瀬院長はなにかに気付いたように話を止める。

「これからは切り替えていかないといけないな」

「え……？」

「しばらくは慣れないが、仕事とプライベートは分けないと。だから、小野寺と呼ぶのは仕事中だけにする」

　そう言われ、小さく鼓動が跳ねる。

　確かに、私たちは今さっき婚姻届を出し、正式に夫婦になったのだ。

　プライベートな時間も苗字で呼び合っていたらおかしな夫婦だ。

「千尋」

「っ、はい！」

　不意に下の名前を口にされ、その場に相応しくない声をつい出してしまう。

　慌てて口元を手で覆った私を水瀬院長はふっと笑った。

「すみません。慣れないもので、ついボリュームが……」

「少しずつ慣れていけばいい。だから、俺のことも院長と呼ぶのは仕事の時間だけだ」

　そっか。そういうことになるよね。でも、それって呼ばれるよりもハードルが上がるのでは……。

　これまでずっと水瀬院長と呼んできたのを、晃汰さんと呼ぶようにしなくてはならない。

　食事中そのことばかりを考え、名前を口にするタイミングばかり気にしていた。




「まだ時間は大丈夫か」

　食事を終え再び車に乗り込んですぐ、窓の外を眺めていると、晃汰さんに問いかけられる。

「あ、はい。大丈夫です」

「それなら、この流れで新居を見にいこうと思う」

「えっ、もう用意されたんですか」

　私の実家を揃って訪れた帰り、新居の準備を始めるとは言っていた。

　だけど、あれからまだ一週間。

　その間、晃汰さんは相変わらず多忙なスケジュールをこなしていたのは秘書の私が一番よく知っている。

　オフの貴重な時間を使って、早々に新居を決めたのだろう。

「場所は、病院から近いところで決めさせてもらった。呼び出しにもすぐに対応できるようにな」

「そうですか。それがいいかと思います」

　晃汰さんが向かったのは、病院から車で五分圏内にある比較的新しいタワーマンションだった。

　雨の日も車に乗り込みやすい屋根つきの車寄せがあり、そこに車を停める。

　ガラス張りの二重エントランスの向こうには、天井が数階分吹き抜けになったエントランスホールがお出迎えしてくれた。

「すごい……」

　ぐるりと周囲を見回している私を、少し先を歩く晃汰さんが振り返り「こっちだ」と誘導する。

　向かったのはエレベーターホールで、三基のエレベーターが用意されていた。

　エレベーターが到着すると、私はすかさずエレベーターのボタンを押したままドアの横に立つ。

　すると、近付いてきた晃汰さんにそっと背を押されエレベーターの中に促された。

「普段の行いが抜けないものだな」

「え……？」

「今は秘書ではなく、俺の妻という時間だ」

　そんな風に言われてハッとする。

　何も考えず、エレベーターを開けてドアを押さえ、晃汰さんが乗り込むのを待っていた。

　そうするのは私の日常では当たり前のことで、自然にしている仕事上の動作だ。

　エレベーターに乗った私を、階数指定をしながら晃汰さんはふっと笑った。

「すみません。仕事の感覚はなかなか抜けないかもしれません」

　これまで秘書としてやってきて、それをいきなり妻という立場の振る舞いをしろと言われても難しすぎる。

　そもそも、相手が晃汰さんというだけで私はプライベートな時間もずっと仕事中のような感覚なのかもしれないとふと思ってしまった。

「それは困るな。仕事とプライベートは切り替えてもらわないと、二十四時間仕事中みたいになったら困る」

　それは、私も同感ですが……。

　そう口にはなんとなくできず、「申し訳ありません」と謝る。

「その口調もなんとかしてもらおうか」

「あっ……」

　行動も口調も簡単には切り替えられないことを痛感していると、目的階へと到着する。

　晃汰さんがオープンボタンを押したまま「どうぞ」と私に先に降りるよう気遣ってくれて、どこか落ち着かない気分で「ありがとうございます」とエレベーターを後にした。

　共有の内廊下はホテルライクな絨じゅう毯たん仕様で、豪華な作りに改めて緊張が高まる。

　エレベーターホールを出て左奥突き当たりの部屋の前まで行くと、晃汰さんがカードキーで玄関ドアを解錠した。

　ダークブラウンのドアを開くと、中は清潔感のあるホワイトを基調とした明るい空間が広がっている。

　ふたりで住むには十分すぎる、いや、広すぎる玄関に圧倒されてしまう。

「お邪魔、します」

　先に晃汰さんが玄関を上がり、その後ろに続く。白い壁に白しら木き調ちょうのフローリング。廊下を進むと奥に開放的なリビングダイニングが現れた。

　広さは三十畳ほどはあるのではないだろうか。

　ダイニングとリビングを見渡せるキッチンは、広々としている上、多機能で使い勝手がよさそう。

　リビングの向こうに望めるのは、横浜みなとみらいの観覧車やその先に広がる海だ。

「いい眺め……」

　ダイニングを抜け、リビングのガラス窓まで近付いていく。

　なにも聞かずにここまで来てしまったけれど、いったいここは何階なんだろう。景色を見た感覚では相当高い。

「どうだ、気に入ったか」

「あっ、はい。素晴らしい眺望で」

「なんだその堅苦しい感想は」

　私のとなりにやってきた晃汰さんは、クスッと笑って同じように窓の外の景色に目を向ける。

「問題がなければ、すぐに生活ができるように諸々手配する。次の休みにでも引っ越してこい」

　ここで、晃汰さんとの夫婦生活が始まる。

　婚姻届を提出し、実際に新居に来ている今もやっぱり実感が湧かず、ふわふわしている感覚がある。

　でも、確かな現実として事は着実に進んでいるのだ。

　今まで秘書という身でそばで働いてきた。

　院長として敬い、サポートをしてきた晃汰さんを、これからは夫としても寄り添い支えていく。

　目の前の彼を見上げ、ジッとその端整な横顔を見つめる。

　私の視線を感じて窓の向こうからこっちに視線を戻した晃汰さんと目が合い、どきりと大きく心臓が跳ね上がった。

「次のお休みで、はい、承知しました」

「だから、話し方。夫婦で『承知しました』なんておかしいだろう」

「あっ、すみません」

　今日はなんだか謝ってばかりだ。

　自分の適応能力の低さに思わずため息が出そうになる。

　それを押し込めて、俯うつむけた顔をしっかりと上げた。

「まだしばらくは、業務中のような対応になってしまうかと思いますが、少しずつ慣れていこうと思いますので」

　不意に晃汰さんの手が私の腕に触れ、やんわりと掴む。

「千尋」

　名前を呼ばれ驚いていた次の瞬間、美しい顔が目の前に迫って――。

「っ……!?」

　目を開いたまま、唇に柔らかく生温かい感触を感じて静止する。

　これは、唇と唇が触れ合っていて、つまり、キスをしているという……。

　冷静に状況を分析している余裕なんてないはずなのに、身動きの取れない私の思考はショート寸前。

　唇が離れて改めて近距離で見つめられ、そこでやっと顔に一気に熱が集まり、心臓がドッドッと激しく打ち鳴った。

「少しは、俺を男として、夫として意識してもらわないと困るからな」

　これまでの三年間で見たことのない、甘い微笑みにきゅっと胸が震える。

　初めて見る晃汰さんの顔に混乱した私はその場で深く頭を下げ、「本日はこれで失礼します」と言っていた。

「急用を思い出しました。また明日、よろしくお願いします」

　踵を返して足早に玄関に向かう背中にいつも通り「小野寺」と声がかかる。

　でも、この時はどうしても振り返ることができず、肩越しに「お疲れ様でした」と返し玄関を飛び出した。










４、彼女を繋ぎとめたくて――Side Kouta




　振り返らずにリビングから飛び出して行った足音が消えて、気が抜けるようにふうと小さく息をついた。

　あんな、逃げるように帰らなくてもよくないか？

　そそくさと立ち去っていった彼女の姿を思い返し、今度はクスッと笑みがこぼれる。

　少し、攻めすぎたか……。

　普段の姿勢を崩してやろうと軽い気持ちでキスしてみたけれど、予想とは違う反応が返ってきて内心動揺した。

　毅き然ぜんとした態度で、なにをするのかと怒るとばかり思っていた。

　しかし、実際は顔を赤らめ逃げるように帰っていってしまったのだ。

　彼女と仕事上、行動を共にするようになって早三年。

　あんな顔を見たのは初めてだった。

　ヒールのある靴を履いても俺の頭一個分小さい彼女は、童顔なせいもあり幼く見えるが、いつもピンと背筋を伸ばし、堂々としている姿が逞たくましい。

　自分の仕事は確実にこなし、周囲への気遣いも忘れない彼女は、秘書という仕事が天職なのだろう。




　初めて彼女と対面したのは、三年前の院長就任式の前日。

　当時、父の秘書をしていた彼女とはその時初めて顔を合わせた。

　それより前の数年間はアメリカに留学していたため、彼女の存在は知らなかったのだ。

　父が水瀬系列病院の会長となるタイミングで日本に呼び戻され、横浜の病院の院長に就任が決まった。

　父から医療秘書として彼女を紹介され、第一印象は正直、彼女に務まるのかと疑った。

　父が目にかけていたことも聞いていたから、変な先入観もあったに違いない。

　お飾りの秘書なら必要ない、そう思っていた。

　そんな風に始まった彼女との仕事は、初めの印象を見事に覆くつがえされた。

　抜かりのない仕事ぶり、頼まなくても先回りができる能力。その上、女性らしい気遣いも備わっている。

　今となっては彼女のサポートに助けられ、自ら頼ることすら多々ある。

　信頼しているし、彼女は俺にとってなくてはならない存在となった。

　そんな彼女が辞めると言い出した時、内心狼ろう狽ばいした。

　事情を聞けば、結婚を視野に入れた退職を希望していると知り、気が付くとそれなら俺と結婚すればいいと口にしていた。

　引き留めるとはいえ、自分の発言にはさすがにゾッとした。

　こんなことを言い出すなんてドン引きされたはず。

　しかし、引くに引けず、動揺する彼女にたたみかけた。

　なんとか彼女の辞職を思い留まらせたい。

　そう思ううちに、本当に彼女と婚姻関係を結んだらと真剣に考え始めていた。

　そこまで気持ちが動かされたのは、これまで見たことのなかった彼女の弱い部分を目にしたからかもしれない。

　いつも凛としてぶれない、何事にも動じない彼女が、母親が倒れた時に見せた姿は意外なものだった。

　弱々しくて、今にも壊れてしまいそうな脆もろさは、激しく心を揺さぶり庇ひ護ご欲よくを掻き立てた。

　自分が彼女を守りたい。

　ただ、そう強く思った。

　思い立てば次の行動は早く、父に彼女と結婚したい旨を伝えた。

　近年、父からは跡継ぎの話をことあるごとにされていた。後継者を強く求めている話は耳が痛いほどだったくらいだ。

　身を固めてほしいと願っていた両親に反対する理由はなく、むしろ彼女を目にかけていた父は話を最後まで聞かず賛成した。

『見合いなど勧めていないで、小野寺くんのような相応しい女性がそばにいたのになんで気付かなかったんだ』と言っていたくらいだった。

　父からも頼まれる形になった彼女に断る術はなく、婚姻関係を結ぶ流れに無事漕ぎつけた。

　父親の会社が経営難のために資金援助をしてもらいたい彼女と、身を固め、後継者を求められている俺。

　互いに欲しいものを手に入れるための婚姻関係。

　そんな政略結婚という形で始まった関係だけど、彼女の気持ちは手に入れたい。

　これからは夫婦として、プライベートな時間も一緒に過ごしていく。その中で彼女への想いを伝えていきたいと思っている。

　ひとりきりになったマンションの一室で、これからここで始まる新婚生活をぼんやりと思い描いていた。










５、知らなかった新たな一面




　婚姻届を提出してから初めての休日。

　私は朝早い時間から、引越しの最終チェックをひとり暮らしの部屋で行っている。

　次の休日に越してこいと言われたその日から早速荷造りを始め、家具などまだ使えるものはリサイクルショップの出張買い取りをお願いした。

　片づけを進めていくと、意外にも引越しの単身パックでかなりの余裕がある少ない荷物にまとまり、これならレンタカーを借りて自分で運べてしまうほどの量である。

　でも、晃汰さんが引越し業者を手配してくれたため、お言葉に甘えてお願いすることにした。

　最終チェックも終わり、ホッとひと息ついてこの部屋で最後のカフェオレを淹れる。

　マグカップとミニケトルだけは荷造りの中に入れず、最後に一杯飲もうと思っていたのだ。

　少量のお湯を沸かし、スティックタイプのカフェオレをマグカップに投入する。

　お湯を注ぐと湯気と共にほんのり甘い香りが立ち上った。

　マグカップのカフェオレが半分くらいになった時だった。

　部屋の中にインターフォンの音が鳴り響く。

　時刻は八時半を回ったところ。引っ越し業者との約束時間は九時だ。少し早い。

　インターフォンに応じようとモニター画面に近付いて、そこに映っているのが晃汰さんだったことに目を見開いた。

「院長、おはようございます」

　慌てて応対すると、モニター画面に映る端整な顔がわずかに険しい表情に変化する。

《院長……？》

「あっ……晃汰さん、おはようございます」

　まだまだ切り替えがうまくいかない。

　まだ同居を開始していない私たちは、圧倒的に病院で一緒にいる時間の方が長い。

《おはよう》

「今、開けますね」

　まさか晃汰さんがここを訪れるなど思ってもみなかった。

　もともとは、引越し業者を送り出してから、私が新居に単独で向かうことになっていた。

　晃汰さんとは現地で会う予定だったのに。

　ドアを開けて晃汰さんと対面し、思わずジッとその姿に釘付けになる。

　そこに立っていた晃汰さんはブラックのテーラードジャケットに、ホワイトのＴシャツをインし、細身のインディゴデニムという姿。

　これまでスーツかスクラブに白衣の姿しか見たことがなかったから、初めて目にする私服姿に、ついジッと見入ってしまう。

「あ、どうぞ」

　ドアを手で押さえ中へ招くと、「お邪魔します」と彼はこじんまりとした玄関で靴を脱いだ。

「どうしたんですか？　ここまでわざわざ」

「なにか手伝えることがあるかもしれないと思って来てみたが……もうその必要もなさそうだな」

　私の部屋に入った晃汰さんは、がらんとした部屋の中を見回してそう言う。

「ありがとうございます。後は、業者に任せるだけで」

「そうか。それなら引越しの準備をする時に来ればよかったな。千尋がどんな部屋に住んでいたか見たかった」

　もう住んでいた頃の面影はない。

　改めて部屋の中を見回し、部屋の奥、掃き出し窓の前を指さした。

「ここにシングルのベッドがあって、その前に雲の形をした小さなラグを敷いてました。ローテーブルがここで……」

　部屋の雰囲気を説明し始めると、晃汰さんは黙ってそれを聞いてくれる。

「後、対面したこっちに小さなデスクを置いて、仕事だったり、そこでメイクしたり、お茶したり……」

　秘書を始める頃に引っ越してきて、ずっとお世話になってきた部屋。

　疲れた日に帰宅してホッとしたり、休みの日は好きなことをして一日まったり引きこもったりもした大切な空間。

　急な引っ越しで慌ただしく、感傷に浸る暇もなかったけれど、今になって名残惜しい気持ちが押し寄せる。

「寂しいか」

「えっ……？」

　内心しんみりしていたのに気付いたのか、晃汰さんが静かに問いかける。

　見上げた先にあった顔がどこか優しく穏やかで、素直に「はい」と頷き答えた。

「これまでお世話になった場所だから、やっぱり少し寂しいですね」

「それは、なんとなくわかるよ。俺も向こうに住んでいた頃、日本に帰るのに部屋を引き払う時少しそんな気分を味わった」

「院長も……？」

「ああ。って……今」

　もう何度も同じミスを繰り返しているせいで、晃汰さんのこの反応だけで自分のした間違いに気付く。

「すみません。ダメですね、なかなか……」

　晃汰さんがいつもと違う格好でも、ここがプライベートな自分のひとり暮らしの部屋でも、やっぱり私にとっては〝水瀬院長〟であることが強すぎてなかなか切り替えられない。

　プログラムみたいに、ちゃんと切り替わったらいいんだけど……。

「これは、矯正する必要があるな」

「え、矯正？　ですか」

　訊き返した語尾が、手首を掴まれたことで途切れる。

　くいっと引き寄せられて、近距離で視線が重なり合った。

「今から、プライベートな時間に呼び間違えたら罰ゲームだ」

「えっ、罰ゲームってなんですか」

「そうだな……一回間違えるごとにキスだな」

「へっ！」

　晃汰さんに対してこんな失礼な態度を取ったのは初めて。それくらい驚いて動揺を隠しきれない。

「お、いい反応。決まりだな」

　そう言った晃汰さんの微笑が一気に近付き、私の唇に軽く触れる。

　驚いて肩を震わせた時にはもう離れていて、恥ずかしさのあまり顔を俯けた。

　これは、なんとしてでも間違えられない。

　今の勢いで間違えていたらキスの嵐だ。

「気をつけます……」

「いや、気をつけなくてもいいんだぞ？」

　意地悪く言い返され顔を上げると、そこには口角をわずかに上げた悪戯っぽい表情がある。

　仕事中、ふとした時にいじられることもあるけれど、いつもそれに乗ることなく冷静に対応してきた。

　だけど、こんな顔をして意地悪なことを言う晃汰さんにたじたじになってしまう。

「いえ、気をつけます」

　なんとか平静を装って宣言したものの、鼓動は早鐘を打ってなかなか落ち着かなかった。




　その後、時間通り九時には引っ越し業者が到着し、無事部屋を引き払った。

　業者を見送ってからすぐに晃汰さんの車でマンションに向かい、落ち合った引っ越し業者に荷物を運び入れてもらった。

　お昼前には業者も立ち去り、マンションには晃汰さんとふたりきりになった。

「すごい……調理器具やお皿が揃ってる」

　一段落し、私は新居をじっくりと見て回っている。

　眺望の素晴らしいリビングダイニングをはじめ、私個人の部屋も用意してもらっていた。

　その自室のとなりに晃汰さんの書斎がある。彼の書斎はシンプルでブラックを基調とした落ち着いた空間。デスクとソファだけが置かれ、ウォークインクローゼットがある。

　そして、寝室は夫婦の寝室としてしっかり用意されていた。

　グレーシルバーのシーツがかけられた大きなひとつのベッドは、部屋の真ん中に置かれ、その存在だけで私の鼓動を激しく高鳴らせた。

　今はキッチンに入り、収納棚をひとつひとつ開けて見ているところだ。

　つい独り言を呟いてしまうほど、いろいろなものがすでに取り揃えてあるのだ。

　オーブンレンジや冷蔵庫も立派なものが入り、初めて見る食洗器には興味津々。

　どう使うのか、開けて中を覗いてみる。

「大丈夫そうか」

　後方から声をかけられ振り返る。

　いつの間にかキッチンの入り口に晃汰さんが立っていた。

「はい。今すぐにでも料理できるなって思いながら見ていました。これ、院……晃汰さんが？」

　また間違えて言いかけて、慌てて軌道修正する。

　セーフだったようで、晃汰さんはそこには触れず「いや」と話を続けた。

「インテリアコーディネーターにオプションでそこまでお願いしたんだ。この短期間ですぐに生活できる空間を用意するのは難しかったからな」

「そうだったんですね。そういうことでしたら、私に申しつけていただければお手間をかけさせなかったのに……」

　そのための秘書だ。頼まれれば私が動くことを晃汰さんもよく知っているはず。

「仕事とプライベートは別と言っただろう？　夫婦は対等に、家のことは一緒にすればいい」

　そう言ってもらえて、やっぱり今も仕事の感覚でいることを自覚する。

「そう、ですね。ありがとうございます」

「なにか足りなそうなものはあるか？　今日はまだ時間もあるし、買いに出かけてもいい」

　見ていったところ、基本的なものは揃っている。

　あとは、実際に食事を作ってみてこういう皿があったほうがいいとか、この調理器具が欲しいとか、その都度気付くと思われる。

「お皿とか調理器具とかはとりあえず大丈夫かと。買い物に行くなら、今日からでもなにか作れるように食材の買い出しに行きたいです」

「食材か。そうだな、冷蔵庫にもなにも入ってないしな」

　私の提案で、近くのスーパーマーケットに行ってみることが決まった。

　マンションから徒歩五分圏内に今後お世話になるだろうスーパーマーケットがあるらしい。

　これならなにか買い忘れても歩いてすぐに来られるし、仕事の後に立ち寄ることもできて便利そうだ。

　車を出すほどの距離でもないため、散策がてら歩いてスーパーマーケットに行ってみることに。

　エレベーターを降りてエントランスに向かうところで、斜め前を歩いていた晃汰さんがこちらに向かって手を差し出す。

　なにか手渡すものでもあったかと、自分を確認した私を晃汰さんはふっと笑った。

「なにしてんだ。手だよ」

「え、あ、これですか」

　左手を差し出すと、晃汰さんはその手を掴む。そのまま指を絡めて手を繋いだ。

　途端に私の心臓はトクトクと音を立てて主張し始める。

　手を繋いで歩くことなんて、恋人同士のレベルから普通のことだ。まして私たちは夫婦という関係なのだから当たり前。

　なんともないし意識するようなことなんかじゃない。

　と、そう思ってみてもやっぱり無理がある。

　夫婦といってもつい最近急に結んだ関係だし、私たちには基礎がない。

　どちらかといえば付き合い立てのカップルのような関係の方が正しいのだから。

　男性と手を繋いだのなんて、もう遠い昔のこと。専門学生時代に少しお付き合いした彼とが最後だ。

　それ以降は仕事に奮ふん闘とうする毎日で、恋愛など無縁の存在だった。

　だから、こういう状況にまったく慣れていない。

　繋がれている手には、私の方からも力を入れて握った方がいいのだろうか。

　あんまり強く握り返したら変かもしれないし、このまま手を引かれている感じの自然な力加減で……。

　そんなことを考えているうちに、目的のスーパーマーケットに到着する。

　晃汰さんは入り口付近でナチュラルに私の手を解放し、買い物かごとカートを取り出した。

「すみません、ありがとうございます」

　その横に並んで店内に入っていく。まずは青果コーナーからだ。

「今までは、普段料理はしていたのか」

「はい。できるだけ作るようにはしていました。常備菜とか」

「休日にまとめて作ったりとかか？」

「はい。そんな感じですね」

　ひとり暮らしをしていた頃、暇を見つけては作り置きをしていた。

　帰宅してからなにか作るのは大変なため、作っておいたものを順繰りに食べていたのだ。

　病院に持っていくお弁当もそこから彩りを見て詰め込んでいる。

「偉いな。これは期待度高いな」

「あの、でも私の作るものは一般庶民的なメニューばかりですので、院長のお口に合うものかどうかは」

「なんだそれ。俺だっていち一般庶民だから」

「いえいえ、そんなことは」

　そんな会話をしながら、食材を見て回る。

　お米売り場で五キロの袋を持ち上げようとした時だった。

「あっ、すみません」

　すかさず代わりに重い米を持ってカートに載せてくれる。

　こんな風に女性に対する気遣いのようなことをされると、不覚にもどきりとしてしまう。

　それに、今日は私のペースに合わせて行動してくれているように思える。

　普段仕事中は、こうして並んで歩くことはほとんどない。私の前を晃汰さんがすたすた歩き、私がそれを追っていくようなスタイルだ。

　それが、今日は私の歩幅に合わせてくれていて、どんどん先に行くこともない。

　これまで見たことのない晃汰さんの姿を垣間見て、変に緊張が高まる。

　とりあえず冷蔵庫にあったら使い回しのできる食材をはじめ、基本の調味料などを買い揃えていく。

　買い物を終えると、ふたりで並んで持ってきた買い物バッグに商品を詰めていった。

　ふと、こんな風に晃汰さんとスーパーマーケットで食材の買い出しをしていることを不思議に思う。

　ちらりと横に並ぶ晃汰さんに視線を向け、商品を手に詰めていく姿をついジッと見つめてしまう。

　やっぱり不思議だなと思いながら、気付かれないうちに視線をかごの中の商品へと戻した。




　買い物から帰宅したのは十三時少し前。

　お昼はなんでもいいということで、軽めにスパゲッティにすることに決まった。

　玉子と生クリームとベーコンのブロックを買ってきたから、カルボナーラを作ろうと思う。

　早速キッチンに立ち、ボウルに玉子を割り入れる。

「なにか手伝うことはあるか」

　私が調理を始めた横で、買ってきたものを収納してくれている晃汰さんが訊いてくる。

「大丈夫です。簡単にできますので」

「パスタを茹でるお湯は必要だろ？」

「あ、はい。そうですね」

　私の返事を聞きながら、晃汰さんはキッチン収納から深い鍋を取り出し水を注いでいく。そのままたっぷり水の入った鍋を火にかけてくれた。

「すみません、ありがとうございます」

「後は？」

「後は、えっと……カルボナーラに入れるベーコンを切って、サラダを作ろうかと思っていて」

「じゃあ、ベーコンのカットをやろう」

　晃汰さんはまな板と包丁を取り出し、ベーコンを手に取る。テキパキとしたその動きに思わず見入ってしまった。

「どんな風に切ればいい」

「えっと……薄めよりは、厚めに切った方が食べごたえがあって美味しいかと」

「了解」

　まな板に載せたベーコンを迷うことなく切っていく。

　詳細を伝えなくても私の思っていた感じに切っていってくれていることに、また手を止めて視線を送ってしまう。

「どうした」

　視線に気付かれ、ハッとして手元の作業を再開する。

「あっ、いえ。院長も普段料理されるんですか？」

「最近は外食が多いけど、アメリカにいた時はよく作っていたな」

「そうなんですね」

「やたらと日本食が恋しくなってな。味噌汁とか煮物はよく作っていた」

　ベーコンを切り終え、晃汰さんが洗っている手をぼんやり見つめながら「へぇ……」と感心した声が漏れる。

「日本にいた時はそれほど欲してなかったんだけどな。ないものねだりってやつだ。そんなことより……」

　晃汰さんの話に聞き入っていると、突然横から顔を覗き込まれる。

　驚いて身を引こうとしたところ、そっと腕を掴まれた。

「二回」

「へ……？」

　晃汰さんの表情は急にどこか不満げに見える。

　いったいなにを言っているのだろうとジッと綺麗な顔を見つめていると、その距離が一気に縮まった。そして――。

　目の前に影が落ち、傾いた顔が近付く。気付いた時には唇が触れ合っていて、またも目を開いたままそれを受け止めていた。

　そこでやっと、二回と言われた意味がわかる。

　きっとこの数時間の間で、自分でも気付かぬうちに〝院長〟と呼んでいたに違いない。

「院長っ、あっ！」

　勢い余ってまた〝院長〟と口にしてしまい、ハッとする。

　晃汰さんは意地悪くにやりと笑って、私の顎に手をかけた。

「おいおい、わざとなのか？」

「ち、違います！」

「どうだかな。まぁ、俺は構わない」

　私の手にある玉子を溶いていた菜さい箸ばしを取り上げ、晃汰さんはキッチン台に置く。

　そのまま腰に手を回され引き寄せられた。

「っ……！」

　急に距離を詰められ、驚いてカッと目を見開く。

　そんな私とは対照的に、晃汰さんは余裕の表情で微笑を浮かべる。

「こうやってキスを迫られたら、目は瞑るものだと思うけど」

「そ、そうかもしれませんが、しかし、私には難しいといいますか、あの」

　もう自分でもなにを言っているのかわからないくらい動揺して、早口になる。

　そんな私に構うことなく、晃汰さんは再び唇を重ね合わせた。

　一度軽く触れ、そっと離れたと思えばほんの少し角度を変えてまた重ねる。それを繰り返されるうち、全身の熱がどんどん上がっていくのを感じた。

「っ、っ……ふ」

　結んだ唇の隙間を舌でなぞられ、わずかに開いてしまった唇から中にそっと生温かい舌先が入ってくる。

　変な吐息が漏れてしまい、恥ずかしさに追い打ちをかけた。

「こういう男女の空気は、難しく考えることじゃない」

　鼻先が触れ合うくらいの近さで囁ささやかれ、思わず息を止める。

「目を閉じて」

　キスをされたことで全神経が晃汰さんに集中し、言われた通り瞼まぶたを閉じてしまう。

　高鳴る自分の鼓動だけを聞きながら、再び触れ合った柔らかい感触に胸がきゅっと震えた。

　本当はこんなこと受け入れがたいはずなのに、なぜだか嫌だと思う気持ちはなくされるがままになってしまう。

　少しずつ、彼に惹ひかれ始めているのかもしれない。

　ドッドッと音を上げる鼓動を感じながらキスを受け止め、自分に『落ち着け』と繰り返し唱える。

　やがて唇が離れていくと、晃汰さんは何事もなかったように私の頭をぽんぽんと撫で、キッチン台へと向かった。

「切ったベーコンは？　炒いためるのか」

「あ、はい、そうです」

　あまりに普通に料理に戻られて、返した声が上擦る。

　壊れそうに鳴っている心臓を抱えたまま、菜箸を手に取り玉子の攪かく拌はんを再開した。




　ふたりで協力し、ランチはあっという間にでき上がった。

　ごろっとベーコンが入った濃厚カルボナーラは、ひとり暮らしの時にちょくちょく作っていたメニュー。

　ダイニングテーブルに並べると、晃汰さんは「店で出てくるカルボナーラみたいだな」と最高の褒め言葉を口にしてくれた。

「味もお店で出てくるみたいだといいんですけど……」

　向かい合ってダイニングテーブルにつく。

「ここでする初めての食事だな」

「そうですね。記念すべき、ですね」

　揃って「いただきます」と言い、フォークを取る。

　晃汰さんは早速カルボナーラをフォークに巻きつけ口に運んだ。

「……うん、やっぱり店で出てくるカルボナーラだ」

「本当ですか？」

「いや、店が開ける」

　そんな身に余る褒め言葉をもらい、「いえいえ、そんなことは」と無意識に返事が出てくる。

「俺がお世辞を言わない人間だというのはよく知ってるだろう？」

「あ、はい。それは、よく……」

　前に仕事の場面で聞いた言葉が今も印象に残っている。

『お世辞は相手のためにならない』

　その時は辛辣な言葉だと一瞬思ったけれど、それは相手への思いやりのある言葉だと後で気付いた。

　厳しいようで、その裏には誠実さと優しさがある。

　晃汰さんのそばで働いてきて、そんな場面をこれまで数多く見てきた。

「だから、これは開業できるレベルということ」

「ありがとうございます。素直に喜んで、受け止めます」

「なんだその返答は。相変わらず堅いな」

　晃汰さんはクスッと笑って食事を続ける。

　私も思わずふふっと笑ってごまかすようにパスタをフォークに絡めた。




　昼食後、引越し後の片付けなどをしている最中、晃汰さんに病院から呼び出しが入った。

　心臓血管外科のドクターが一名欠員している中、緊急のオペが入ったという。

　連絡を受けた晃汰さんは、すぐに病院へと向かっていった。

　その後はひとり黙々と新生活を整えるのに徹し、夜を迎えた。

　入浴をし、自室に入って見た時刻は二十二時前。

　部屋の隅には運び入れた段ボールが並んでいる。

　引越しの勢いでこのまま片付けちゃおうか……？

　仕事の日だと荷解きも億おっ劫くうになりそうだし、今日はまだ余力もあるからやってしまおうと段ボールに手をかける。

　それほど量もないし、一時間もあれば片付くだろう。

　ひとつ目のダンボールのガムテープをビリビリと剥がしながら、今日一日のことを振り返る。

　それにしても、今日は新たな発見の連続だったな……。

　晃汰さんのプライベートな面をたくさん見てしまった一日だった。

　仕事中には見せなかったリラックスした姿。

　あんな風によくしゃべって、いろんな表情を見せられるなんて思いもしなかった。

　意外にも、料理ができるという一面も知った。

　それに……。

　頭の中であの時の光景を思い返し、その艶っぽい表情に胸が高鳴る。

『こうやってキスを迫られたら、目は瞑るものだと思うけど』

　こんな顔をするのかと、暴走した鼓動がなかなか落ち着かなかった。

　それに、キスがうまかった……。

　誰かと比べられるほど経験が豊富なわけではないけれど、なんとなく感覚的にそう思えた。

　今まで、晃汰さんのプライベートについて考えたことなどほとんどなかった。

　交友関係も、プライベートなものは把握していない。

　女性関係などもまったく知らないけれど、間違いなく経験は豊富に違いない。

　どのくらいの人数、お付き合いした人がいるんだろう……？

　そんなことを考えていた時、なにかが動くのを目の端に捉える。

　ぴたりと動きを止め、嫌な予感が気のせいだと願いながら顔を向けた。

「っ……！」

　ひゅっと、驚いた自分の吸い込んだ息がそんな音を立てた。

　突如そこに現れたのは、体長一センチ程度の黒い蜘く蛛も。

　私に見つかり、まるでだるまさんがころんだでもしているように動きをピタリと止める。

　どうやら私が持ち込んだ荷物の中に紛れ込んでいたようだ。

　どうしよう。どうすれば……。

　捕まえる方法はふたつ。なにか容器を被せて閉じ込めて捕まえる。もしくは、なにかで叩たたいて駆く除じょするか。

　叩くと潰れるから、やっぱり閉じ込めてからなにか殺虫剤でもふりかけるとか？

　でも、蜘蛛って駆除しない方がいいとか言わなかったっけ……？　益えき虫ちゅうとかいうし、害虫を食べてくれるんだよね？

　だったら、このままにしておいても……。

　そう思ってみても、私は大の虫嫌い。こんな小さな虫ですら怖いのだ。

　虫嫌いになったのは子どもの頃の出来事が原因で、大人になった今も嫌な記憶として残っている。

　あれは小学校に入学して初めての夏休みのことだった。

　田舎の祖母の家に遊びにいった夜、祖母の家でゴキブリが出た。そしてなんと、そのゴキブリが私目がけて飛んできて、頬にくっついたのだ。

　もう二十年近く前の出来事だけど、あの衝撃は未だに忘れられない。

　それ以来、どんな虫でも怖くて見るだけでもゾワッとするようになってしまった。完全にトラウマというやつだ。

　身動きも取れず、どうしたものかと周囲を見回す。でも、目を離せば姿を見失うかもしれない。

　そんなことを思いながら動かない蜘蛛と睨み合っていた時だった。

　突然、部屋のドアがコンコンとノックされる。いつの間にか晃汰さんが帰宅していたらしく、「開けるぞ」とドアを開いた。

「おっ、お帰りなさい。帰られていたんですね」

「ああ、今帰った。……？　なんだ、どうした」

　私が驚いたようなリアクションを取ったからだろうか。晃汰さんは小首を傾げる。

　まずい、晃汰さんに気を取られて、目を離してしまった。

「あっ……いなく、なってる……？」

　慌てて振り返ったものの、蜘蛛は今の今までいたところに姿はなく、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「いない？　なにがいない」

　部屋に入ってきた晃汰さんが訊く。

「それが、荷物の中に虫が、蜘蛛が入っていたようで……今、出てきてそこに」

「蜘蛛？」

　私が指さした段ボールのそばまで行き、晃汰さんは箱を動かしたりして蜘蛛を探し始める。

　しかし、小さな蜘蛛はあっという間に隠れてしまったらしく、その姿は見当たらない。

「隠れたみたいだな」

「いない、ですか？」

「ああ、それらしき姿は見当たらないな」

　やっぱり案の定見失ってしまった。

　となると、またいつ突然姿を現すのかわからない。

　またゾワッとする瞬間がくるかもしれないと思うだけで鳥肌が立った。










６、彼女はとてもかわいらしくて――Side Kouta




　帰宅してリビングに姿がなく、彼女の部屋をノックした。

　中から返事がありドアを開けると、フローリングに座り込んでいる姿があった。

　仕事中、いつもすっきりとまとめ上げている胸下あたりまである長い髪は下ろされていて、暖かそうなふわふわした部屋着を身につけている。

　そのまま動き出さない様子にどうしたのかと尋ねると、部屋に蜘蛛が出たという。

　中に入って探してみたものの、行方はわからず捜索を中断した。

「どうしよう……」

　なにか重大なミスでもしたかのような深刻な顔で呟く。

　どのくらいの蜘蛛が出たかは未確認だが、そんなに虫が苦手なのだろうか。

　今まで、彼女がこんな頼りない様子を見せたことはなく、一瞬別人を見ているような錯覚に陥った。

　これまでのイメージだと、容赦なく蜘蛛を捕まえ処理してしまいそうなタイプなのに。

「蜘蛛が苦手なのか？」

「蜘蛛というより、虫全般がダメで……」

　きょろきょろと依然周囲を確認しながら、千尋は落ち着かない様子でそう答える。

　思わぬ弱点を知り、彼女には申し訳ないがかわいいと思ってしまった。

「まぁ、そのうちひょっこり現れるだろう」

「それが困るんです！」

　仕事中では有り得ないような反論の口調。プライベートな俺に少しは慣れてきた証拠か、単純に虫が嫌いすぎての抗議か、どちらにせよ距離が縮まってきたようで喜ばしい。

「ビクビク過ごさなくちゃいけないですし……」

「住まいに出るような蜘蛛は害虫ではないから、そこまで怯えなくてもいいと思うが。むしろよくない虫を食べてくれると言うだろ」

「そうかもしれないですけど……」

「刺したり噛みつくわけじゃない」

「でも、急に遭遇したくないんです」

　弱る彼女がますますかわいらしく見えてきて、どうしたものかと自分に戸惑う。

　そんな俺の心境も知らず、千尋は小さなため息をついた。

「手早く対処できなかった、私が悪いんですけど……」

「次見つけたら声かけてくれ」

「はい。そうします」

　蜘蛛騒動で荷解きは一旦中止らしく、千尋は相変わらず周囲を気にしながら床から立ち上がる。

「あの、搬送された患者様は……？」

「ああ、問題ない。田た代しろ先生が休まれたからな。後ご藤とう単独では多少不安があったんだろう。でも、助手についてオペに入ったが問題なさそうだった」

　心臓血管外科に所属する俺より先輩のドクターが、家族の体調不良のため当直を急遽欠勤した。

　一緒に当直で勤務予定だった三年目のドクターが、搬送の知らせを受け急に不安になり俺を呼び出したのだ。

　こういうことがそれなりの頻度であるから、酒は絶対に安心な日でないと口にしないようにしている。

「そうでしたか。それはよかったです。お疲れ様でした」

「お疲れ様。もうそろそろ寝るのか」

「あ、はい。そうですね。明日も早いので」

　そう言った千尋はなぜだかまた小さなため息をつき、部屋の隅にある大きな荷物を解いていく。

　そこから出てきたのが予想もしなかった布団一式で、思わず「えっ」と声を上げてしまった。

「そんなものも運んできたのか」

「はい。ベッドは手放してしまいましたが、これだけあればとりあえずは」

　いや、そういうことじゃない。

　素で返ってきた言葉に心の中でツッコミを入れる。

　新婚夫婦が別々に、しかも部屋まで違う場所で寝ると思ってるのか？

　まぁ確かに、新婚とはいえ、強引に取りつけた関係なのは自覚している。

　本物の新婚夫婦のような感覚を持ち合わせていないとしても、おかしな話ではない。

　でも、それでは実際にお互い結婚した意味もよくわからない。

　彼女は資金援助をしてもらえる、俺は後継者を求められているという嚙み合った条件のもと一緒になったのだから。

「いやいや、ちょっと待て。まさかここでひとりで寝るつもりなのか？」

　敢えてそう訊いてみると、千尋はキョトンとした顔で「はい」と答える。

　この調子だと、本当に別々に寝るつもりだったようだ。

「はいって……新婚夫婦が別々に寝るなんて有り得ないだろう」

「えっ……」

　驚いたような声を出したかと思えば、見る見るうちに頬が紅潮していく。一緒のベッドで眠ることを想像したのだろうか。反応が初う心ぶでかわいすぎる。

「それは……確かに、そうかもしれませんが」

「しれませんが？　でも無理だって？」

「そんなことはないです。ですが、その、まだ心の準備的なものが……」

　受け入れなくてはならない状況と、自分の気持ちと、それがうまいこと処理できず混乱しているのだろう。

　それなら、多少強引に一緒に眠る流れに持っていってしまった方がきっといい。

「なので、今日のところはひとりで眠っても……？」

「ここでひとりで？　もしかしたら、さっきの蜘蛛が出るかもしれないのに？」

「えっ、蜘蛛!?」

「行方不明になったんだから、有り得るよな」

　少し意地悪な言い方だが、使わない手はない。

　途端に困った顔になったところを、近付き手を差し伸べる。

　戸惑いながら乗せられた手を握って、そのまま肩を抱き部屋を連れ出した。

「まぁ、蜘蛛がどこに出るかはわからないけどな」

「えっ！　じゃあ、どこで寝ても結局一緒ですよね？」

「でも、一緒に寝てればすぐに俺が対処できる」

　そんなやり取りをしながら寝室へと入る。広いベッドが鎮ちん座ざするその空間を前に、彼女の緊張がダイレクトに伝わってきた。

「今帰ったばかりだから、シャワーを浴びてくる」

「あ、はい。わかりました」

　そんな風に言ってみて、柄にもなくおかしな緊張感に包まれる。

　千尋が動揺しているのが伝染したのかもしれない。

「あの、早めに戻ってください」

「慌てて風呂場に飛び込んでくるなよ」

「わ、わかりました！」

　不安そうな表情の千尋を置いて、浴室へと向かう。

　極力早めに出ようとシャワーを浴びながら、寝室に戻ってから先のことを考え始めた。

　今日のところは、まだ手は出さないでおく。

　仕事上長く時間を共有しているせいか、今日が初めてひとつ屋根の下で過ごす日だという感覚が正直薄い。

　でも、婚姻届の提出後、夫婦として過ごす大切な初日なのだ。

　今日は少し触れる程度に留めて、ゆっくり時間をかけて関係を深めていこうと思う。

　それにしても、今日は彼女の知らなかった面を多く目の当たりにした。

　仕事も忙しい日常でちゃんと自炊をし、料理も手際よくできるのを知った。

　初めて一緒に食べた時から思っていたけれど、食事の仕方はとても美味しそうに口に運ぶから、見ていて気分がいい。

　普段は表情も変えずに冷静に仕事をこなしているのに、虫であんなに困り果てるなんて意外だった。苦手なことなんてないのかと思っていた彼女の弱点を知り、より距離が近付いた気になる。

　いつも一定の距離を感じていた。

　彼女からしてみればそれは敬意であり、秘書として当然の礼儀だったのだろう。

　でも、俺にとってそれは見えない壁だった。

　夫婦となり、ずっとふたりの間にあった見えない壁は、少しずつ壊れて取っ払われていくのかもしれない。

　最速で入浴を終えて髪を乾かし、寝室へと戻る。

　蜘蛛の出現に未だ怯えながら待っているかと想像するとクスッと笑いそうになるが、それを押し込めて寝室のドアを開けた。

「お待たせ」

　部屋に入ると、しんとした部屋の中にはベッドの上に布団をかぶった膨らみがひとつ。

　そっと近付き覗いてみて、つい「おいおい」と心の声が漏れ出た。

「嘘だろ……」

　あれだけ早く戻ってきてほしいなんて言っておいて、来てみれば枕に顔を埋めて寝息を立てている。

　でも、そこにあった穏やかな寝顔についふっと笑みがこぼれていた。

　引っ越しから始まり、今日は慣れないことが立て続けに起こり気を張って疲れたのかもしれない。

　こんな柔らかい表情で眠るんだな。

　またひとつ新たな発見をして、しばらくその寝顔をそばで見つめていた。










７、激しい嫉妬に愛は皆無




　少しずつ花びらが舞い始める桜の美しい季節、四月上旬。

　今日は最高気温も二十五度と温かく、薄手の長袖一枚で十分過ごせるいい陽気だ。

「院長、『ワールドメディカル』のチェックが早めの戻しで届いております。締め切りは元々決まっている今週末で構わないとのことです」

　郵便物として届いた出版社の名前入り封筒をデスクの端に置く。

「ありがとう。戻しが早かったな」

「はい。院長の原稿にほぼ問題がなかったのだと思います」

「そうか。それならいいが、加筆しようと思っている箇所があるからな。データでも届いているか？」

「大幅に書き加えるようならお使いくださいといただいています」

　夫婦として新居のマンションに住み、仕事場には一緒に通ってきている。

　思惑通り、私たちが一緒に出勤してきても今のところ関係を疑う者はいない。

　私が晃汰さんの秘書という立場だからであって、これがもし院内の看護師などという立場ならすぐに怪しいと噂が広まっただろう。

「それから、『旭あさ日ひ医い業ぎょう』の小こ松まつ田だ様から、マイクロスコープのニューモデルをご案内いただけるとご連絡をいただきました。明日の十七時にお約束をさせていただきましたので」

　ふたりきりの空間だとしても、仕事中は基本的に以前となんら変わらない。

　話し方も姿勢も緩めることはない。

「待った。明日の十七時はダメだ」

「え？　なにか別件が」

　私がなにか忘れているのかと慌ててスマートフォンを手に調べようとタップしたところで「別件ではない」と返された。

「明日はディナーの予約を入れている」

「え……」

「入籍して一カ月記念だ」

　思いもしなかったことを告げられ、一瞬固まる。

　仕事の話ではなく、私たち夫婦の話だ。

「あ……そうでしたね。そんな手配をしてくださっているんですか？」

「ああ。だから明日のその時間は難しい。一時間早められないか小松田さんに相談してみてもらえるか」

「わかりました。早急に連絡します」

　晃汰さんと結婚して早一カ月。

　あのハイグレードマンションでの新婚生活にも大分慣れてきた。

　恋愛関係から結ばれたカップルでもなければ、お見合いをして縁談がうまくいったというわけでもない。

　突拍子もない、どこか勢い任せで始まった婚姻関係で、うまくいくのだろうかと当初、不安は大きかった。

　一番は、相手が〝水瀬院長〟だということ。

　私の中でプライベートで交わることのない人だと思っていた。まして、結婚するだなんて。

　だけど、始まってみれば心配していたような事柄は静かにひとつずつ解決していった。

　仕事に厳しく、なんでも華麗に完璧にこなしていく〝水瀬院長〟は、プライベートでは普段見せない顔を私に見せてくれている。

　これまではほとんどしなかった世間話も、プライベートな時間を一緒に過ごすことによってたくさん交わす機会が増えた。

　どんなことに興味があって、なにが好きでなにが嫌いか、少しずつ知っていっている。

　一緒に住むことになり、最大の問題だった寝室事情も、結局特に進展のないまま。

　同じベッドで眠ってはいるものの、一線を越えるようなことは今のところない。




　その日の終業時刻後。

　私はひとり表おもて参さん道どうにあるウエディング衣装専門店を訪れていた。

　本当は晃汰さんも一緒のはずだったけれど、術後の患者の経過観察のため予定が変更になったのだ。

　とりあえず私だけ先に行き、仕事を終え次第、合流するという話になっている。

　今のところまだ公にしていない晃汰さんと私の夫婦関係。

　でも、この六月に急遽、式を執り行うことで話が進んでいる。

　結婚式は両家の親たちが心待ちにしていて、いつ式を挙げるのかと訊かれていた。

　晃汰さんも、もともと式は挙げるつもりでいたようで、式場から日どりまではあっという間に決定した。

　お互い日々仕事に追われているため、挙式の準備と並行しながら過ごす日々はそれなりに忙しい。

　でも、それ以上に充実していて、最近この多忙さが心地よくも感じる。

「お好みのものを何点でも選んでいただいて構いませんので、どうぞお声がけください」

　店内にディスプレイされているウエディングドレスをひとつずつ眺めながら、自分が着てみた姿を想像してみる。

　妄想だけで自然と気持ちが昂たかぶりわくわくとしてくる。胸が弾んで躍り始め、ついにやけてしまいそうな顔に注意して表情を引きしめた。

　三カ月前なら、ウエディングドレスを着るなんて考えもしなかった。

　ちょうど年明け頃、この店の前を通りがかった記憶がある。

　その時にちらりとショーウィンドウに目を向けたものの、他人事のように綺麗だなとありきたりな感想を胸に抱いた程度だ。

　めぼしいドレスを選び、次回の予約で試着してみることに話がまとまる。

　退店時にスマートフォンを確認すると、まだ晃汰さんからの連絡は入っていなかった。

　一旦病院に戻ろうか悩む。

「千尋さん？」

　そんな時だった。

　突然下の名前を呼ばれ、ハッと顔を上げる。

　そこにいたのは、以前お見合いをさせてもらった小室さん。

　頭を下げ、私のもとへと歩み寄ってくる。

「こんばんは。ご無沙汰しております」

　丁寧な挨拶と共に頭を下げられ、私もぺこりと頭を下げて「こんばんは」と挨拶をする。

　こんなところでバッタリ会ってしまうなんて内心驚いた。

　そして、なんとなく気まずい気持ちが押し寄せる。

　父親の会社のために資金援助をお願いする目的で進めていた政略結婚のお見合い相手だけど、結局は縁談をお断りする結果になった。

　お見合いの席の後、母が倒れ、その回復を待ってから縁談を進めようと一度は話がまとまっていたからだ。

　それなのに、晃汰さんと結婚することになりお断りをさせてもらった。特に理由は伝えなかったけれど、まさかすでに結婚しているなんて思いもしないだろう。

「こんなところで千尋さんにお会いできるなんて、僕はラッキーだな」

　どこか弾んだ声で言われ、愛想笑いを浮かべる。

「その後、お母様の体は？」

「あ、はい。お陰様でもうもとの生活を送っています。その節はご心配をおかけしました」

「そうなんだ。それはよかった。ところで……？」

　小室さんの視線が、背後のウエディング衣装店に向けられた。

　私がここから出てきたことを目撃していたのだろう。

「あ……実は、ご縁があり、結婚しまして」

　どこか気まずい思いはあるけれど、別に隠す必要はまったくない。

　むしろ、この際はっきりとお伝えしておけば、今後こうしてバッタリ会うことがあっても今日のような思いをしなくていい。

　私から結婚を報告された小室さんは表情ひとつ変えず微笑を浮かべた。

「そうでしたか。もしかして、お相手はお仕事の関係先で？」

「あ……はい。勤め先の方と」

「そうだったんですね」

　小室さんの表情から笑みが消え、どこか真剣な面持ちに変化していく。

「結婚も、仕事の延長……という形ですか。ではその彼に、資金援助をしてもらうことになったのですか？」

「え……」

　思わぬ質問をされ口ごもる。

　小室さんとの結婚は父の会社を助けていただくという前提で成り立っていた。その条件があっての婚約だと思うのは普通のことだけど、どうしてそんなことを訊いてくるんだろう。

「実は、縁談を見送りたいと連絡をいただいた後、どうしても一度話したくて、ご実家を訪ねたんです」

「そうだったんですか」

　まったくそんなこと知らなかった。

　私も新婚生活で忙しくなっていたから、両親は小室さんが訪ねてきたことを私に伝えなかったのかもしれない。

「お忙しかったんですね」

「はい、すみません。訪ねてきていただいたのに」

　でも、なぜわざわざそこまでしたのだろうか、という疑問が浮かぶ。

「あの、どうして実家へ。話したいことというのは……？」

「お会いした時から、ひと目であなたを好きになりました」

　突然の告白を受け、突っ込んで訊いてしまったことを後悔する。

　まさかそんな話をしに、実家まで訪ねてきたというのだろうか。

「だから、できればあなたと、千尋さんと一緒になりたかった」

　躊ちゅう躇ちょないストレートな言葉に戸惑う。小室さんに向けていた視線が急に彷徨さまよい始めてしまった。

「僕は、あなたの戸籍に傷がついていても構わない。僕と一緒になることを、今からでも考えてもらえませんか？」

　衝撃的な告白を受け、彼の目を見つめたまま固まってしまう。そんなことをこんな場所で言われるとは誰も思いもしない。

　要するに、離婚をして自分と再婚してほしい。そう言われているということだ。

「相手は、千尋さんのことをちゃんと愛してくれていますか？　いませんよね？」

　ずきっと胸が痛む。

　晃汰さんと私は、お互いに愛し合って一緒になったわけではない。

　身を固めて子どもが欲しい晃汰さんと、結婚して父の会社を助けてほしい私。

　互いのメリットが一致し、仕事上長く一緒にいたからという理由だけで夫婦になった。

　そこに心は、感情は動いていない。

「そんな結婚生活、いずれ破は綻たんします。だったら、千尋さんを愛している僕と一緒になったほうがあなたは幸せになれます」

　小室さんの言葉で、自分が愛されないかわいそうな人間に思えてくる。

　同時に、どうしてこんなに切ない思いが込み上げてきているのか、それに気が付いてしまった。

　私はもう、晃汰さんのことが……。

　いつの間にか特別な感情を抱いていたことに、こんなタイミングで気付く。

　どうしようもない複雑な感情がざわざわと胸を騒がせた。

「今からでも遅くない。僕と、やり直してもらえませんか？」

「ごめんなさい。それは、できないです」

「どうして？　なにか障害があるなら、僕があなたをちゃんと守ります。だから、幸せになれる選択を勇気を持ってしてほしい」

　違う。私は、今ちゃんと幸せだ。

　好きな人と毎日を過ごしている。

　晃汰さんが私に対してなんの感情も持ち合わせていなくたって、私は彼のそばにいられることが幸せで……。

「私は、彼のことを想っています」

「じゃあ、ちゃんと愛されているということですか」

「それは、ないかもしれません。でも、私がそばにいたいと思っていますから」

　自分の想いをちゃんと口にしたところで、突然二の腕を掴まれる。

　急なことに驚いて肩が大きく震えた。

「愛されていないと自覚しているなら、僕があなたを幸せにする」

　掴まれた腕を引き寄せられ、無理やり正面から抱きしめられ頭が真っ白になった。

　驚きと恐怖、なにより嫌悪感で咄嗟に両手で胸を押し返す。

「やめっ、離してください！」

　今すぐ離れてほしい。

　晃汰さんに触れられることが特別であることを、こんな状況下で思い知る。

「ここでは場所が悪い。移動して、もっとゆっくり話せる場所に行きましょう」

「いえ、お話しすることは私にはもう」

　断っているにもかかわらず、小室さんは強引に掴んだ私の腕を引いていく。

　そんな時だった。

　私を掴んでいた小室さんの手が別の力によって引き離され、同時に上背のあるスーツの背中が視界を覆う。

　どきんと大きく鼓動が跳ねた。

「私の妻になにか」

　聞き慣れた低く落ち着いた声。

　跳ねた鼓動が高鳴り始める。

「たとえ用があったとしても、気安く触れないでいただきたい」

　晃汰さんにきつく責められた小室さんは、怯むことなく真剣な表情を晃汰さんに向ける。

「それは謝罪します。ですが、千尋さんに伝えたことは取り下げない。僕は、千尋さんと結婚する予定だった者です。今からでも彼女と一緒になりたいと思っている」

「それなら、今ここで千尋の代わりにその返事をしよう。それはなにが起こっても有り得ない。諦めてもらおう」

　はっきりとした口調で晃汰さんは小室さんに告げる。

「彼女のことは、一生手放すつもりはない」

　小室さんを諦めさせるための言葉。晃汰さんが私を愛していて出てきたものではないとわかっているから、切なさが込み上げる。

「わかったら、金輪際私たち夫婦の前に現れるな。次、千尋に接触すれば手段は選ばない」

　きつい言葉を口にし、晃汰さんは私の腰に腕を回してその場を立ち去る。

　そのまま足早に近くに駐車していた車に乗せられた。

　運転席に乗り込んできた晃汰さんは無言のまま車を発進させる。

　しばらく沈黙が続いたものの、耐え切れず私から口を開いた。

「あの、晃汰さん。すみませんでした」

「さっきのが、前に言っていた縁談相手か」

「はい。衣装店から出てきたところに声をかけられて。あの場所で、立ち話に」

　私が答えるとまた車内に沈黙が落ちる。

　それが私たちの間で初めて流れる居心地の悪い空気に感じ、組み合わせた指先を意味なくこねていた。

　怒っているのかもしれない。

　さっき小室さんに迫る晃汰さんは初めて見る、恐怖を覚える姿だった。冷徹で、殺気さえ感じ、とてもじゃないけど口を挟める状況じゃなかった。

　沈黙は続き、車はとうとうマンションまで到着してしまう。

　普段通り駐車をし、一緒にエントランスホールへと向かう。

　無言のまま手は取られ繋がれたけれど、相変わらず言葉はないまま。

　エレベーターへ乗り込んでも繋いだ手は離されない。

「晃汰さん……？」

　か細い声で呼びかけたものの、私を見ることもなく返事も返ってこない。

　そのままエレベーターは住まいの階に到着し、扉が開いた途端、晃汰さんは私の手を引いて部屋まで足早に歩き、玄関ドアを解錠する。

　ドアを開けて繋いだ手を離すと、その手の平が私の背中をそっと押した。

　玄関に入り、パンプスを脱ぎながら、さっきのことをどう話してこの淀んだ空気をもと通りにできるのか考える。

　ちゃんとありのままを話して、そして、私の今の気持ちを素直に話したら……。

　そんなことを頭で整理していた時、突然体を押されて玄関の壁に追い詰められる。

　驚いて見開いた目には、晃汰さんの端整で無表情な顔が迫る。

　あっと思った時には、目線を合わせた晃汰さんの唇が私の唇に押し当たっていた。

　すぐに唇を割って生温かい舌が侵入してくる。

「っふ、ん、っ……」

　もう何度も唇は奪われているのに、未だに慣れない自分が恥ずかしい。

「っ、晃汰さん……？　怒って、ますか……？」

　唇を割って少し強引なキスで迫られ、突然のことにどうしたらいいのかわからないまま晃汰さんを見上げた。

　壊れそうなほどに鼓動がドッドッと音を立てて胸を叩く。

「そうだな、怒っているかもしれない」

「ご、ごめんなさい。突然のことだったので、その、話をするだけならって、晃汰さんに相談もなく――」

　事の経緯を説明しようとしたところで腕を掴まれた。そのまま奥に向かって少し強引に手を引かれていく。

　抵抗せずに黙ってついていくと、晃汰さんはそのままバスルームの扉を開けて中へと私を引き入れた。

「晃汰さん、あの」

　困惑する私の腕を掴んだまま、晃汰さんはシャワーの栓をひねる。

　勢いよく出たシャワーは、あっという間にバスルームを温かい湯気で包み込んだ。

「晃汰さん、服が濡れます」

　服どころか、ふたりとも跳ねる水しぶきで髪や顔まで濡れている。

　晃汰さんは私の身につけているジャケットのボタンに手をかけ、早急に外していった。

「晃汰さんっ」

　ジャケットを脱がされ、ブラウスのボタンも外しにかかる。

　さすがに驚いて、三つ目までボタンを外した晃汰さんの手を止めていた。

　急な展開に頭がついていかない。

「他の男に触れられた体は、全部綺麗にしないと気が済まない」

　やっぱり、さっきの一件で相当怒っている。

　それがその言葉ではっきりと証明された。

　腕を掴まれ、抱き寄せられた。見方によっては大したことではないかもしれない。

　だけど、自分の妻が、たとえそこに愛情がなかったとしても、やっぱりいい気分はしないのかもしれない。

「あの、でも、恥ずかしいです」

　待ってほしいと止めている手は、やんわりと離される。

　晃汰さんはブラウスのボタンを外しきり、肌に貼りつくブラウスを脱がしていく。

　正面から見られることが恥ずかしくて、思わず隠すつもりで晃汰さんの胸に抱きついた。

　両腕が背中に回され、濡れた体が抱きしめ返される。

　腕の中から晃汰さんを見上げると、引き寄せられるように唇を奪われた。

「っ、ふっ、んん……」

　すぐに唇を割って中を攻められる。温かい舌に舌先が捕まり吸い上げられ、甘い吐息が漏れた。

　抱き寄せられたまま、キャミソールの裾がゆっくりと持ち上げられていく。同時に、スカートのファスナーが探り当てられ下ろされていく。

　下着姿になった私を前に、晃汰さんは自分の衣服も手早く脱いでいく。

　恥ずかしくてつい目を逸らすようにしていると、晃汰さんは素肌を私に密着させた。

　すっかり温まった硬く締まった体にしっかり抱きしめられ、私の鼓動はもう止められないほど暴走している。

　髪に口づけられ、耳元に晃汰さんの吐息を感じた。

「俺の妻であるという自覚を持ってもらおうか」

　かけられた言葉に、ぴくりと肩が揺れる。

　腕の中から晃汰さんを見上げると、今日何度目かわからない熱い口づけを落とされた。

「っ、っこう、た、さ……ん――」

　もっともっとと、深く求めるような口づけに息も絶え絶えに晃汰さんの名前を口にする。

　口づけを終えた悪戯な唇は、首筋をたどり鎖骨にたどり着く。

「あっ……」

　軽く歯を立てられ、意識とは別に声が漏れる。

　晃汰さんはそのまま肩や首回りに丁寧に口づけを落としていき、たまに皮膚を吸い上げた。

　出しっぱなしのシャワーの音に混じり、私の甘ったるい声がバスルームに響いていく。

　いつの間にか下着はすべて取り去られて、ふたりとも生まれたての姿で抱き合っていた。

　晃汰さんは私が上げる声を聞きながら、敏感な箇所を執しつ拗ように攻め立てる。

　初めは恥ずかしいと思っていた気持ちも、いつしか快感に抗えなくなり抑えていた声もバスルームに響き渡っていた。

　荒い呼吸を繰り返す私は、もう膝から崩れ落ちそうだ。晃汰さんの腕に捕まるようにして、なんとか立っている。

　そんな私を、晃汰さんはバスルームの壁に追いやった。背中に触れた壁がひんやりと冷たい。

「千尋……君が見ていいのは俺だけ。それをちゃんと目に焼き付けてもらう」

　低く落ち着いた声でそう言った晃汰さんは、腰をしっかりと支え、私の片足をそっと持ち上げる。

　そして、ゆっくりと熱く逞しいものを私の中へと挿入していく。

「っ、あぁっ――」

　すでに十分なほどに潤った秘密の場所は、晃汰さんを包み込むようにして受け入れる。

　体がぴったりと密着すると、晃汰さんは求めるように私の唇を塞いだ。

「千尋……よく見るんだ。君の夫は俺、君を抱いているのも俺」

「あぁっ、晃汰、さ……っ、あぁ――」

　晃汰さんがゆっくりと動き始めると、波のように押し寄せる快感に耐え切れず、縋りつくように彼の胸に頬を密着させる。

　しかしそれを許さず、晃汰さんは後頭部に手を添えて壁に私を押しつける。

「君は俺の妻なんだ。一生、離すつもりはない」

　湯気と私たちふたりからの熱気で、バスルームは白く曇る。

　シャワーが打ちつける洗い場にはふたり分の衣服が散乱し、ぐちょぐちょに濡れたまま。

　ふたりの荒々しい呼吸が混じり合い、私の甘く高い声が響き渡っていた。




　ブラインドの向こうが白んできたのを、ぼんやりとした意識の中、ジッと見つめる。

　ベッドサイドの小さなデジタル時計に目を向けると、時刻は午前五時を回ろうとしている頃だった。

　キングサイズのベッドの上、となりには晃汰さんが目を閉じ眠っている。

　ほんの少し前、多分四時頃だろう。その時間まで晃汰さんと私は体を繋げていた。

　こんな風に一晩で何度も抱かれる経験などこれまで一度もなく、今もまだ彼が私の中にいるような感覚が残っている。

　バスルームに連れ込まれ服を脱がされた時、久しぶりのことに、ちゃんと受け入れられるのか心配しかなかった。

　でも、そんな私の不安をよそに、体は晃汰さんをちゃんと受け入れていた。

　バスルームで抱かれた後、ベッドルームに移動してからも晃汰さんは私を求めた。

　それを何度か繰り返し、気付けば早朝と呼べる時間になっていた。

　こうして昨晩のことを思い返すだけで心臓がどくどくと音を立て始める。

　それだけ、濃く甘い一夜だった。

　結婚し、少しずつ彼を知って惹かれていったこと。もう好きになっていることを昨日やっと自覚した。

　だから触れられたことで、彼に求められる悦びを感じてしまった。

　晃汰さんの気持ちが私にないとしても、ひとつに繋がれたことは幸せでしかない。

　晃汰さんはきっと、昨日のあの光景を見て、ただ単純に気に食わなかったのだろう。

　自分の妻が、他の男に腕を取られ抱きしめられていたら、気持ちはなくても気分のいいものではない。

　その怒りに任せ私を抱いたのかもしれないけれど、それはそれで仕方のないことだ。

　それでも構わない。私は晃汰さんを好きになり始めていて、その気持ちはもう止められないのだから。

〝水瀬院長〟を、好きになるなんて……思いもしなかったな。

　さらりと流れる彼の前髪に手を伸ばしてみた。

　触れるとさらりと流れ、綺麗な鼻筋にかかる。

　仕事中は特に隙のない晃汰さんが、こんな無防備に寝顔をさらしていることがなんだか不思議でならない。

　もう一度流れた髪を直そうと指先を伸ばしたところで、晃汰さんはすでに気付いていたように私のその手を掴んだ。

「あっ、起きてたんですか」

「いや……寝てた」

　そういうわりには、しっかり私の気配を感じて指を捕まえた気がする。

　晃汰さんは「おはよ」と小声で言った。

「おはよう、ございます」

　といっても、今さっきまで一緒に起きていた。

　眠っていたとしても、まだ一時間程度しか経っていない。

「眠れたか？」

「いえ、それが全然で」

「そうか」

　未だ頭は興奮状態なのだろう。体は休息を求めているのに、目が冴えて眠ることができなそうだ。

　晃汰さんが腕を伸ばして私を引き寄せる。

　密着した胸板は温かく、次第に心拍が上昇していく。

　私を抱き寄せた晃汰さんは、髪を撫でるように優しく後頭部に触れた。

　こんな風に優しく扱われると、彼も私のことを想ってくれているのではないかと勘違いしそうになる。

　黙ったまま、両手を彼の胸に当てて目を閉じた。




　その日は終業時刻ぴったりに仕事を上がり、約束通り入籍一カ月記念のディナーに出かけることに。

　十七時過ぎに病院を出た車は、やがて首都高速に入り下り方面に走っていく。

　まさか、一カ月を記念してディナーを計画しているなんて思いもしなかった。

　本物の夫婦みたいなことをしてくれるんだなと思いながら、ちらりと運転をする晃汰さんに目を向ける。

　私の視線に気付いたのか、ちらりとこちらに視線を寄越した。

「どうした」

「あっ……いえ」

「入籍一カ月だからディナーに誘われるとは思わなかったか」

　見事に当てられたことに、思わずまた晃汰さんの顔を見てしまう。

「当たりだな」

「すごい……なんでわかったんですか」

「なんで……そうだな、俺自身も自分でそう思ったからだな」

　晃汰さんはそう言って横顔に微笑を浮かべる。

「でも、自然とそうしようと思っていた」

「え……」

　それって、今日の日を特別な日と思ってくれているってことなのかな……？

　そんな風に解釈して、勝手にドキドキと鼓動が高鳴り始める。

「ありがとう、ございます……嬉しいです。そんな風に気にしてもらって」

　昨日晃汰さんを好きだと気付いてから、彼を途端に意識するようになってしまった。

　昨晩のことがあったせいもあるかもしれないけれど、今日は仕事中も何度も鼓動を高鳴らせる場面に遭遇した。

　夫婦とはいえ、仕事中はあくまでも今までと変わりなく接しなくてはならないのに……。

　車は首都高から中央道に入り、三十分ほど走って出口を出ていく。薄暗くなってきた窓の外は山に囲まれる長ちょう閑かんな景色だ。

　到着したのは、立派な門構えのレストラン。広い門からそのまま車で入り、敷地内の駐車場に停車する。

　車を降りると、三百六十度山に囲まれた景色に空を仰いだ。この近くは海外の観光客からも人気のスポット高たか尾お山さんがある。

「ここは……？」

「[image: ]のオーナーが独立前に修行していたレストランだ」

「えっ、そうなんですか？」

　会食などでも使い、晃汰さんもお気に入りの銀座のステーキ[image: ]。そこのオーナーが修行を積んだ店だと聞いて驚く。

　広い敷地は立派な庭園があり、レンガ造りの洋館のような建物がレストラン店舗だ。

　駐車場から建物に向かって歩き出してすぐ、不意に手を掴まれる。そのまま繋がれた手に、晃汰さんを見上げた。

　わずかに手を引かれ、晃汰さんが私の耳元に唇を寄せる。

「聞きそびれていたが、体は大丈夫か」

「え？　体、ですか……？」

「朝方まで抱き潰してしまったからな」

　さらっとそんな際どいことを口にされ、一気に顔面温度が急上昇。

　赤面し、なんと言葉を返せばいいのか戸惑って開いた口をぱくぱくさせる私を、晃汰さんはクスッと笑う。

「随分といい反応するな」

「だ、だってですね、そんなことこのタイミングで訊かれるなんて。しかもさらっと」

「仕事中よりはいいだろう？」

「それはそうですけど！」

　またふっと笑った晃汰さんは「で？」と、今度は落ち着いたトーンで答えを求める。

　確かに〝抱き潰す〟なんて言葉通りな上、寝不足も手伝って今日は普段よりお疲れなことは確か。

　でも、どこか具合が悪いことはない。

　どちらかというと、体より心のほうが忙しなく働いて大丈夫ではない気がする。

「大丈夫です。少し、眠いくらいです」

「そうか。それならいい」

　握る手を軽く引かれ、近付いた晃汰さんは私のこめかみに口づける。

　不意な行動に心臓がまたばくばくと鳴ってしまったままレストランの扉を入った。

　異国情緒溢あふれる洋館のような佇たたずまいのレストランは、入り口を入ると天井の高いエントランスが待っていた。

　見上げると窓にはステンドグラスが埋め込まれていたり、歴史がある建物と思われるが美しい。

　案内されたのは、フロア奥の個室の席。庭園が見えるように広く開放的な窓ガラスの目の前に用意されている席だ。

　席に着くとすぐにスタッフがディナーの支度を始める。コースですでに予約がされているようだ。

　ドリンクを問われ、晃汰さんと同じく食後にコーヒーをいただくことを決める。

　しばらくすると、用意されていたグラスにスパークリングウォーターが注がれ、前菜のサラダのプレートが置かれた。

　晃汰さんは「じゃあ」と言ってグラスを手に取る。

「入籍一カ月を記念して、乾杯」

「はい、乾杯」

　互いにグラスを傾け乾杯をし、スパークリングウォーターを乾いた喉に流し入れた。

「そういえば、ドレスは決めたのか」

「いえ、まだ決められなくて……悩み中です」

　昨日、挙式で着るドレスを見にいくよりも先に、事前にカタログでチェックをしていた。

　晃汰さんにも一緒に見てもらい、これがいいあれがいいと意見を出し合った。

「カタログでも悩んでいたから、実物を見たらもっと悩むだろう」

「そうですね。優柔不断なので、余計にです」

　そう言うと、晃汰さんはふっと笑う。

「意外だよな。仕事では判断力と決断力の小野寺って感じなのに。ドレスは決まらないものか」

「それは……やっぱり、一生の記念になるものですし、後悔もしたくないですから」

　思いがけず結婚が決まり、式も執り行われることになった。

　ウエディングドレスは、女性なら誰でも憧れるもの。そんなに簡単には決められない。

「じゃあ、今度は必ず時間を調整して一緒に選びに行こう」

「いいんですか？」

　多忙な晃汰さんだから、自分で決められることは極力自分で進めていこうと思っていた。秘書としての機能が働いたのだろう。

　でも、こんな風に一緒にと言ってもらえるとやっぱり嬉しい。

「当たり前だろう。ふたりの結婚式なんだから」

「ありがとうございます。ひとりじゃ決められそうになかったから、嬉しいです」

　こういうなにげないやり取りの中で、晃汰さんの知らなかった一面を知ってまた好きが大きくなる。

　たとえ政略結婚でも、私は妻という立場。

　これから先、こうして彼と一緒の時間を重ねていけることの喜びに、美味しい食事に舌鼓を打ちながら浸っていた。










８、不釣り合いは承知の上




　ひと区切りつき、視線をパソコンの画面からすぐ横のガラス窓に移す。

　ビルの合間に植えられた木々の緑を見て、ブルーライトで疲れた目を休めた。

　季節は七月。

　今日は梅つ雨ゆの合間の晴天で、ところどころに雲が浮いているけれど青空が広がっている。

　気温もぐんぐん上昇中だ。お昼過ぎにひとりここのカフェに入った時は、暑くて着ていたジャケットは手にかけていた。

　今朝見た情報番組の天気予報では、今年の梅雨明けは例年よりも早いと言っていた。

　このまま梅雨が明けてしまいそうな空を、ガラス張りの窓からぼんやり見上げる。

　六月に予定していた挙式披露宴は滞りなく無事に執り行われた。

　親族や近しい友人、お世話になっている方々を招待し、そこまで大規模なものではない式となった。

　一番の目的は互いの両親に結婚の報告を改めてすることだったからだ。

　窓の外に目を向け、風に揺れる木々の葉をぼんやりと眺めながら挙式当日のことを振り返る。

　悩みに悩んで選んだＡラインのウエディングドレスは、晃汰さんの一番私に似合うというひと言が決めてになった。

　晃汰さんはグレーシルバーのタキシードに身を包み、私だけでなく多くの女性の視線を釘付けにしていた。

　挙式自体への緊張はもちろん、私が晃太さんのとなりに立つことに、この日ほど緊張を覚えた日はない。

　今まで、彼の秘書として仕事の場面でそばにいて、そんな感情を抱くことはまずなかった。

　でも、夫婦として、彼の妻としてとなりに立つことは、やはり多大なプレッシャーを感じた。

　つり合わないと思う人がどれだけいるのか……自信のない私はそんなことばかり考えていた。

　そんな多くの緊張を抱えながらも、挙式は招待客に祝福され終始幸せいっぱいの空気に包まれた。

『おめでとうございます！』の声を数えきれないほどかけてもらい、晃汰さんの妻になることを認めてもらえたような気がして、ホッと安堵した。

　挙式後、職場で晃汰さんとの関係が明るみになってから、院内でスタッフにかけられる言葉は祝福のものばかり。

　夫婦としても認知され、以前とはまた見られ方も変わったのかもしれない。

『挙式も無事にすんだことだし、次は孫が楽しみだな』

　滞りなく挙式を終えた後、上機嫌の会長からそんな言葉をかけられた。

　そうですねと笑顔で頷いたものの、また新たなプレッシャーがのしかかった。

　それでも、結婚してからの生活はなんだかんだ順調で、入籍して早四カ月が経った。

　その間、新居での新生活から始まり、初めて体を重ねた夜も迎えた。生活に慣れ始めると挙式の準備が加速し、ここまであっという間の四カ月間だったと感じている。

　仕事とプライベートはしっかりと切り替えながら、充実した日々。

　晃汰さんのことは、日に日に新しい発見などもあり、どんどん好きな気持ちは増大している。

　自分の気持ちに戸惑いながら、新婚生活を送っている状況だ。

　晃汰さんの方はといえば、婚姻届を出した時からなんら変わりはない。体を重ねた後も特に変化はないし、相変わらずだ。

　特別な感情はないかもしれないけれど、でも、夫婦としては仲良く順調に過ごしている。

　彼の気持ちが私に向けば……そんな想いは、きっと贅ぜい沢たくなのだろう。そう自覚している。

　穏やかに平和に、夫婦としてやっていければそれでいい。そして子どもができれば、家族になっていくのだ。

　テーブル脇に置いたスマートフォンに目を落とすと、時刻は十五時十分前。

　今、晃汰さんは心臓血管外科学会の学術集会に出席している。私は終わるまでの間、近くで待機しているところだ。

　そろそろ会の終わる時間が近付き、ノートパソコンを閉じた。

　今日はこの後、病院に戻ってから、一件患者様のご家族からオペの承諾を得る約束がある。

　それが終われば本日の業務は終了だ。

　荷物をまとめ、カフェを出て会場を目指す。

　まだ解散後の賑やかさはなく、入り口付近で晃汰さんが出てくるのを待つことにした。

「水瀬君の、秘書さんよね？」

　突然、後方から声をかけられ肩を揺らす。振り返ると見知らぬ女性がひとり私の前に立っていた。

　パンツスーツを身につけた、真っ黒いワンレンボブのスタイルのいい女性。顔のパーツが整っていて、クールビューティーな美人だ。

　しかし、どちらの方か記憶になく、とりあえず頭を下げる。

「いつもお世話になっております」

　私の挨拶に彼女はなぜだかふふっと笑った。

「アメリカにいた頃お世話になってたのは私の方よ。あ、紹介が遅れたわね。私、水瀬君と同じ心臓血管外科医の五十嵐いがらし澪みおと言います」

　どうやら、晃汰さんがアメリカに留学していた時の知り合いらしい。私がまだ晃汰さんと知り合う前の話だ。

「久しぶりに水瀬君と会えると思ったら、結婚したなんて風の噂で聞いて。挙式の写真も見せてもらったわ。自分の秘書と一緒になったとかいうから驚いて」

　ずきっと、かけられた言葉に胸が痛む。

　驚いたなんて言葉は、オブラートに包んだ厭いや味みのように感じてしまう。

「秘書としてそばにいて狙ってたっていう、そういう感じなのかしら？」

「ち、違います！」

　つい大きな声が出てしまい、ハッとして自分の感情を抑えた。

　今はプライベートな時間ではない。晃汰さんの秘書としてここに来ている。

　いくら厭味な言葉をかけられたとしても、ぐっと堪えて笑みを見せるくらいでなければならない。それが私の務めだ。

　だけど、そう思う気持ちとは裏腹に、やはり結婚が公になって私に対する批判は実は多くあるのだろうと痛感する。

　秘書としてそばにいて、じわじわと落としたのだろう。到底つり合わないのに、なにか色仕掛けでもしたのだろうか。

　誰もがそんな憶おく測そくを抱いてもおかしなことではない。

　やはり、晃汰さんと私の結婚は、誰が見ても首を傾げるものなのかもしれない。

「あら、違うのね。ごめんなさい」

　五十嵐さんは謝罪を口にしつつも、クスッと笑う。

　その表情には、申し訳ない気持ちは窺えない。

「でもね、ひとつ言わせて。あなたより、同じ医師の私の方が彼に相応しいわ」

　思わぬ言葉に、ぐさっと胸に鋭利ななにかが突き刺さる。

　衝撃で瞬きを忘れた私にふふっと笑う余裕を見せつけ、五十嵐さんはさらに一歩私へと距離を詰めた。

　そして、私にだけ聞かせるように耳元に近寄り「それに……」と意味深なトーンで囁いた。

「私と彼は、仕事だけじゃなくて、プライベートでも相性がいいのよ」

　えっ……？

　静止してしまった私に、五十嵐さんは再びふふっと笑う。

「では、失礼するわね」

　囁くようにそう言い残し、彼女は晃汰さんがまだ出てこない会場の中へと入っていった。

　ひとりになっても、今言われた言葉がべっとりと耳の中に貼りついて消えていかない。

　何度も繰り返し聞こえてくる。

『あなたより、同じ医師の私の方が彼に相応しいわ』

　こうしてショックを受けているのは、彼女の言う通り引け目を感じているからだと自分でもわかっている。

　私は、これから先ずっとこんな思いを抱いていかなくてはならないのだろうか。

　それはいつも胸の中に、細かい波がざわざわと立っているような、決して穏やかではない状態だ。

　五十嵐さんが立ち去って十分もしないうちに、会場からは続々と人が出てくる。

　待っていると、雑談をしながら出てきた集団の中に晃汰さんを見つけた。

　そこには、さっきの五十嵐さんの姿もある。

　ドクター集団を遠目から眺めていると、なんだか晃汰さんが急に知らない人のように感じた。

　これまで、秘書としてこういう場面でそんな感情を抱いたことはない。

　きっと彼と結婚し、私が晃汰さんに特別な感情を抱くようになってしまったからだ。

　晃汰さんが集団から抜け、私の方へと歩いてくる。そのとなりにはなぜだか五十嵐さんも一緒だ。

「お疲れ様でした」

　いつも通り頭を下げる。

　しかし、目の前まで来たふたりを見たくなくて、このまま顔を上げたくないと一瞬思ってしまった。

「お疲れ。小野寺、紹介しておく。アメリカにいた時に一緒に仕事をしていた五十嵐だ」

「五十嵐澪です。水瀬君には大変お世話になっていたので、秘書さんにもご挨拶をと思いまして」

　今少し前にふたりきりで話したというのに、五十嵐さんはあたかも初めてのような挨拶をする。

　嫌な感じを受けたけれど、ここは大人の対応を取ろうと頭を下げた。

「こちらこそ、いつも水瀬が大変お世話になっております」

　相手がそのつもりなら、私も同じように返すまでの話。私の挨拶に五十嵐さんは、にこりと感じのいい笑みを浮かべた。

「ご結婚されたとのこともうかがいました。おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　自分の方が相応しいとまで私に言ったのに、祝福の言葉をかけられ戸惑いが隠せない。

「ちょっと、結婚したのに旧姓で呼んでるの？　愛を感じないんだけど」

「仕事中なんだから当たり前だろう」

「えー、うっかり間違えたりしないの？」

「しません」

「相変わらずお堅いな。奥さんに愛想つかされちゃうよ？」

　目の前で繰り広げられる仲のよさそうな会話。

　耳を塞ぎたくなるけど、平静を装い黙って見守る。

　でも、内心は平然とはしていられず、胸がざわざわとしていた。

「じゃあ、またね。例の症例の件は改めて連絡するから」

　五十嵐さんはひらりと手を振り颯爽とその場を立ち去っていく。

　ドクターで、ああいう綺麗な人が晃汰さんと並んで見劣りしないんだろうな……。

　離れていく彼女の自信に満ちた背中を目に、そんなことを思っていた。




　晃汰さんと学術集会から病院へと戻り、予定をこなすと、業務を終えた頃には十八時を回っていた。

　そのため夕飯は一緒に外食で済ませ帰宅すると、晃汰さんは今日の学術集会の件でまとめる仕事があると、早々にシャワーを浴びて自室にこもってしまった。

　その間、私は食洗器の中で洗い終わっているものをもとに戻し、ドラム式洗濯機の中にある乾燥が済んだ洗濯物を片付けた。

　それが終わったのが二十一時過ぎで、そこからゆっくりお風呂へ。ふやけそうになるまで湯船に浸かり疲れを癒やした。

　そろそろ眠ろうかと、晃汰さんの部屋の前まで歩み寄る。

　仕事中のところ声をかけていいものかと一瞬遠慮の気持ちが生まれたものの、なにも言わずに眠るのも悪いと思い、控え目にドアをノックした。

「失礼します」

　そっとドアを開けると、晃汰さんはデスクでパソコンの画面と向き合っている。私へと目を向け「どうした」と手を止めた。

「お仕事中にすみません。なにか手伝えることはありますか？」

　秘書として手助けできることがあれば、家でも仕事を任せてもらいたい。結婚し同じ住まいで暮らすようになってからも、いつもそう思っている。

　晃汰さんは微笑を浮かべ「ありがとう」と言った。

「特にはない。大丈夫だ」

「そうですか。では、お邪魔はしないで、私はそろそろ寝ますね」

　ドアを閉めようとしたところで晃汰さんが立ち上がる。ノートパソコンをぱたりと閉じた。

「気のせいかもしれないが、なにかあったか」

「え……？」

「心なしか、元気がないような気がする」

　思いも寄らぬ指摘をされ、ドキッとした。

　今日は五十嵐さんの一件から、マイナス思考に拍車がかかってしまっている。

　考えても仕方のないことをぐるぐると考えて、完全に負のスパイラルに陥っている状態だ。

「そうですか？　なにもないですよ」

　でも、そんなこと素直に話せない。彼女は晃汰さんの仕事上付き合いのある相手だ。

　実は紹介してもらうよりも前に個人的に話したことだって、言わない方がいいに決まっている。

　ドアの前に立つ私のもとまでやってきた晃汰さんは、正面からそっと私を抱き寄せる。包み込むような優しい力で抱きしめられた。

「千尋」

　耳元で囁くように名前を口にされ、静かにしていた鼓動が音を立てる。

　応えるように自らも彼の体に両手を回した。

「おいで」

　腕を解いて肩を抱かれたまま、寝室に向かう。

　ベッドに上がるとすぐに晃汰さんは私を組み敷いた。

「あの、仕事はいいんですか？」

「ちょうどきりのいいところだったんだ。問題ない」

　その語尾とほぼ同時に唇が重なり合う。

　晃汰さんは私の反応を窺うように一度唇を離して間近で顔を見つめた。

　奥二重の切れ長の目と視線が交わり、高鳴り始めている鼓動がさらに早鐘を打っていく。

　そっと目を閉じ、受け入れる合図を出した。

　見えないまま、再び唇が触れ合う。唇の弾力を確かめるように触れては離れてを繰り返し、やがて深く求められた。

　舌が触れ合えば、自らも舌を絡ませる。初めの頃に比べればキスで目も瞑れるようになったし、濃厚な口づけにも応じられるようになってきた。

「っ、晃汰さん……」

　部屋着の裾から指先が入ってきて、脇腹を撫でられピクリと体が震える。

　温かい手が胸の膨らみにそっと触れてきて、とろけるような吐息が漏れた。

　晃汰さんのことが好きだから、こうして触れられると幸せを感じる。

　自分が、彼の体温を感じられる特別な存在であること。それは私にとって、これ以上ない幸福でしかない。

　もっと求めてほしい。ひとつになって、このまま彼の一部になってしまえたら……私は、抱えている負の感情から解き放たれるのだろうか。

　跡継ぎを産む条件で婚姻関係を結んだ。

　そのためにこうして体を重ねるのは初めからわかっていたこと。

　だけど彼とひとつになるたび、気持ちも欲しいと思ってしまう。それは贅沢なことなのだろうか……？

　この先妊娠し、出産したら、もうこんな風に求められることはなくなってしまうのか。

　そんなことをふと思うと、妊娠を拒んでしまいそうになる。

　当初の目的は、晃汰さんを好きになってしまったことで迷いが生じ始めている。

　でも、もし私が妊娠しなかったら？　この婚姻関係は終わりを迎えてしまう……？

　子どもを設けられる人と再婚する？

　こんなに近くで彼の熱を受け止めているにもかかわらず、またどうしようもない思考が働く。

　それを払いのけるように彼に回した腕にギュッと力を込めた。

「千尋……千尋」

　ひとつになると、晃汰さんは決まって私の名前を何度も口にしてくれる。

　普段は聞くことのできない甘く切ない声は、私だけのもの。

　それが嬉しくて、汗ばむ広い背中に両手を回して抱きしめる。

「晃汰さん、もっと……もっと、呼んで」

　だから私はそれをおねだりする。

　名前を口にしてくれることに特別な意味はきっとない。

　だけど、愛されているような錯覚に陥るために求めてしまう。

「千尋……千尋――」

　これくらいのわがままは許してもらいたい。

　愛してくださいとは言えないから。




　週末、日曜日。

「今日、ですか？　特になにも予定は」

　朝食後のコーヒーを淹れていた時、晃汰さんがダイニングテーブルから食器をさげながら今日の予定を訊いてくる。

　なんの予定もなかったから、どう過ごそうかと起きた時から考えていた。

「そうか。それなら、一緒に行ってほしいところがある」

「一緒に行ってほしいところ、ですか？　はい、それは構わないですけど……？」

　どこに？という含みを持たせて答えると、晃汰さんは「弟、漣れんのところだ」と言う。

「月つきと詩うたに誕生日プレゼントをまだ渡せていなかったから、近いうちに顔を出すと話してあるんだ」

　晃汰さんには、弟さんがふたりいる。次男にあたる漣さんは、東京、飯田橋にある水瀬総合病院の心臓血管外科医。

　挙式の際に初めてお会いしたけれど、晃汰さんの弟さんだと納得のいく眉び目もく秀しゅう麗れいな方だった。

　兄弟揃っているとキラキラなにか特別な光が辺り一帯を覆っている感じで、女性の招待客の視線は終始そこに注がれていた。

　その漣さんには、六歳になる月くん、詩ちゃんという双子と、二歳になる花はなちゃんという三人のお子さんがいる。

　晃汰さんにとってみれば三人は甥おいと姪めいにあたる。

　三人とも挙式の際に一度会ったけれど、元気いっぱいでよくしゃべってくれて、もっと仲良くなりたいなと思ったくらいだ。

　漣さんの奥様である菜な々な恵えさんもすごく感じのいい方で、後々晃汰さんから聞いてみると歳も近いことが判明し、もっとお近付きになれたら嬉しいなと密かに思っていた。

「そうだったんですね」

「ああ。この間、荷物が届いてただろ。あれ、三人のおもちゃ。車に積んでおいた」

「ああ、あの大きなの。なるほど」

　少し前、玄関脇に数日置いてあった段ボール。

　晃汰さん宛てだったからそのままにしておいたけれど、いつの間にかなくなっていた。月くん、詩ちゃん、花ちゃんへのプレゼントだったと知って謎が解ける。

「ぜひご一緒したいです。漣さんと菜々恵さんに改めてご挨拶もしたいですし、月くんと詩ちゃん、花ちゃんにも会いたいので」

「そうか。千尋も一緒なら皆んな喜ぶと思う。ふたりで行くと連絡しておく」

　晃汰さんは片付けを中断し、スマートフォンを手に取った。

　連絡を取る晃汰さんを目に、思いがけない予定ができて嬉しくなる。

　ここのところ晃汰さんは時間外の仕事が多く、帰宅時間も別になることが増えている。

　院長ともなると、業務外でも仕事関係の付き合い等も増えるから仕方のないことだけど、ここのところはそれが普段よりも多めだ。

　一緒に夕飯をとることや、ふたりで過ごす時間が減っている今、こうして共に休日を過ごせることは素直に嬉しい。

　お邪魔する時間がお昼頃ということもあって、手土産にはケーキなどとは別に子どもたちも食べられそうな様々な種類のサンドイッチを専門店で購入した。

「こうにい！　いらっしゃい！」

　都内一等地の高級低層マンションにお邪魔すると、玄関からすぐに月くんと詩ちゃんが出迎えてくれる。

「月、詩、少しぶりだな」

　晃汰さんは飛び出してきた月くん詩ちゃんの頭を交互に撫でる。

　ふたりは次に私を見上げた。

「千尋ちゃん、こんにちは！」

　詩ちゃんがそう言うと、月くんも続けて「こんにちは！」と挨拶をしてくれる。

　ちゃんと名前を憶えてくれていたことが嬉しい。しかも〝ちゃん〟で呼んでもらえるなんて思ってもみなかった。

「こんにちは。お邪魔します」

　ふたりに挨拶をしていると、奥から花ちゃんを抱いた漣さんと菜々恵さんが顔を出した。

「いらっしゃい」

　漣さんに歓迎の言葉をかけてもらい、「こんにちは」と頭を下げる。

「どうぞ、上がってください」

　菜々恵さんが用意してあるスリッパを勧めてくれ、晃汰さんに倣って上がらせてもらう。

「月、詩、花、約束の誕生日プレゼント持ってきたぞ」

　今日の目的である三人への遅れてしまった誕生日プレゼントを晃汰さんが紙袋をかかげて見せる。

　ふたりは揃えたように「わーい！」と声を上げ、「こうにいありがとう！」とお礼を口にした。

　見事に揃っているのに驚いてしまい、その光景をジッと見つめてしまった。

　双子にはこういった息が合うような現象はよく見られるものなのだろうか？

「こうにい、早く！」

　詩ちゃんがプレゼントを持つ晃汰さんの手を引っ張り、晃汰さんのうしろから月くんがお尻を押していく。

　それを菜々恵さんが「月、詩！」と注意するようなトーンで名前を呼んだ。

「あの、これ。子どもたちも食べられそうなものと思って、ケーキとサンドイッチをいくつか。なにがお好きか伺ってなかったので適当になのですが」

「すみません。ご丁寧に。すごい、こんなにたくさん！」

　菜々恵さんは「ありがとうございます」と言って手土産を受け取ってくれる。

「千尋さん、どうぞ」

　花ちゃんを抱いた漣さんに奥へと案内され、リビングにお邪魔した。

　エントランスホールから素敵なマンションだと思っていたけれど、部屋の中も期待を裏切らない。

　天井が高めのリビングダイニングは広々していて、奥には大きなガラス窓。そこから外に出られる造りになっているようで、外のバルコニーには緑と子どもたちが遊べる遊具が見える。

　戸建の家のように開放感な住まいだ。

　ダイニングテーブルには、すでに食事の用意がされていて、キッチンに入った菜々恵さんが、持参したサンドイッチもお皿に出して並べてくれる。

　漣さんが花ちゃんを食事用のチャイルドチェアに座らせた。

「月、詩。先に食事にしよう。晃汰伯父さんが持ってきてくれたおもちゃは食べてからだ」

　晃汰さんにおもちゃを紙袋から出してもらって上機嫌なふたりに、漣さんから声がかかる。

　ふたりはぐずることなく「はーい！」といい返事をしてダイニングテーブルの自分たちの席へとついた。

「兄さんも、千尋さんも」

　漣さんに促され、食卓へとお邪魔する。

「たべたい！　あれたべたい！」

　花ちゃんが私たちが持ってきたサンドイッチを指さしている。それを見た月くんと詩ちゃんも便乗するように「たべたい！」と言ってくれ、喜んでくれてよかったとホッと安堵していた。

「どうぞ、先に食べてください」

　キッチンから菜々恵さんが声をかけてきて、子どもたちが「いただきます」と声を上げる。

　漣さんは花ちゃんの横に座り、食事の介助を始めた。

「菜々恵さん、なにかお手伝いしましょうか？」

　思わず椅子からお尻を浮かせたものの、菜々恵さんからは「大丈夫ですよ」と返ってくる。

「私ももう座りますので、どうぞ食べてください」

　そう言われると、となりの晃汰さんが「いただこう」と私に微笑みかける。

「はい。では、いただきます」

　子どもたちを交えた賑やかなランチの席は、終始賑やかで楽しい空気が流れていた。

　食事が終わった月くんと詩ちゃんは、早速食卓を離れリビングへとかけていく。

　中断となっていたおもちゃを開ける作業にふたりして取りかかり始めた。

「こうにいー、きてー、あけれない」

　しかし、すぐに月くんから声がかかる。詩ちゃんも「うたもあかないー」と、晃汰さんの手伝いを要請した。

「月、詩、伯父さんご飯食べてるんだから少し待て」

「そうだよ。急かさないの」

　両親に注意され、ふたりは素直に「はーい、ごめんなさい」と静まる。

　その様子を見ていた晃汰さんがおもむろに席を立ち上がった。

「大丈夫だ。遊びたくて早く食事も済ませたんだろうから」

　晃汰さんはふたりのもとへ行き、早速プレゼント開封を手伝い始める。

　その様子を見た花ちゃんも「はなもー！」とお兄ちゃんお姉ちゃんのところへ行きたそうに指をさした。

「よし、花もよく食べたからご馳走さましよう」

　漣さんに言われると、花ちゃんは小さな手を合わせて「ごぢそうしゃまでした！」としっかりと挨拶をした。

　晃汰さんに続き、漣さんと花ちゃんもダイニングテーブルを離れていく。

　菜々恵さんと私がふたりきりになった。

「すみません、騒々しくて」

　仕方なさそうにふふっと笑い、菜々恵さんが謝罪する。

「いえ！　賑やかですごく楽しいです」

「そうですか？　そう言ってもらえるとホッとします」

　小さな子ども三人を育てる菜々恵さんは、きっと周囲に気を遣うことも多々あるのだろう。

　子ども好きな人ばかりではないから、外では余計に神経を使うのかもしれない。

「子育てって、やっぱり大変ですか？」

「えっ」

　突拍子もない質問をしてしまい、菜々恵さんを驚かせてしまう。

「すみません」と謝ると、かわいらしい笑みを浮かべて「いえ！」と言ってくれた。

「そうですね……大変ですけど、でも、そんなことどうでもよくなっちゃうくらい幸せな瞬間がたくさんありますかね」

　そう言った菜々恵さんの表情が優しくて温かくて、私までほっこりした気持ちになっていく。

「でも、うん、大変ですよ！　私は、初めての妊娠出産が双子だったので、毎日必死にやってたら数年経過してた感じで」

　晃汰さんから少し事情を聞いている。

　菜々恵さんと漣さんは以前一緒に働いていて、お互い惹かれ合いお付き合いをしていたものの、身分差による誤解が生じ、離れ離れになってしまったらしい。

　その後、菜々恵さんは漣さんの子を身ごもっていることがわかり、ひとり実家で出産。

　三年間、ひとりで月くんと詩ちゃんを育てたという。

　大変な苦労をされたけれど、後に漣さんが三人を迎えに行き、今は花ちゃんという家族も増えて幸せに暮らしているのは、おとぎ話みたいな素敵な現実だ。

「そうですよね。ひとりでも大変なのに、双子ちゃんって本当に大変だと思います」

「単純に二倍ですからね」

　そう言ってふふっと笑う菜々恵さんだけど、きっと悩んだり、時には泣いたこともあったに違いない。

　そうやって様々なことを乗り越えてきたからこそ、今こうして思い返しても笑顔でいられるのだろう。

「千尋さんは、子どもが欲しいとかは……？」

　菜々恵さんは「ごめんなさい」と続いて謝罪を口にする。

「デリケートな話題なので、もし答えにくかったら流してください」

「いえ、全然大丈夫ですよ！　私は、欲しいです。まだ、恵まれないですが……」

「そうなんですね」

　菜々恵さんはにっこりと微笑む。

「授かりものですから、希望通りにはいかなかったりしますよね」

「そうですね」と答えながら、今日お邪魔してみてやっぱり子どものいる家族に改めて憧れを抱いた。

　漣さんと菜々恵さんが素敵な夫婦で、子どもたちものびのび元気よく、家族が仲良しなのが見ていて伝わってくる。

　こんな家族が作れたらって強く思う。

　でも、それには夫婦が愛し合っていることが一番重要に決まっている。

　それは、私たちにはないもの……。

「でもその前に、まだまだ妻として、私は未熟なので……」

　向こうで晃汰さんと漣さん、子どもたちが盛り上がっているのを確認し、少しだけ弱音を吐露してしまう。

　菜々恵さんは食事の手を止め、身を乗り出した。

「そうなんですか？　千尋さん、堂々とされているし、私からはそんな風にまったく見えませんでした」

「そんなことないんです。そもそも、晃汰さんとつり合いのとれる身分でもないですし」

「元々、晃汰さんの秘書をされていたんですよね？」

「はい。だから、私でいいのかなって、結婚した今ももやもやしていて」

　これまで人には話したことのないようなことをつい流れで話してしまい、そろそろ話題を軌道修正しないといけない。

　そう思っていると、菜々恵さんが「よくわかります」とぽつりと口にした。

「私も、妊娠がわかる前、まったく同じようなことで悩みました」

「え……そうだったんですか？」

　意外な話に私が食いつき、菜々恵さんはこくりと頷く。

「私は看護助手をしていて、ドクターの漣さんとはつり合う立場ではないって思っていて……そういう思いの中、相応しい相手がいるって私が誤解をして、一度離れてしまった過去があるので。だから、千尋さんのお気持ちすごく共感します」

　菜々恵さんも私と同じように悩まれていたと知り、ますます親近感が湧く。

「でも、結果的には、ちゃんと話してなかっただけで、お互いの気持ちとか、知ろうともしないで思い込んでいただけだったので。千尋さんも、ご結婚されて今があるので、自信を持って晃汰さんのおそばにいればいいんだと私は思います」

　そう言ってくれた菜々恵さんは「なんか、偉そうなことを言ってすみません」なんて謝ったけれど、まったくそんなことは思わなかった。

　むしろ、寄り添って背中を押してもらっているような、そんな気持ちになっている。

「菜々恵さん、ありがとうございます。もうちょっと、自信を持ってみようかなって思えてきました。菜々恵さんのおかげです」

　私からの言葉に、菜々恵さんはぱっと表情を明るくさせる。

「私たち、同じ立場のようなものですし、これからぜひ仲良くしてくださいね！」

「はい。ぜひ！」

　こっちで話に花が咲いているのに負けじと、おもちゃを開けたリビングの子どもたちからも賑やかな声が聞こえてくる。

「でも、晃汰さんもきっといいパパになると思いますよ。こうやって子どもたちと接しているのを見ていてそう思えますもん」

「菜々恵さんが言うなら、きっとそうかも。それに期待ですね」

　そんなことを言ってクスクスと笑い合う。

　普段見られない晃汰さんの姿に、また新たな彼への好意を感じていた。










９、彼女の心も奪いたい――Side Kouta




「こうにい、またきてね！」

　月に抱っこをせがまれ、抱き上げる。すぐに詩が「うたも！」と足に絡みついてきた。

　ふたりいっぺんに抱き上げると、きゃっきゃと楽しそうにふたりが笑う。

「また来るから、それまでちゃんとパパとママの話を聞いて、幼稚園頑張れよ」

　声を揃えて「はーい！」と言ったふたりを下ろす。

　菜々恵さんに抱かれている花がこっちに向かって控え目に手を振っていて、「花もまたな」と手を振り返した。

　月と詩ほど積極的に来てくれないのは、ちょうど人見知りをする月齢なのだろう。

「ちひろちゃんもまたきてね！」

　俺の手から離れた月は、千尋のもとへ行く。

「ちひろちゃん、こんどはママとおしゃべりばっかりしないで、うたともたくさんあそんでね」

　詩は千尋が菜々恵さんと話し込んでいるのをしっかりチェックしていたらしく、そんなことを言う。

　千尋は腰を落として視線を合わせ、ふたりの頭を優しく撫でた。

「うん。またお邪魔します。詩ちゃん、今度はもっと遊ぼうね」

　弟家族に見送られ、マンションのエントランスを後にする。

「悪いな、外まで見送らせて」

「いや、全然。ありがとう、気をつけて」

　子どもたちの元気な「ばいばーい！」に見送られ、来客用の駐車場へと向かう。

　横を歩く千尋はどこか晴れやかないい表情をしていて、連れてきてよかったと密かに思っていた。

「お疲れ様。疲れただろう」

　車を発進させてすぐ、助手席の千尋を窺う。

　充実した顔をしているからとはいえ、俺の弟の家に連れていかれて気を遣わないわけがない。

「いえ、大丈夫です。すごく楽しかったですよ。ありがとうございました。一緒に連れてきてもらって」

「そうか。それならよかった」

「改めて結婚式のお礼も伝えられましたし、子どもたちにも会えて。菜々恵さんと仲良くなれたのが嬉しいです」

　そう言った千尋は「連絡先交換もしちゃいました」と声を弾ませる。

　菜々恵さんと話し込んでいるのはちらちら目にしていたけれど、大分打ち解けたようだ。

　弟の奥さんと仲良くなってくれるのは俺的にも嬉しい。

「そうか。それは結構仲良くなったんだな」

「はい。お互い同じ立場だし、これからいろいろ助け合えたらって菜々恵さんに言ってもらえて。でも、帰り際に詩ちゃんに言われちゃいましたね。ママとばっかり話してないで遊んでねって。さすが女の子、めざといですね」

　千尋は今さっきの出来事を振り返り、ふふっと笑う。

「言ってたな。確かに、よく見てる」

「今度お邪魔した時はもっと一緒に遊びたいです」

　これまで仕事上も含め、千尋が小さな子どもと関わっている姿はほとんど見たことがない。

　だから、今日の光景はなんだか新鮮で目新しかった。

　子どもに対して見せる優しい表情、話し方。

　もしいずれ俺たちのもとに子どもが生まれたら、千尋は毎日こんな顔を見せてくれるのだろうか。

　そんな未来を密かに想像していた。

　夫婦になって四カ月。

　関係は順調で、特に大きな問題もなく穏やかに日々を過ごしている。

　だけど、なにかが欠けているような、そんな感覚がずっとある。

　彼女の気持ちを無視したような形で強引に始めた今の関係。

　だから、千尋の気持ちがこっちを向いていないのは仕方ない。

　少しずつ夫婦という関係を深めていって、いつか彼女に愛してもらえたら……。

　俺の抱いている想いが少しでも伝わって、それを受け止めてもらえたらそれ以上に幸せなことはない。

　自分たちのマンションへと到着し、普段通り千尋の細い手を握って部屋を目指す。

　玄関ドアを開けて彼女に続いて入り、そのまま背後から抱きしめた。

「晃汰さん……？」

　急に触れると、未だに驚いたような反応を見せるのがいじらしい。

　だからつい、こうしてサプライズ的に迫ってしまう。

「今日はほとんど触れてなかったから、衝動で」

「なんですか、それ」

　肩越しにくすくすと笑われる。

　そっと体を反転させて目を合わせ、唇を重ね合わせた。

　日に日に彼女の魅力におちていく。

　彼女の体だけではなく、心だって奪いたい。

　それにはどうしたらいいのかわからないけれど、少しずつ日々の中で想いが伝わっていけばいいかなと思う。決して焦ってはいけない。

　今はただ、彼女を大事に愛でていくだけだ。

「夕飯……なにがいいですか？」

　唇を離すと、千尋はほんのり頬を桜色にして今晩の夕食について尋ねてくる。

「千尋が好きなものでいい。一緒に作ろう」

　そう言うとにこりと微笑み「はい」と嬉しそうに答えた。










10、役立たずの政略妻




「熱は、なさそうだが一応検温しよう」

　ベッドに横たわったまま、手渡された体温計を脇に挟む。

　すぐにピピッと電子音が鳴り、取り出した体温計には三十六度七分の表示が。

　それを見たベッド脇に立つ晃汰さんは、「七度はないか」と呟く。

　普段六時には起床して朝食の準備などに取りかかる私が、今朝は目覚ましを無視して寝続けていた。

　そんな私の体調を心配した晃汰さんは、検温してみようと体温計を取りに行ってくれた。

　確かに体がだるくて重く、普段あまり感じない体調の変化がある。昨晩は夕食もあまり進まなかった。なんとなく食欲がなかったのだ。

　八月に入り夏本番。

　ここのところ連日の猛暑で日中の最高気温は平気で三十五度近くまで上がるから、体も参っている気がする。エアコンは欠かせないから、体温調節も難しい。

「夏風邪かもしれないし、今日は仕事を休んだ方がいい」

「え、でも」

「こっちは大丈夫だ。無理して悪化したらそれこそ大変だろ？」

「そうですけど……」

　これまで欠勤は片手で足りるほどしかしたことはない。その中で体調不良は一、二度だ。

　基本的に体調管理も仕事のうちだと考えている。私が休むことで晃汰さんや他にも迷惑をかけてしまう相手が必ずいるからだ。

「でも、夏バテみたいなものかもしれないですし、そんなに心配はないかと」

「夏バテでも舐なめちゃいけないからな。十分な休養が必要だ」

　そう言った晃汰さんは掛け布団を整えて私にかけてくれる。

「とにかく、今日は一日様子を見ればいい。これは院長命令だ」

　そんな言い方をされてしまうと、もうそれ以上反論はできなくなる。

「わかりました」と素直に従うことにした。

「でも、調子が戻ってきたら途中から出勤しますので」

「ああ、無理しなくていい」

　晃汰さんは「とりあえずまだ寝てて」と言って足早に寝室を離れていった。

　それから数十分後。

　再び開いた寝室のドアから、すでにスーツに着替えた晃汰さんが入ってきた。

　シャツにネクタイはまだ締めておらず、腕まくりをしている。その手にはトレーに載せたひとり用の土鍋が。思わずベッドから上体を起こす。

「昨日もあまり食べてなかったが、少しでも食べられそうなら食べた方がいい」

「え……わざわざ作ってくれたんですか？」

　まさか朝の忙しい時に、私のために時間を割いて作ってくれたなんて嬉しすぎる。

「わざわざって当たり前だろう」

　夫婦だからどちらかが困った時は協力するのは普通のこと。だけど、こうして気遣ってもらえたことが嬉しい。

「ありがとうございます。嬉しい」

　ベッドまでトレーを運んできてくれた晃汰さんは「自分で食べられる？」と甘やかすようなことを訊く。

「大丈夫です！　ここまでしてもらって、すみません」

　トレーを預かり、膝の上に載せる。

　土鍋の蓋を開けると、真ん中に梅干しが載った白がゆが湯気を上げた。

「わぁ、美味しそう」

　早速れんげでお茶碗によそっていくものの、なぜだかやっぱり気分が優れない。でも、気にせずひと口すくって口に運んだ。

「美味しい。ありがとうございます。ゆっくり食べますね」

「無理そうなら残せばいいから。じゃあ、行ってくる」

　晃汰さんは少し急いで寝室を出ていこうとする。きっと、お粥を作ってくれたせいで時間が押したのだ。

　晃汰さんが寝室を出ていくのを見送ろうと、トレーを横に置きベッドを出かけたところで「そのまま食べてていい」と言われてしまう。

　仕方なくドアを出ていく姿にその場から「いってらっしゃい」と声をかけた。

　その後すぐに玄関を出ていく音が微かに聞こえる。

　ひとりになって、小さく息をついた。再びトレーを取って膝の上に載せる。

　晃汰さんが私の体調を気遣って作ってくれたでき立てのお粥。

　すごく嬉しいし、お粥だって大好きだ。

　だけど、なぜだか本当に食欲が湧かない。

　むしろ少し気持ち悪いくらいで、とてもじゃないけど今これを完食するのは厳しい。

　でも、まさか処分なんてできるわけない。そんなことしたいわけがない。

　なにがなんでも、時間をかけてでも完食する。

　結局、朝食に普段の三倍の時間をかけたが完食できず、お昼近くに残りを食べた。

　でき立てはとろとろで最高に美味しい状態だったお粥も、最後は水を吸ってひどい状態になっていた。

　それでも、晃汰さんが私のために作ってくれた食事。捨てるなんて絶対にしたくなかった。

　急な体調の変化で、朝からいったいどうしたのだろうかと戸惑う。

　ただの夏バテならいいけれど、こんなにだるかったりするものなのか。

　そんなことをぼんやりと考えて、ハッとあることが思いあたった。

　だるさと、食欲不振、気持ち悪さ……もしかして、これって……？

　思い立ってベッドから立ち上がり、リビングの引き出し収納に向かう。

　その中から保管してある妊娠検査薬の箱を手に取った。

　晃汰さんが以前、いずれ使うことになるだろうと事前に用意しておいてくれたものだ。二回分調べられるものだ。

　そういえば、生理も少し遅れている。いつも毎月ほとんど同じ日に来ているのに、今月は一週間はずれている。

　ためらいなく箱の中からそのひとつを取り出し、説明書をざっと読む。そのままお手洗いに入った。

　もしかしたら妊娠していて、それで体調不良なのかもしれない。だとすれば、この体調の変化に説明がつく。

　説明書通り検査薬を使用し、結果が出てくるのをジッと見つめながら待つ。

「え……？」

　トイレの個室の中で、私の声がぽつりと響いた。

　検査薬は、陽性なら窓に二本の線が出ると書いてある。

　しかし、今使用した検査薬には終了の線が一本しか出てきていない。

　もしかしたら後からじわっと浮き出てくるのかと思いしばらく待ってみたけれど、結局線がもう一本出ることはなかった。

　妊娠ではなかったことに、体の力がふっと抜けるような感覚に陥る。妊娠だと思い込んだような状態で検査をしたからだ。

　でも、結果は見事にハズレ……。

　この体調不良はやっぱり夏バテのようだ。

　それがわかると急に体の調子ももとに戻ったようで、時計に目を向ける。

　時刻は十一時半を回ったところ。

　今から出勤して午後は通常通り業務にあたれると思われる。

　スマートフォンを手に、メッセージアプリを開く。

【お粥ありがとうございました。体調も戻ってきたので、今から出勤します。今から支度して出ますね】

　そう晃汰さんにメッセージを送り、仕事に出かける用意を始めた。




　マンションを出て、久しぶりに電車に乗って病院を目指す。

　引っ越してからは基本的に晃汰さんと一緒に車で出勤していたから、こうして自分で電車に乗って通勤するのは片手で足りるほどの数しかない。

　二駅という短い移動時間、ドア口に立って到着を待つ。通勤時間ではない電車内はさほど混み合っておらず快適だ。

　ぼうっとしていると、近くの優先席にお腹の大きな妊婦が座っているのが目に入る。

　その前にはパートナーの男性だろう。彼女の前に守るように立ち、ふたりは笑い合いながら楽しそうに話している。

　さっきの検査薬で妊娠していなかったとわかり、正直がっかりしてしまった。

　晃汰さんとの子を身ごもったかもしれない。

　彼との子が欲しい。

　いつしか、子どもができればこの先も晃汰さんと一緒にいられると思い始めていた私は、もしかしたらとあの瞬間の期待度は半端なかった。

　どこか焦っている部分もあるのかもしれない。

　晃汰さんは私との婚姻関係において後継者を求めている。それはこの結婚に賛成してくれた会長ご夫婦もだ。

　それが、結婚半年、このまま一年、二年……時間が経過しても一向に子どもができなかったら、私は用なしではないだろうか。

　もしかしたら私が妊娠しにくい体質だったら……晃汰さんは結婚したことを後悔するに違いない。

　水瀬の病院を後継する跡取りとして、それは大問題となり、婚姻関係の解消だって有り得る。

　ちゃんと妊娠できる体の女性と再婚する可能性だってあるわけで……。

　考えれば考えるほど気持ちがどんより沈んできてしまい、無意識のうちにため息が漏れる。

　こんなこと考えても落ち込むだけなのに、なにか考え始めるとマイナスな思考に傾いていってしまう。

　好きになればなるほど苦しくて、よくないことばかり考える。

　いっそのこと、自分の気持ちをすべて晃汰さんに告白してしまえばこの複雑な気持ちは落ち着くのだろうか……？

　考え事をしているとあっという間に目的駅に到着し、開いた扉から降車する。

　こんな気持ちのまま仕事をするわけにはいかない。

　駅を出て病院に向かって歩き出し、その途中で気分を切り替えようとカフェに立ち寄る。テイクアウトでフレーバーティーを買い求め、再び病院に向かって歩き出した。

　なにげなく泳がせた視線の先、その光景に目を疑う。

　えっ……？

　そこに見えたのは停車したタクシーから降車してきた晃汰さん。だけど、私が驚いたのは晃汰さんを予想外の状況で見かけたからではない。

　後から降りてきたのが、以前学術集会の時に会った五十嵐さんだったからだ。

　なぜ、ふたりが一緒にいるのか。しかも、タクシーから降りてくるとはどういうことなのだろう。

　今、晃汰さんはちょうどお昼休みの時間ではある。でも、タクシーから降りてくるなんて、どこかに行っていたことになる。

　しかも、一緒にいたのは五十嵐さんとなると落ち着いてはいられない。

　離れている場所から見ているものの、気付かれないように身を隠す。

　ふたりはいったいどこに向かうのか。それを私は知らなくてはいけない。

　鼓動が嫌な音を立てて高鳴る。緊張に押し潰されそうになって気持ち悪さが込み上げてくる。このままだと嘔おう吐としそうだ。それでも視線はふたりに釘付けになり動かせない。

　大きく深呼吸をし、なんとか物陰から様子を窺い続けた。

　タクシーを降りたふたりが後方のビルに近付いていく。

　その一階テナントに書いてある〝産婦人科〟という文字を目に、まさか……という思いでふたりの行方を見つめていた。

「う、そ……」

　足元で衝撃音とバシャッという音がして、膝下が濡れる感覚を覚える。

　いつの間にか持っていたフレーバーティーを手から落としていた。

　曇りガラスになっている自動ドアの先にふたりが消えていくのを見つめたまま、私はしばらくそこから一歩も動けなくなっていた。




　気がつけば、リビングのソファセットの下に敷いているアイボリーカラーの絨毯の一点をぼうっと見つめていた。

　床に座り込んだまま、どれくらい時間が経ったかわからない。

　それどころか、どうやって帰宅したかも断片的にしか覚えてない。

　よく無事に帰ってきたなと、他人事のように思う自分はどこか遠くにいるような感覚だ。

　頭の中では、さっき見た光景が何度も繰り返して再生されている。

　タクシーから降りてきたふたりが、連れ立って産婦人科の扉の向こうに消えていく。

　その衝撃的な光景が目の裏に貼り付いて離れない。

　産婦人科……つまり、五十嵐さんが受診したことになる。

　なぜ、五十嵐さんが晃汰さんと産婦人科に入っていったのか……。

　考えないようにしていたその疑問をとうとう考え始めてしまい、その瞬間、視界がぶわっと涙で溢れた。

　今日、散々考えていたよからぬこと。それが現実になって私の身に降りかかってきている。

　結婚した私が、一向に妊娠の兆しがないから、別れる方向で話が進んでいるのかもしれない。

　そして、次に一緒になる予定なのがきっと五十嵐さんなのだ。

　そんな考えが頭に浮かんで、以前、彼女に言われた言葉が蘇よみがえる。

『あなたより、同じ医師の私の方が彼に相応しいわ』

　その言葉を裏付けるのが、今日のあの衝撃の光景だ。

　五十嵐さんが晃汰さんの子を妊娠しているのであれば、離婚届を出されるのも近いうちに……。

　ぼろぼろととうとう涙が止まらず、両手で目元を覆う。

　あまりのショックと、到底受け入れられない現実を目の当たりにして、初めは涙すら出てこなかった。

　でも、一度流れ始めた涙は止まることなく顔中を濡らし、顎からぽたぽたとスカートの上に落ちていく。

「うっ、っ……うぅ」

　ひとりきりのリビングに、私の嗚お咽えつが響く。

　別れを切り出された時、私はどんな顔をして受け入れればいいのだろう。

　きっと、間違いなく涙が溢れて、晃汰さんの前で号泣してしまうに違いない。

　泣かれたって、晃汰さんは困るだけで、迷惑でしかないのに。

　今、思う存分泣いて、気が済むまで泣いて、そうすれば、いざという時に我慢できるだろうか。

　でも、晃汰さんを目の前にしたら、平然と『わかりました』なんて間違いなく言えない。

　きっと困惑させてしまうんだろうな……。

「千尋!?」

　勢いよくリビングのドアが開き、静せい寂じゃくが破られる。

　突然のことに驚いて顔を上げると、そこに見えた晃汰さんの姿に大きく心臓が打ち鳴った。

「千尋、どうしたんだ」

　真剣な面持ちであっという間に私の座り込む場所までやってきた晃汰さんは、腰を落とし私の肩を掴む。

　至近距離で目を合わされ、その真っすぐな目に息が止まりかけた。

「いつまで経っても出勤してこないし、連絡は一向につかなくて、なにかあったのかと病院を飛び出してきた」

　そう言った晃汰さんは確かにスクラブに白衣の姿だ。

「なにかあったんだな？　どうして泣いているんだ？　体の調子が悪いのか？」

　晃汰さんには珍しく、質問を立て続けにしてくる。動揺がその様子から伝わってきて、私の涙も一旦止まる。

「千尋、なにがあった」

　正面から抱き寄せられ、存在を確かめるようにギュッと抱きしめられた。

　触れ合うとまた思い出したように涙が溢れ出し、呼吸も再び乱れていく。

「千尋……？」

「ごめんなさい」

　私の声を聞いて、晃汰さんは腕を解く。

　顔を覗き込まれても目を合わせられない。

「受け入れなくてはいけないって……私が悪いから。でも、私……晃汰さんのことが好きになってしまったから」

　こんな時に想いを口にするのは本当にずるいと思う。

　でも、私には気持ちを伝えられる時間もわずかしか残ってないことはわかっている。

　もう終わってしまうけど、夫婦という関係でいるこの最後に、私が想いを寄せていたことを伝えてもきっと罰はあたらないはず。神様は、きっとそれくらいは許してくれるだろう。

「最後の最後に、ごめんなさい。でも、この気持ちに偽りはないです」

「最後の最後って……」

「初めは、戸惑うことばかりだったけど、一緒にいられて幸せだった。夫婦としては、短い時間だったかもしれないですけど、本当に、毎日幸せで」

「ちょっと待ってくれ。いったいなんの話をしているんだ？」

　焦ったような口調で晃汰さんが話を止める。

　不意に視線を上げると、わずかに眉間に皺を寄せ、その表情は困惑一色に染まっていた。

「最後とか、一緒にいられて幸せだったとか、夫婦としては短い期間だった？　まるでもう終わりみたいなその言い方はなんなんだ」

「終わりみたいって……だって、もう終わってしまうから」

「ちょっと待ってくれ。話がまったく見えない」

　どうしてそんなことを言うのだろう。五十嵐さんと一緒にいたところを、まさか私に目撃されているとは思っていないから……？

「五十嵐さん……妊娠しているんですよね？」

「え？　ああ、それがどうした。今関係のない話だろ」

　関係ない？

「私……見ちゃったんです。さっき、晃汰さんと、五十嵐さんが産婦人科に入っていくところを」

「そうだったのか。急な体調不良で、かかりつけの産科まで同行したんだ。パートナーがすぐに迎えに来たから、あの後すぐに病院には戻れた」

「え……？　パートナーって」

「彼女の婚約者だ」

　告げられた言葉に新たに頭が混乱し始める。

　パートナーって、晃汰さんは五十嵐さんとは……？

「とんでもない勘違いをしていたりはしないよな？　まさかとは思うが」

　私がこんな風にぼろぼろになっている姿を前に、晃汰さんは疑うような口調で訊く。

　とんでもない勘違い。そうだとすれば、私が勝手に……？

「私……晃汰さんと、五十嵐さんが、再婚されるのかと」

　思っていたことを口にしてみると、晃汰さんはなぜだか吹き出すように笑う。「ちょっと待て」と笑いを堪えながら口にした。

「なんだ、そのおもしろすぎる冗談は」

「おもしろすぎるって……だって、あの光景を見たら、私……。私と別れて、彼女と一緒になるんだろうって。いつまでも妊娠できない私はダメだから、彼女との子どもができたから、じきに離婚を求められるだろうって」

　晃汰さんが現れるまでずっと考えていたことを隠さず語る。

　いつの間にか晃汰さんはその顔から笑みを消し去り、真摯に私の言葉に耳を傾けてくれていた。

「そう思うと、自分が悪いから仕方ないとか。でも、晃汰さんが好きだから離れたくないってわがままが生まれたり、涙が止まらなくなって――」

　再び晃汰さんの腕の中に包まれる。

　大きな手の平で背中をさすられ、優しい声で「千尋」と名前を呼ばれた。

「この先なにがあっても、千尋を手放そうなんて思うことはない」

　はっきりと聞こえた言葉に、瞬きを忘れる。

「たとえ子どもができなくても、そんなことで別れようとも思わない」

　え……？

「千尋を愛しているから、なにがあっても離さない」

　視界がまた一気に涙でいっぱいになる。

　枯れることを知らない涙はまた勢いよく流れ始め、晃汰さんのスクラブに染みを作っていく。

「こんなに好きなのに、どうしてそんなとんでもない方向に考えが及ぶんだ」

　だって、だってそれは……。

　晃汰さんが私を愛していると言ってくれたことは形だけのもの。

　普段接していて、愛情を感じることは多々あったけれど、それは夫婦だから優しさを持って接してくれているだけだと思い込んでいた。

　でも、それは違っていたということ……？

「初めて言ってくれましたね、好きだって」

「そうだったか？」

「そうです。言われていれば、嬉しくて忘れません」

　背中を撫でていた手が、今度はそっと髪に触れる。

「とっくに俺の気持ちは伝わっていると思っていた。籍を入れて、一緒に過ごすうちに、いつの間にか特別な感情を抱いていたから」

　思いもよらぬ告白を受け、感情が忙しない。信じられない思い、嬉しい気持ち、暴走した自分への後悔。そして涙は止めどなく流れ続けている。

「でも、俺が千尋を不安にさせていたんだな。言葉足らずなせいで」

　晃汰さんは「悪かった」と謝罪した。

　そんなことないと、腕の中で大きく横に首を振って否定する。

「晃汰さんが謝ることないです。私が、なにも確かめもせずに、勝手にショックを受けて……」

「俺が愛していると常日頃から伝えていれば、今日のような場面を目にしても、とんでもない考えにはならなかっただろう」

「そうかも、しれないですけど……」

「だから俺が悪いんだ」

　晃汰さんはそう話をまとめ、腕を解いて私の顔を見る。

　きっと涙でアイメイクもぐちゃぐちゃになっているに違いない。

　そんな汚い顔を見つめ、晃汰さんは柔和な笑みを浮かべた。

「もう不安にさせない。約束する」

「晃汰さん……」

「千尋、好きだよ。どうしようもないくらい、好きだから」

　確かめるようにそっと唇が触れ合う。触れるだけの優しいキスを落とし、晃汰さんはまた私を抱きしめた。

　言葉にならなくて、両手を回して晃汰さんの背中を抱きしめ返す。

「でも、ひとつ許せないことがある」

「え……？」

「俺が、妻以外、千尋以外を抱いて妊娠させていたかもなんて妄想したこと」

「あ……それは、ごめんなさい」

　いくら思い込みで勘違いしたとはいえ、確かにとんでもない妄想だ。

　私のことだけを想ってくれていた晃汰さんからすれば、怒っても仕方ない。

「おしおき案件だな、これは。千尋の体調がよくなったらだが」

　ふざけた口調でそう言った晃汰さんはふっと笑い、「体はどうなんだ」とすぐに真面目なトーンに戻る。

「はい。お陰様でよくなりました。ありがとうございました」

「それならいいが、あまり無理しなくていい。今日だって、出てこようとしなくても大丈夫だったんだ」

「そうですけど……でも、本当に大丈夫だったので。それに、今日休んでいたら、晃汰さんの気持ちをこんな風に聞く機会はこなかったですし」

　回り回って、誤解から和解以上のものを得られた。

　この一件がなければ、こんな風にお互いの気持ちを言い合うことなんてなかっただろう。

「まぁ、確かに、そうかもな」

　ふたりしてクスッと笑い合い、またギュッと抱きしめ合う。

　晃汰さんはそれから、今日の五十嵐さんとの一件の詳細を私に話してくれた。

　晃汰さんがお昼を食べに外出した先で、仕事の関係で来ていたという五十嵐さんと駅前でバッタリ会ったらしい。

　立ち話をしている最中、急に具合が悪くなり、そこで実は妊娠しているという話をされたという。

　その流れで居合わせた晃汰さんがタクシーを拾い、彼女をかかりつけの病院まで連れていったということだった。私が目撃したのはちょうどその場面だったのだ。

　五十嵐さんには結婚間近の婚約者がいるということも教えてくれた。

「五十嵐が千尋に謝っておいてほしいと言っていた」

「え……？」

「なにを言ったかは知らないが、千尋に厭味を言ってしまったと」

　そう言われて、あの時のことを思い出す。

「過去に俺が交際を断ったのを根に持っていたと言っていた。自分と真逆の性格で愛されている千尋がかわいかったから、嫉妬からちょっと意地悪なことを言ってしまったと聞いた」

「そんな話を……」

「傷付くようなことを言われたのか？」

　あの時はうじうじとしばらく悩んでしまった。

　けれど、今となってはもうどうでもいい。晃汰さんの気持ちを知ることができたから、なにも恐れるものはない。

「大丈夫ですよ」

　にこりと笑ってそう答えた。




　お互いの気持ちを伝え合い、本物の夫婦となったあの日からちょうど一週間。

　夕食を食べた後、不意に晃汰さんが「そういえば……」と思い出したように口を開いた。

「さっき気付いたんだけど、いつ使ったんだ？　妊娠検査薬」

「えっ！」

　急な質問につい変な声が漏れる。

「えっと、あの、ちょうど一週間前の、あの体調悪いと言っていた日にです」

「仕事を休ませた日か」

「はい。お粥を作ってもらったあの午前中に……」

「疑う兆候があったのか？」

「はい。普段、風邪でもないのに気分が優れないとかないですし、少し生理もずれていたので。でも、陰性でしたので、ただの夏バテだったみたいです」

　なんとなくきまりが悪く、へへっと笑って「お騒がせしました」とごまかす。

　早とちりもいいところだ。

「でも、まだ来てないな、生理は」

　昨晩も甘い時間を過ごしたため、私が生理中でないことを晃汰さんは把握している。

「はい。少し遅れてますね」

　晃汰さんは無言のままいきなりソファから立ち上がり、検査薬を仕舞ってある収納へと近付いていく。

　そこからひとつ中身が残っている検査薬の箱を手に取った。

「もう一度調べてみようか」

「え……一度陰性と出たのに？」

「検査の時期が早かったりして判定が出ないことがあるから。一週間経った今、もう一度調べてみる価値はある」

　そう言った晃汰さんは箱を私に手渡し「だから二本セットなんだ」と付け加えた。

「そうなんだ……わかりました。調べてみます」

　確かに、未だに生理はきていない。普段より二週間ほどずれてきていて、今月は来ないままおわるのでは？なんて思っていた。

　もしかしたら……そんな思いで前回と同様の手順を踏む。

　トイレの個室の中で、鼓動の高鳴りを感じながらジッと検査窓を見つめた。

「……。あっ……！」

　いそいそとトイレを後にし、小走りでリビングで待つ晃汰さんのもとへ向かう。

　ソファに座っていたはずの晃汰さんが、落ち着かなかったのかリビングの入り口近くまで来ていた。

　その胸にそのまま飛び込んでいく。

「おっと、どうした!?」

「晃汰さん！」

　喜びが興奮からすんなり言葉にならず、握りしめる検査薬を手渡した。

「陽性、でした。私、妊娠してるってことですよね？」

　嬉しくて感動して、喉と鼻の奥がぐっと詰まる。

　あっという間に目には涙が浮かび、ぽろりと溢れ出た。

「ほんとだ。やっぱり、一度目では反応しなかっただけだったのか」

　晃汰さんが私を両手で抱き寄せる。私からもしっかりと抱きついた。

「晃汰さん、よかった……私、赤ちゃんができなかったらって、心配してたから」

　喜びと安堵でさらにぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

　晃汰さんは腕を緩めて私の頬に唇を寄せた。

「そんな心配をしてたのか。言っただろ？　たとえ授からなくても、なにも変わらないって」

　私が流す涙に口づけを落とし、晃汰さんは「千尋」と優しく囁く。

「でも、嬉しい。俺たちのもとに新しい命が誕生したなら、最高に幸せだ」

「はい。私も、最高に幸せです」

　晃汰さんは私を気遣うようにそっとソファに座らせてくれる。そのとなりにかけ、私の手を取った。

「明日、産科を受診しよう」

「はい」

　このお腹の中に、晃汰さんとの子が宿っている。

　そう思うと愛しくて愛しくて、そっとお腹の上に手を置いてみた。

　私の手の上に、晃汰さんの大きな手も重なる。

　顔を見合わせ互いに幸せいっぱいの笑みを見せ合った。










11、幸せの絶頂で




　暑さもやっと和らぎ、秋の気配を感じ始める十月初旬。

　日中天気がよければ半袖でも過ごせるけれど、朝晩は長袖の上着があるとちょうどいい。

　妊娠検査薬で陽性が出た翌日、晃汰さんの付き添いで水瀬横浜総合病院内の産婦人科を受診した。

　その時点で妊娠五週と診断され、正式に妊娠していることが告げられた。

　出産予定日は四月十七日。私は今、妊娠四カ月を迎えたところだ。

　妊娠がわかってすぐ、晃汰さんは安定期に入るまで仕事は休職した方がいいと提案してくれた。

　万が一のことがあってはいけないと、かなり用心して自宅でゆっくり過ごしてほしいとお願いされたのだ。

　診断が下りてから急に悪阻つわりの症状が強く現れ、しばらく食事もまともにできない状態が続いた。

　気持ちが悪くても、私が食べないことにはお腹の赤ちゃんに栄養がいかないと心配になり、なんとか無理をして食べるように努力してみた。けれど、結局戻してしまうことも何度かあった。

　悪阻がひどい場合には、一度に通常の食事量を摂ろうとはせず、少量を何度かに分けて食べれば戻しにくく、栄養も摂りやすいらしい。だから、面倒でも食事の回数を増やすように心がけてなんとか乗り切った。

　初めての妊娠で知識もないため、病院で教えてもらったことの他に自分でも調べて妊娠中にいいことを積極的に取り入れている。

　摂取した方がいい栄養をなるべく摂るようにし、念には念を入れてサプリメントも用意した。

　晃汰さんも私の妊娠がわかってから、これが妊娠中の体や胎児にいいなどといろいろなものを買ってきてくれたりしている。

　急な過保護な対応に戸惑ってしまうけれど、大事にされているのが伝わってきて嬉しい。

　時刻は十七時頃。

　もう日も短くなり、この時間になると外は真っ暗。一カ月前はまだ明るい時間帯だったのに、冬も着々と近付いてきているのを感じる。

【体調がよければ、今晩外で食事をしないか？】

　お昼過ぎ、晃汰さんからそうメッセージが送られてきた。

　突然のお誘いが嬉しく、体調も良好だったためすぐに【大賛成です！】と返信をした。

　その後、夕方あたりに入ってきたメッセージには、お店を十八時に予約したという知らせとお店の情報が添付されていた。

　マンションからも近いことから、現地集合を提案すると、晃汰さんはタクシーを使ってくるように私に指示をした。

　まだ安定期に入っていないため、あまり動きすぎたり、重いものを無理して持ったり、そういう動作をしないよう言われているからだ。

　妊婦は病気ではないから、基本的には普段通りの生活をしていればいいというけれど、お腹に命があることを常に考えて行動している。今は、私だけの体ではないから。

　久しぶりのディナーに心が弾む。

　最近は家でゆっくり過ごすことがほとんどだから、服装はリラックスウェアが多いし、メイクもベースメイク程度しかしない。

　せっかく晃汰さんに誘ってもらっての外でのディナーだから、久しぶりにちゃんとオシャレして出かけたいと昼間から服を選んで準備していた。

　ボックスシルエットのワンピースに、脚は冷やさないように厚めのブラックタイツを履く。足元は危なくないようにローヒールのパンプスだ。

　髪も軽く巻いて、ハーフアップのダウンスタイルに。少し華やかになるようにアイメイクにはラメを使っている。

　時間に余裕をもって、十八時五分前には到着するようにタクシーを呼んだ。

　予定通りの時刻には知らされていたレストランに到着し、お店の入り口に立つ。

　お店に入って、スタッフに名前を告げると席へと案内された。

　みなとみらいの夜景が目の前に広がるガラス張りの店内は、ダウン照明で雰囲気があり気分が上がる。

　ぱっと見た感じ、店内にいる客の大半はカップルのようだ。

　席は窓際の目の前に海が広がる特等席で、スタッフに椅子を引いてもらいひとり先に腰を下ろした。

「ご注文は、お連れ様が到着されてからにしますか？」

「あ、はい。そうします」

　黒服のスタッフは私からの返答に「かしこまりました」と席を離れていく。

　ひとりになり、窓の外の景色をぼんやり見渡した。

　そういえば連絡が来ているかもしれないとバッグからスマートフォンを取り出す。

　そこには特になんの通知もなく、時刻はちょうど十八時と表示されていた。

　そっとテーブルの端にスマートフォンを置き、再びガラスの向こうに視線を向ける。

　私が水瀬の病院を休職し始めてから、晃汰さんは私の代わりの秘書をとっていない。スケジュール管理など自分で行う仕事は増えるけれど、私に余計な心配をかけたくないと言ってくれていた。

　確かに、私の代わりに晃汰さんをサポートする秘書がつくことになったら、多少なりとも気にしたり、やきもきしてしまうと想像できる。

　妊婦はメンタルも不安定になるというから、自分に関することで私に余計な心労はかけたくないと晃汰さんは言ってくれていた。

　結婚する前、新しい秘書を教育し、引き継いで辞めると申し出た頃の自分を思い出すと、ついクスッと笑いそうになる。

　今となっては懐かしい思い出だ。

　本日の晃汰さんのスケジュールは把握しているけれど、今は休職中のため詳細まではわからない。

　今朝軽く聞いた程度だけど、今日は午後一にオペに入っていて、夕方には終了する内容だった。

　だからこの時間にレストランに誘われたわけだけど……。

　しかし、時間は刻々と過ぎていく。

　景色をぼんやりと眺め、時折スマートフォンで時刻を確認しながら、晃汰さんからの連絡を待っていた。




　黒服のスタッフが一礼して席を立ち去っていく。

　私も「すみません」と思わず謝罪の言葉を口にする。

　ひとりバッグを手に席から立ち上がった。

　楽しそうに談笑しながら食事をとる人たちを横目に、レストランの入り口を目指す。

　何も食事をしていないのに「ありがとうございました」と挨拶をされ、申し訳ない気持ちでレストランを後にした。

　勝手にキャンセルをして出てきてしまって、良かったのだろうか。

　レストラン前に設置されたベンチに腰を下ろし、今更そんなことを考える。

　二時間のコースだと聞いていた。

　食事の予約が十八時から。すでに四十分を経過してしまい、心苦しくなってこちらからキャンセル退店を申し出たのだ。

　ちょうどそんなタイミングで晃汰さんから連絡が入った。

　連絡もなしに遅れてしまったことの謝罪。緊急のオペに入っていたことを知らされた。

　晃汰さんの秘書を務めてきた私にとって、それは想定の範囲内だった。

　きっと緊急のなにかがあったに違いない。

　そうわかっていたから、『大丈夫です。待ってますね』と穏やかに応えられた。

　でも、その連絡がきた時点で十八時四十分を過ぎていた。レストランに到着して食事を始められるのは間違いなく十九時を過ぎてしまうだろうと予測できたのだ。

　キャンセルして退店を申し出たことは、現実的に考えて賢明な判断だっただろう。

　秘書をしていた感覚でスケジュール調整をしてしまったけれど、やっぱり仕事の時のようになんの感情もなくはできない。

　せっかく晃汰さんが予約してくれた、ふたりで過ごせる時間だったのだ。

　でも、仕方ないよね……。

「千尋さん」

　腰をかけたまま肩を落とし、自分の足下を見ている私に声がかかる。

　下の名前で呼ばれたことに驚いてばっと顔を上げると、そこにあった姿にさらに息が止まりかけた。

　なん、で……？

「千尋さん……迎えにきました」

「え……？」

　一歩、また一歩と近付いてくるのは、以前、晃汰さんと結婚する前に縁談をした小室さん。私の中ではもう過去の人だ。

　その小室さんが、なぜ今ここに？

「あの、どうして、ここに……？」

「あなたのことが忘れられなくて、ずっと近付ける機会を窺っていた」

　ゾッとするような言葉が出てきて瞬きを忘れる。知らぬ間に行動を監視されていたのだろうか。

　だから、この場所にも……？

「やっとひとりになってくれた。さぁ、ぼくと一緒に行こう」

　近付いてきた小室さんが私の腕を掴む。

　驚いて声も出せない私を、小室さんは強引にベンチから立ち上がらせようと引っ張った。

「はっ、放してください！」

　それでもなんとか振り絞って声を上げる。掴まれた腕を振り払おうとしたものの、強引にグイッと引き寄せられた。

「抵抗すると……なにするかわからないよ？」

　いよいよ脅しのよう言葉が出てきて、腕に入れた力が抜けてしまう。

　小室さんは恐怖で固まった私の腕を容赦なく引いた。










12、彼女がたまらなく愛しくて――Side Kouta




　病院を出ようとしていたところで、救急から緊急オペの要請が入った。

　大だい動どう脈みゃく解かい離り――大動脈に亀裂が入り、血管が裂ける疾しっ患かん。

　心臓近くの大動脈が解離し、緊急のオペが必要になったのだ。

　当直のドクターが電車の遅延で遅れていて、他にいるのはオペで助手の経験しかない研修医のみ。それでは対応できないと、自分が執刀する流れになった。

　約束時間の十八時を大幅に超え、しかも連絡もできなかったことに、慌てて連絡を入れる。

　しかし、スマートフォンを手にできたのはすでに十八時四十分過ぎ。

　コール二回で千尋は通話に応じた。

　待たせてしまっていることをまず謝罪し、緊急のオペに入っていたことを伝える。

　連絡もなしに約束の時間に、しかも店を予約しているのにひとりで待つことになり、不安にさせていることは間違いない。

　でも、電話の向こうの声は穏やかで、『大丈夫ですよ』と言ってくれた。

『待ってますね。急がなくていいですから、気をつけてください』

　とりあえず連絡がついたことに安堵しながらも、飛んでいくような思いで千尋のもとに向かった。

　約束の店舗に近付くと、店舗前に設置してあるベンチに千尋はひとりかけていた。

　しかし、その目の前に立つ姿に不意に足が止まる。

　あの男は……そう思い出したちょうどその時、男の手が千尋の腕を掴んだ。

　それを確認した次の瞬間には、男の背後に迫り、肩を掴んで勢いよく千尋から引き離していた。

　男はよろけ、地面に尻もちをつく。俺の顔を確認するなり驚いたように目を見開いたのは、間違いなく以前千尋と縁談を進めようとしていたあの男だった。

　なぜまた？　そんな怒りを抑えて口を開く。

「忠告したはずだ。金輪際、彼女の前に姿を現さないようにと」

　傍からはわからなくても、千尋は妊娠中なのだ。

　ただでさえ許せないものが、より一層怒りのボルテージが上がる。

「でも、どうやら話してわかってもらえないようだから、それなりの処置をとらせてもらうことにする」

　その言葉に動揺したのか、男は慌てて立ち上がる。

「警察への通報はもちろん、親や会社関係にもすべて伝える。お宅の経営する会社も終わりになるだろうな」

　具体的にそこまで言われると相当焦ったのか、なにも言い返さずその場から駆けていく。

　逃げる後ろ姿を見送り、すぐに千尋の両手をとった。

「大丈夫か。いつから奴は」

　俺の方も相当動揺しているらしく、言葉がおかしい。

　千尋は俺を安心させるように、取った手をぎゅっと強く握り返した。

「大丈夫です。晃汰さんが来てくれた数分前だったので」

　そうは言われても、その数分でも悔やまれる。

　あと少し早ければ。緊急のオペなんて入らなければ。そんな後悔の念に苛まれる。

「すまない。怖い思いをさせて……」

　そう言った俺に、千尋はにこりと穏やかな笑顔を見せた。

「晃汰さん、お疲れ様です」

　普段と変わらぬ様子で、千尋はねぎらいの言葉をかけてくれる。仕事の都合といえ、大遅刻をした。その上、元縁談相手に迫られていたにも関わらず。

「申し訳ない。こんなに待たせて」

　しかも、一時間以上の遅刻だった。こんなに待たせてしまうなんて、理由はどうであれ自分を許せない。

「大丈夫ですよ。私、座って待ってましたし。晃汰さんのお仕事は私が一番理解しているんですから、不測の事態は重々承知です」

　どこか得意げにそう言う千尋が愛おしくて、公然の場とわかっていながらも抱き寄せてしまう。

「そうだけど、待たせたことに変わりはない」

「いいんです。患者さんを見捨ててこっちに来てくれるなんてことがあったら、そっちの方が引いちゃいますよ」

「それに、遅れなければあの縁談相手にだって会わせず済んだ」

「晃汰さん、私は大丈夫です」

「ああ、でも、今後のためにも適切な対処を考える」

　また懲りずに千尋に近付くかもしれない。そうなる前に弁護士を通して話をつけようと心に決める。

　でもしかし、なんてできた妻なのだろうか。

　こういう場面を繰り返してきて、やっぱり千尋と一緒になってよかったと何度も実感している。

　職業柄、相手に理解がないと関係を続けていくのは難しいことは、過去に何度も経験し学んでいた。

　緊急の事態があれば、連絡をする余裕もなく待ち合わせ場所に向かえない。

　それを不満に思い、関係が崩れたことは何度もあった。

「でも、ごめんなさい。あと、一時間を切ったからコースは出せないと言われてしまって……。お席が二時間の予約だと聞いたので、キャンセルして退店しちゃいました」

　事情を話してくれた千尋は、今度はどこか悲しげな表情を見せている。

「せっかく晃汰さんが予約してくれたのに。ごめんなさい、私の勝手な判断で」

　肩を落とした千尋を優しく抱きしめ、腕を解いて手を繋いだ。

「それはまったく構わない。むしろそんな気まで使わせて申し訳なかった」

「いえ、いいんです。ただ、素敵なレストランだったので残念だなって」

「それはまた来ればいい」

　これからどうしようかと思案しながらゆっくりと歩き出す。

　千尋がギュッと繋ぐ手に力を込めてきて、しっかりと握り返した。

「なんか、こうやってちゃんとした格好で晃汰さんと外を歩くの、久しぶりで嬉しいです。少し、ぶらぶらしていきませんか？」

「体は大丈夫か？　歩きすぎるのも心配だから」

「大丈夫ですよ。さっきまでずっと座ってましたから」

　楽しそうな顔を見せられると、希望はなんでも叶えてやりたくなる。もっとその顔を見たいから。

「わかった。少し散歩して、なにか食べて帰ろう」

「はい！　嬉しい」

　それから、すぐに車に戻れる範囲で夜の赤レンガ倉庫を散歩する。オレンジ色にライトアップされたロマンチックな景色に、千尋が「綺麗……」と呟いた。

「来月あたりからクリスマスイルミネーションになるんですよね？」

「ああ、確か毎年そのあたりだったよな」

「晃汰さんと一緒に来たいな」

　婚姻関係を結んだ当初なら、こんな風に甘えるような言葉を千尋が発することはまずなかった。

　仕事の延長線上のような関係だったから、来たいと思ったとしても希望すら口にしなかっただろう。

　だから今こうして素直な気持ちを伝えてきてくれることがものすごく嬉しいし、愛しくてたまらない。

　以前感じていた見えない壁はもう完全に壊れてなくなった。

「その頃には安定期にも入ってるし、必ず来よう。今日楽しめなかったレストランも、その時にリベンジで」

「それいいですね！　わぁ、今からすごく楽しみ」

　通りがかったイタリアンの創作レストランがふたりして気になり、夕食を食べていこうということになる。

　入店してメニューを眺めた千尋は「うーん……」と唸った。

「妊婦じゃなかったら、このカルパッチョとかいきたいんですけど……」

「生はな、避けた方がいいから仕方ないな」

「はい。今日はがっつりいけそうなので、お肉を食べます」

「お、いいな。食べられる時にちゃんと食べておいた方がいい」

　千尋は珍しくステーキメニューを選び、俺も別のグリルメニューを選ぶ。

　通りかかったスタッフを呼び止め注文をする。

「こちら、焼き加減がレア、ミディアム、ウェルダンとお選びいただけますが」

　千尋のステーキメニューについて訊かれて、確認せずに「生がないように、しっかり目にお願いできれば」と答える。

　スタッフが立ち去っていくと、千尋は我慢していたのを吹き出すようにして笑った。

　知らないうちに、なにか笑われるようなことをしでかしたのかと動揺する。

「どうした」

「あ、いえ。晃汰さんが、焼き加減についてしっかりオーダーしていたので、なんだかおかしくなってしまって」

　そう言ってまた思い出すようにクスクス笑う。

「それは当たり前だろう。生はよくない」

「そうですね、ありがとうございます」

　千尋の妊娠がわかって、天にも昇る思いだった。

　もともとこの結婚の始まりは、お互いの条件が合致したから。

　その条件の一致と、仕事上の付き合いが長いから一緒になるという、今思い返せば有り得ない結婚だった。

　母親の件で弱る彼女に惹かれ、それをきっかけに彼女を妻として娶めとりたいと強く思った。でも、それは俺の一方的な思いで、千尋はよく拒否しなかったなと今になって思う。

　そんな始まりではあったけれど、いつしか子ども云うん々ぬんよりも千尋本人と過ごす時間が大切でかけがえのないものになっていた。

　子どもをつくろうという思いより、ただ彼女が欲しいと思って肌を重ねていたし、その上で授かればそれ以上のことはないという思いだった。

　だからもし、万が一俺たち夫婦の間に子どもがやってきてくれなくても、生涯彼女を幸せにしたい思いはまったく変わらない。

「なんか……そうやっていつも気遣ってもらえるのが嬉しくて」

　どこか照れたように言い、はにかんでみせる。

　ここが店でなければすぐにでも抱きしめて口づけているけれど、その衝動をぐっと押し込めた。

「愛する奥さんなんだから、当たり前だろう？」

　そう言ってみると、千尋は頬をほんのり染めてにこりと微笑んだ。










13、ふたりきりの幸福時間




　いよいよ厚手のコートが必要になってくる十二月中旬。

　私は順調にマタニティライフを過ごし、今月妊娠六カ月を迎えた。

　先月からやっと安定期に入り、とりあえずひと安心することができた。

　もちろん無理は禁物だけど、妊娠したての頃よりは体も心もゆとりが出てきたと思っている。

　両家の親にも先日妊娠の報告をし、どちらもものすごく喜んでくれていた。まだ四カ月は先なのに、孫の誕生を心待ちにしてくれている。

　漣さんを通じて菜々恵さんにも妊娠の話が届いたらしく、わざわざお祝いのメッセージを送ってくれた。

　なにか協力できることがあれば気軽に連絡してほしいと気遣いの言葉をかけてもらい、その優しさが嬉しくてほっこりした。

　周囲に祝福されて、お腹の子は着々と大きく成長してきている。

　五カ月を過ぎたあたりからお腹の膨らみは目立つようになってきて、もう服もマタニティウェアやゆとりのあるデザインのものでないとお腹が苦しい。

　いよいよひと見で妊婦とわかるような体型になってきて、鏡を見るたびに新しい命を迎えられる喜びを実感している。

　前回の妊婦健診で、次回には性別がわかるかもしれないと言われて、今からわくわくしている。

「支度はどうだ？」

　自室で着替えを済ませ、メイク後に髪をセットしていると、様子を窺いに晃汰さんがドアを開けた。

　鏡越しに「もう行けます」と答える。

　入ってきた晃汰さんの装いは、今日も完璧に着こなしているスリーピース姿。

　病院には着ていかない少しオシャレなタイプのもので、ダークグレーの少し光沢の入ったものだ。

　今日は約束していたイルミネーションとクリスマスディナーに出かける日。楽しみにしていた予定だ。

　晃汰さんがきちんとした格好で出かけるとわかっていたから、私も今日は綺麗目なブラックのワンピースをチョイスした。

　妊婦用のオシャレ着はあまり着る機会はないかもしれないけれど、今日の予定が楽しみでつい購入してしまったものだ。

「今日もかわいい」

　部屋に入ってきた晃汰さんは、私の背後まできて鏡越しに私を見つめる。

　その真っすぐな視線と優しげな微笑に急に恥ずかしくなってしまった。

「そんなことは……」

「ある」

　身体を屈めた晃汰さんに、後ろから腕を回して抱きしめられる。

　ふわりと爽やかな香りが鼻を掠かすめた。

　仕事の時は決してつけることがない香水。オフの時に気分でつけているというのは結婚してから知った。

　私が妊娠してからは体調を気遣って使っていなかったけれど、晃汰さんの纏うこの香りが私は好きで、妊婦の今も気分が悪くなることはない。

「あまり長時間外にいるつもりもないが、ちゃんと温かくして」

「はい。わかりました」

　こめかみに口づけを落とし、晃汰さんは部屋を出ていく。

　トクトク音を立て始めた鼓動を落ち着かせて、支度を終えて部屋の明かりを消した。




　十一月半ばから始まった赤レンガ倉庫のウィンターイルミネーションは、本場ドイツのクリスマスマーケットを思わせる温かみのある雰囲気が漂う。

　訪れた人たちは温かいグリューワインやソーセージなどを片手に楽しみ、本当に現地を訪れているような景観が広がっている。

　そんな景色を目にしながら、近付いてきた聳そびえ立つ巨大なツリーを見上げた。

　大きなもみの木がオレンジ色の細かな光に包まれ、幻想的な光景に視線が奪われる。いつまでも見ていられるくらい美しい。

「綺麗……」

　ぽつりと呟くと、晃汰さんは横から私の肩を抱く。

「毎年、このくらいの時期になるとあまり外には出たくないなって思っていて」

「どうして？」

「なんとなく、イルミネーションの時期になるとひとりで寂しいじゃないですか。どうしても、カップルとか目についちゃいますし」

　クリスマスの時期はひとりでいると普段より孤独を感じやすい。目につく人たちが寄り添って楽しそうにしているからだ。

「あまり、過去のことは聞いてこなかったけど、毎年とはいかなくても、イルミネーションを観に来る相手くらいいただろ？」

「それが……就職してからは一度も」

「え、嘘だろう？」

「嘘じゃないですよ」

　どうしてそんなに驚かれるのかはわからないけれど、晃汰さんはわずかに目を大きくして驚いた。

「そうだったのか……てっきり、仕事の後は充実したプライベートを送っているのかと思っていた」

「そんなわけないじゃないですか。特に初めの頃は仕事でいっぱいいっぱいで、帰ってバタンキューでしたよ」

　ブラックだとか、時間外勤務が多いというわけではまったくないけれど、気を張ってミスなく仕事をしようと思うと、毎日帰りは疲れていることが多かった。

「自分から聞いておいて、ちょっと後悔していたところだった」

「え？　後悔、ですか……？」

「過去の他の誰かとの思い出を語られたら、聞かなければよかったと思いそうだったから」

　思わず目を丸くする。

　晃汰さんがそんなことを思うなんて意外すぎる。私の過去のことなんてまったく興味ないと思っていた。なんだか嬉しくなってくる。

「それは、残念です。少しくらい後悔させたかったな」

　冗談でそんな風に言ってみると、晃汰さんは「なんだと？」と私の頬を軽く摘まむ。「嘘ですよ」と笑って見せた。

「私なんかより、晃汰さんの方がそういうのたくさんあったんじゃないですか？　女性が放っておかなかっただろうし」

　聞いてみたい気持ちと、でもやっぱり聞かないでおきたい気持ち。今、私は晃汰さんが言っていたのと間違いなく同じ心境だ。

「俺も同じようなものだ。日本に戻ってからは、女にうつつを抜かしている時間はなかった」

　確かに、一番近くで晃汰さんの仕事を見てきて、多忙を極めているのは秘書として実感していた。

　病院での勤務に加え、外部から請け負う仕事や活動も多く、私なんかより仕事をしている時間は長い。

　きっと、家に持ち帰って仕事をしていたこともたくさんあったと思う。

「じゃあ、一緒ですね」

「だな」

　晃汰さんがスマートフォンを取り出して、ツリーをバックにインカメラにしてスマートフォンを構える。

　急な撮影が始まり驚いたけど、寄り添って画面の中に収まった。

「来年は、ここにこのお腹の子も入ることになるんだな」

　来年の今頃には、このお腹の子も誕生し、三人家族となっている。まだピンとこない部分もあるけれど、家族が増えるのだ。

「そっか、そうですよね。なんか、感慨深いですね」

「だから逆をいうと、ふたりきりでいられるのは限られた時間しかないんだ」

　そんなことを考えもしなかったけれど、確かに晃汰さんの言う通り。

　ふたりきりの時間を楽しめるのは、この子が産まれるまでというタイムリミットつきだ。

「そっか……じゃあ、今を大切にしないとですね」

「そうだな」

　晃汰さんは今撮影した画像を私に見せ、「後で送る」と言ってくれる。

　輝くイルミネーションの前で再び手を繋ぎ直し歩き出した。




　ディナーは約束通り、以前、晃汰さんが緊急のオペでキャンセルしたあのレストランでいただいた。

　クリスマスのコースメニューは期間限定で特別感があり、ひと足早いクリスマス気分を満喫させてもらった。

「寒くないか」

「はい、大丈夫です」

　ディナーを終えて車に乗り込むと、晃汰さんはすぐに後部座席から膝掛けをとって私にかけてくれる。

　こういう些細な気遣いにもときめいて胸が高鳴る。「ありがとうございます」と言うと、無言のままさらさらと頬を撫でられた。

　駐車場を出た車は煌きらびやかなみなとみらいを走り、やがて制服のバレーパーキングスタッフが待ち構える車寄せに停車する。

　晃汰さんはスタッフとなにか会話を交わし、すぐに助手席へと回ってきて私を降ろしてくれた。

　頭を下げるスタッフに見送られ、晃汰さんとふたりガラス張りの広いエントランスを抜け建物の中へ入っていく。

「すごい、綺麗……！」

　天井が吹き抜けのロビーホールで出迎えてくれたのは、全長十メートル以上はあるだろう巨大なクリスマスツリー。

　白っぽい細かな光をまとったツリーは、通りかかった人々の視線を集めていく。

　ツリーの前でジッと見惚れている私の耳元に「ここで待ってて」と言い残した晃汰さんは、ひとりフロントへと向かっていった。

　離れていく広い背中を見届けながら、久しぶりに鼓動が忙しなく早鐘を打ち始める。

　今日のデートの話をされた時、夜はホテルに宿泊しようと提案された。

　私との時間を大切に思ってくれているのが伝わり、すごく嬉しかった。

　こうしてふたりきりで宿泊できるのも、子どもが誕生すればなかなか叶わなくなる。

　だから、今のうちに晃汰さんを独り占めしておきたい。

「お待たせ。行こうか」

　戻ってきた晃汰さんが私の腰に腕を回す。寄り添って客室フロアに向かうエレベーターに乗り込んだ。

「お腹は大丈夫か」

　ふたりきりのエレベーターの中で、晃汰さんは私の体を心配してくれる。

「はい、大丈夫ですよ」

「予想より、寒い中歩いた気がするから」

「これくらい全然大丈夫です。気にかけてもらって体も冷えてないですし」

　そんな話をしながら目的階に到着し、晃汰さんに連れられ客室を目指す。

　カードキーを使って入った客室は、グレーとホワイトを基調とした落ち着いた内装の部屋だった。

　クリスマスの時期のため、ゴールドとボルドーのクッションがソファに置かれていたり、客室内にも広い窓際に大きなクリスマスツリーが飾られている。

　ダウン照明にされている部屋の中で、それがキラキラと光り輝き目を奪われた。

「すごい……素敵な部屋」

　部屋の中をぐるりと見回している私に、ソファに近付いた晃汰さんが「千尋、おいで」と手招きする。

　並んで広いふかふかのソファに腰かけた。

「千尋」

　横から腕を回し、晃汰さんは私を抱き寄せる。

　そっと大きくなり始めたお腹に手を置いた。

「大丈夫か？　寒くなかったか？」

　晃汰さんはお腹の中の子に向かって問いかける。

「……？　寝てますかね？」

　最近は胎動も感じるようになり、お腹の中でうねうね動いているのがよくわかるようになってきた。

　産科の先生の話によると、お腹の中でも赤ちゃんは寝たり起きたりを繰り返していて、静かな時は寝ていることが多いと言っていた。

「……お、今動いたような振動があった」

　私のお腹の表面に手を置いたまま、晃汰さんがジッと自分の手の甲を見つめる。

「動きましたね。表からもわかりましたか？」

「ああ、ほんと微かにだけどわかった」

「パパの問いかけへの答えなんですかね」

　そう言ってみると、晃汰さんは「パパか……」とどこか感慨深そうに呟いた。

「あと四カ月もすれば、パパになるんだもんな。千尋がママになって……なんか、まだ実感が湧かない」

　確かに、お腹は日に日に膨らみ赤ちゃんが成長しているのは身をもって感じている。

　だけど、晃汰さんの言うようにママになるということはまだぴんときていない部分がある。

　ちゃんと出産して、この手に我が子を抱いたら、母の自覚は自然と芽生えるのかな……？

「寒くなかったと言っても、知らぬ間に体を冷やしてるかもしれない。風呂の用意をしてくる」

　私をソファに座らせたまま、晃汰さんはひとりソファから立ち上がりバスルームへと向かっていった。




　晃汰さんのいれてくれたお風呂にゆっくり浸かり、体も芯までぽかぽかになった。

　大理石造りの黒いバスルームは自宅マンションのバスルームとはまた違う雰囲気で、ついついのんびりしていたら長風呂になってしまった。

　スキンケアを終えて髪を乾かし、なにげなく見た時刻は二十二時少し前。

　クリスマスツリーのそばに立ち、広い窓からみなとみらいの夜景を見渡す。

　いろんな色に点灯し変化する観覧車と競うように、その周辺には様々なイルミネーションが見られる。

　今の時期にしか見られない煌びやかな夜景をガラスに両手をついて凝視していた。いくら見続けていても飽きない景色だ。

　後方に気配を感じた時、ガラス越しに晃汰さんが近付いてきたのが見える。

　私の後にバスルームに向かった晃汰さんは、乾かした髪が無造作に流れ、私と同様ホテルのルームウェアを身につけている。

　お約束のように背後から抱きしめられ、回された腕に両手を添えた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　それだけを交わし、密着したまましばらく窓の向こうを眺める。

　晃汰さんは私の髪に数度口づけ、そっと腕を解いた。

「おいで」

　晃汰さんに肩を抱かれ、きっちりと整えられた広いベッドに連れていかれる。

「立ちっぱなしはよくないというけど、座っているのも多少負担になってるって知ってたか？」

「え、そうなんですか？」

「重力はかかってるからな。横になるのが胎児には一番いい。切せっ迫ぱく気味だったりしたら、なるべく寝ているようにしないといけない」

　友達で妊娠していた子が、切迫早産で妊娠中期に入る頃に入院することになったと聞いたことがあった。

　お腹が張ってきてそれがひどいと、早産してしまうこともあるらしい。

　お腹の張りは軽い陣痛のようなものと聞いて怖くなり、日頃から気をつけて無理をしないように心がけている。

　正せい期き産さんの時期まで無事にお腹の中で赤ちゃんを育てたい。

「だから、今日はもう横になってゆっくり過ごすこと」

　晃汰さんに促され、「はい」と素直にベッドに横たわる。その横に晃汰さんが寄り添うように寝そべり布団をかけてくれた。

「まだ上向いて眠れるか？」

「そうですね……でも、気付いたら横を向いて寝ているから、横向きが楽なのかも」

　今はまだ大丈夫だけれど、もっとお腹が大きくなってくれば仰向けで寝るのは苦しくなってくるとなにかで目にした。

　横向きで抱き枕を脚で挟んで眠るのがいいらしい。

「これからもう少し大きくなるからな」

　布団の中で晃汰さんがまたお腹に触れてくる。

　温かい大きな手の上に自分の手を重ね合わせた。

「そろそろ性別について訊かれないか？　先に聞きたいか、産まれるまでお楽しみにしておきたいかとか」

「あ、この間の検診で、そろそろわかりますか？って訊いたんですけど、その日は脚の間がちょうど角度的に見えなかったみたいで、次回の検診ではわかるだろうって」

　六カ月にも入ってくれば、お腹の赤ちゃんの性別も判明してくる時期。

　前回の検診ではそろそろ告げられるのではないかとドキドキして行ったけれど、残念ながら診てもらった時わかりづらいタイミングだったらしい。

　性別判明は次回にお預けだ。

「千尋は、男の子と女の子、どっちがいい？」

「私は……」

　男の子？　女の子？

　そういえば、どっちが欲しいとか考えてもいなかった。

「どっちが欲しいとかそこまで意識してなかったです。きっと、男の子でも女の子でも、どちらでもかわいいに違いないし。晃汰さんは、ありますか？」

「俺も、どちらを希望するとかはない。ただ、元気で健康に産まれてきてくれれば、それ以上のことはない」

　本当にその通りだと思う。とにかく元気に産まれてくれればいい。それが一番の願いだ。

「そうですね。私も、そう思います。四月まで、大事にお腹の中で守らないと」

　今は、寝ているのかもしれない。

　少し前はなんとなく動いているのを感じたけど、今は急に静かだ。

「千尋」

　名前を口にされて顔を上げると、晃汰さんに唇を奪われる。

　触れた唇がちゅっと吸われて、ぴくりと肩が揺れてしまった。

「晃汰さん」

　キスだけで胸がきゅっとなる。

　思わず晃汰さんの胸元についた手が、ルームウェアをギュッと握りしめていた。

「検診で問題ないと言われたなら、今夜は千尋を抱きたい」

　ストレートな申し出に、鼓動が一気に高鳴りを増す。ドッドッと音が体を響くようになる。

　妊娠したら、晃汰さんは私に触れてくれなくなるかもしれない。

　妻が妊娠すると他の女性に目移りするなんて話も耳に入り、晃汰さんに限ってそんなことはないと信じつつも、不安がまったくないとは言い切れなかった。

　妊娠という自分の体の変化にも戸惑う日々で、気持ちも不安定になりやすいからだろう。

　いらない心配もする日々だけど、晃汰さんの今の言葉ですべてが吹っ飛んでなくなる。

「抱いて、くれますか……？」

　そう訊いて見つめ合ってすぐ、晃汰さんは噛みつくようなキスで私の唇を塞ぐ。

　すぐに舌を忍ばせて、口内を愛あい撫ぶする。

「ふ、うっ……ん」

　触れる程度のキスは日常的に交わしているけれど、久しぶりの濃厚な口づけにすぐに呼吸が乱れる。

　そんな私の反応をおもしろがるように、唇を離した晃汰さんはすぐそばでクスッと笑った。

「キスだけでそんな顔するなんて、少しは期待してたのか？」

　恥ずかしいけれど、こくりと素直に頷く。

　晃汰さんは「素直でよろしい」とまた笑って、今度は優しく唇を押しつけた。

　久しぶりにじっくりと素肌をなぞられて、少しの刺激にも体が敏感に反応する。

　晃汰さんは私のお腹を気遣いながら、服を脱がしていく。

「なんか、恥ずかしい……」

　久しぶりというのもあるけれど、妊娠によって体型が変わっている姿を見せるのはどことなく緊張する。

　体重も多少増えているし、胸もこれから赤ちゃんを迎えるにあたって変化してきている。

「俺たちの子を、育て守ってくれてる強くて美しい体。なにも恥ずかしいことなんてない」

　そんな風に言ってくれる晃汰さんは、丁寧に私の素肌に触れていく。大きなお腹にも何度も口づけてくれた。

「愛してる、千尋」

　その囁きだけで、体の奥深くがきゅんと反応する。

「好き……晃汰さん、好き……」

　気持ちが昂り抑えきれない。ぴたりと肌を寄せ合うと、優しい腕が私を包み込む。

　しばらくそのままジッと抱きしめられ、温かい腕の中でふわふわとした幸せな夢心地を味わっていた。










14、彼女と天使を迎えるために――Side Kouta




　ぽっこりと膨らんだ白くきめ細やかな肌に、検査用のゼリーが塗られていく。

　横になっている千尋はすでに自分の頭の横にあるモニター画面に釘づけだ。

　十二月下旬。千尋は年内最後の妊婦検診で病院を訪れている。

　今日はタイミングが合ったため、検診に同席している。

「では、見ていきますね」

　産科の主治医が、腹部の上からプローブを当てて超音波検査を行う。

　画面にはお腹の中の胎児が写し出され、その様子につい見入っていた。

「あ、今日は前回とはまた違った格好してますね。測っていきましょう」

　主治医が様々な角度から経腹法を行い、胎児のサイズを計測していく。

　その途中で、おや？と思うものが映し出された。

　これは、多分……。

「先生、あの、今日はどちらかわかりそうですか？」

　千尋は今か今かという雰囲気を漂わせ、主治医に質問をする。

　主治医が「院長？」と、俺へ確認を取るようにこちらに視線を送る。小さく頷くと、主治医は千尋へと目を向けた。

「今日はちゃんと脚の間を見せてくれる姿勢になっているから……」

　プローブを移動させ、千尋にもわかりやすいようにエコー画像を映し出す。

「ここが脚の間で……これ、ピーナッツみたいに見えるこれ、男の子の証ですね」

「えっ、男の子……！」

　千尋が同席している俺に顔を向ける。やっと判明した性別にぱっと表情を明るくして、ものすごく嬉しそうだ。

　検診を終えると、もらったエコー写真を繰り返し眺めている千尋を院内の自室に連れていく。

「男の子で確定だな」

「晃汰さん、先生に告げられる前にわかってましたか？」

「ああ、多分そうだろうなとは」

「そうなんですね。さすがドクター」

　さっきからずっとにこにこしていて、その様子がかわいらしい。

　抱きしめたい衝動に駆られたものの、場所が場所だけにぐっと我慢する。

「晃汰さん、次のお休み予定入ってますか？」

「いや、特には。服か？　性別もわかったことだし」

　先回りして千尋の考えを当てた俺に、千尋はさらに表情を明るくさせて「はい！」と頷く。

「さすが晃汰さん！　私の考えてること、全部お見通しですね」

　ああ、ダメだ。やっぱりかわいすぎる。

　院内では節度をもって千尋とも接してきたというのに、愛しすぎて自分を制御しきれなくなる。

　急に距離を詰めた俺に千尋の方も驚いたのか、一瞬身を引こうとした腕を掴む。

　不意打ちだったからか、頬に触れるだけの口づけをしただけで一気に顔を紅潮させる初々しさは未だに健在。

「晃汰さん！」

　怒るような声の調子も、赤い顔で台無しだ。

　ここで千尋が働いていた頃には有り得なかったシチュエーションに、自分自身もわずかに鼓動が高鳴っている。

「じゃあ、次の休みに約束な」

「はい。楽しみです」

　密室なのをいいことに、もう一度にこりと笑みを浮かべる頬に口づけを落とした。




　次の休日。

　どこに買い物に行きたいか千尋に決めてもらうと、豊とよ洲すの商業施設に子ども用品のブランドが多く入っているらしく、そこに行ってみたいと言われた。

　目的の店舗がまとまっているのは歩き回らなくても済むだろうし、お腹の大きくなってきた千尋の体への負担も少ないだろう。千尋の希望通り、そこに向かうことにした。

　週末の商業施設は多くの人で賑わいを見せている。

　家族連れが多く見られ、小さな赤ん坊を抱いている家族につい視線を奪われた。

　もう少しすれば、自分たちもあんな風になると思うと感慨深い。

　そう思うと同時に、こうして千尋を独り占めできるのもあとわずかだと改めて気付いた。

「どうしました？」

　繋ぐ手についギュッと力がこもり、千尋がこっちを見上げる。

「いや……こういう時間を、大切にしようと思ってた」

「え……？」

　今このタイミングでそれを丁寧に説明するのがなんとなく気恥ずかしくて、「なんでもない」とごまかした。

「あ、ここ入ってもいいですか？」

　子どもブランドが並ぶフロアへ入り、千尋が俺の手を引く。

「わぁ……ちっちゃい。サイズ感がもうかわいい」

　かわいらしい小さな服に目移りしながら、千尋が歓喜の声を上げる。

　新生児の衣類が並ぶコーナーで足を止め、千尋はビニールに包まれる真っ白い肌着を手に取った。

　優しい、朗ほがらかな横顔。すでに母親の表情を見せている新たな彼女の顔に、どきりと胸が高鳴る。

　もうすぐ迎える息子のために必要なものを買い求めながら、初めて感じる人生の喜びに心打たれていた。




　出産予定日まであと三カ月程度となってきて、ここのところ出産当日について様々なことを考えていた。

　それを千尋にも伝えようと思い、帰宅後、買い求めてきたものをリビングで広げて眺める彼女に「千尋」と声をかける。

「出産について相談したいことがあるんだ」

　ひとしきり買い求めてきたベビー服を眺めた千尋に、改まった声のトーンで話を切り出す。

　なにか真面目な話をされるのだと察した千尋は、広げていた服を手早くたたみ、姿勢を正して「はい」とこちらに目を向けた。

「ふたつ、提案したいことがある」

「ふたつ……？」

「ひとつ目は、計画分ぶん娩べんで出産しないかという相談だ」

「計画分娩……？　それって、産む日を決めて、薬で陣痛を促すってことですか？」

　千尋も自分なりに妊娠、出産について学んでいる。

　たまに医学的な質問があると訊いてくることがあるけれど、着実に近付いてきている出産に備えているのだろう。

「千尋が、自然な陣痛を迎えて出産をしたいという希望があるなら、無理強いはしたくない。極力、予定日周辺は立ち会えるようにスケジュールの調整はしていく」

「でも、晃汰さんがそう提案されるなにか意味があるということですよね？」

「千尋の初めての出産、絶対に立ち合いたいんだ。でも、仕事柄いつ呼び出されるのかわからない部分がある。だから、確実な日に計画分娩で出産してもらえたらと思った」

　最善を考えてきて伝えたかったこと。

　しかし、言ってみて自分の都合を押しつけているような気にもなってくる。

　千尋の出産への思いが一番大切なのに、それを俺のわがままを押しつけるような形に……。

「ごめん……こっちの都合で話を進めようとしていた。千尋は――」

「そんなことないです！」

　思い直して謝罪する俺の声を千尋が遮る。

　どういう心境で声を上げたのか、わずかに緊張して千尋の顔をジッと見つめた。

「すごく、嬉しいなって……そこまで考えてもらってて、私、幸せ者だなって」

「千尋……」

　自分で口にした通り、千尋は本当に幸せそうな柔らかい笑みを浮かべてしみじみとそんなことを口にする。

　ホッと安堵して、動揺を悟られないように「当たり前だろう」と返した。

「晃汰さんに提案してもらった通り、計画分娩で私も賛成です。晃汰さんに立ち会ってもらえるのが一番嬉しいから。あの、あともうひとつの提案っていうのは……？」

「ああ、あともうひとつは、出産は無痛分娩もできるということだ」

　ほんわかとした笑みが浮かんでいた千尋の顔が、また真剣な表情へと変化していく。

「無痛分娩……」

　独り言のようにぽつりとそう呟いた。

「陣痛がどれくらいの痛みのレベルかというのは、初うい産ざんの妊婦の場合、指を切断したと同等の痛みだと言われている」

「ゆ、指を切断、ですか!?」

　脅すつもりではなかったが、千尋の血の気の引いたような表情がそれを物語っている。

「男の俺には、一生わかることのできない痛みだから、医者だからといって軽々しく語りたくもない。だけど、苦しまずに産むという選択肢があるのだから、それを選ぶのは有りだと思うんだ」

　お腹を痛めて産んだ子だからかわいい。決してそんなことはないと思っている。

　十カ月という長い期間お腹の中で守ってきただけで、母親というのは偉大で、そしてもうすでに愛情は芽生えている。

　陣痛の痛みを知らなくても、対面できた時の感動は変わらないはずだ。

「私……実はこの頃、変な夢を見ていて」

「夢？」

「はい。それが、お産の夢なんですけど、陣痛がいつまでも終わらないっていう怖い夢で……それで、苦しみすぎて発狂しておかしくなっちゃうっていう、すごく後味悪いところで終わるんです。そんなような夢を、何度か……」

　言われてみれば少し前、寝ている千尋が突然寝言で軽い叫び声みたいなものを上げて起こされたことがあった。

『大丈夫か？』と声をかけたものの、そのまま寝ていたから特に気にもかけていなかったが、そんな夢を見ていたせいだったのかもしれない。

　出産が近付いて、自分でも知らぬ間に不安を重ねているのだろう。それが夢となって現れているに違いない。

「お腹を痛めて産まなくても、いいのでしょうか……？」

「なんだ、そんなことを考えていたのか」

「だって、よく言うじゃないですか」

　意外に考え方が古風だったのかと、そういう真面目なところにまた新たな好感が生まれる。

「もう、千尋は十分お腹を痛めてる。こんなに大きくなったお腹を抱えて、十カ月間も過ごすんだ。それだけでもう十分だって俺は思うけど」

　千尋の目に、微かに涙が浮かんでくるのを目撃する。

　そばに寄り、大きなお腹の前で組んだ手をそっと取った。

「ありがとう、ございます。本当は、すごく不安で……だから、今そう言ってもらって、内心ホッとしたのだと」

　出産、まして初産ならその不安は計り知れない。

　そばで寄り添うしかできないもどかしさを抱えながら、千尋をそっと抱き寄せた。

「片時も離れずに、そばにいるから。だから、頑張ってくれるか？」

　腕の中でこくこくと何度も頷き、「はい」と声が返ってくる。

「もちろんです」

　力強く返ってきた声は、すでに母親の強さと優しさがはっきりと表れていた。










15、麗らかな春の日に




　四月十七日。朝から優しい陽が降り注ぐ麗うららかな春の日。

　頭を優しく撫でられる感触で徐々に眠りから覚めていく。

　薄っすら開けた目に映ったのは、私をジッと見つめる切れ長の奥二重。

　いつから見られていたのかと焦ったせいで一気に目が覚める。

　恥ずかしくて布団で顔を隠した。

「おはよう、ございます……」

「なんで隠れてるんだ」

　晃汰さんはふっと笑って、私が顔を隠している布団を引っ張る。

　剥がされないようにガードしながら、「だって、変な顔だったら恥ずかしい」と白状した。

　よだれでも垂らしてたらさらにみっともない。

「大丈夫。かわいいからずっと見てても飽きない」

　晃汰さんみたいに寝起きから完璧ならいくら見られてもいいけれど、私は不意打ちで見られて大丈夫な顔ではない。

「もう、そんなことないですから」

　ふっと笑った晃汰さんが私の髪に口づけを落としてベッドを出ていく。

　そっと隠していた顔を出すと、「コーヒー飲むか？」と訊かれた。

「はい。私も起きます」

　いつもと変わらぬ朝。

　今日、四月十七日は出産予定日。晃汰さんのスケジュールを調整した結果、ちょうど出産予定日に計画分娩を行えることになった。

　急な陣痛が起こることもなく、無事、予定の日の今日を迎えている。

　昨晩はいろいろなことを考えながらベッドの中で目を瞑り、なかなか眠りにつけなかった。

「晃汰さん、私が」

「大丈夫だから、座ってて」

　遅れてリビングに出ていくと、すでに晃汰さんが朝の一杯の準備をしていた。

　私にはいつも通りカフェインレスコーヒーを。自分の分の一杯は別に淹れている。

「ありがとうございます」

　ダイニングテーブルの椅子を引き、つい「よいしょ」とかけ声を呟いて腰を下ろした。

　十カ月のお腹は皮膚がはちきれんばかりに膨らみ、三キロほどの重みはなかなか体への負担が大きい。

　無意識に膨らむお腹の下を両手で支えて、持ち上げるような格好をしていることが多い。

　晃汰さんが運んできてくれたコーヒーがテーブルに並ぶ。

「いただきます」

　湯気の立ち上るカップに口をつけた。

　砂糖とミルクを入れた、私の好み通りカスタマイズされているコーヒーは美味しい。

　ふと、コーヒーのカップに口をつける晃汰さんを目に、切ない気持ちが押し寄せた。

「これで、ふたりで過ごす朝は最後になりますね」

　思ったことをつい口に出して、より切ない気持ちに襲われる。

　晃汰さんは瞬きを止めて私を凝視したけれど、すぐにふっと笑って微笑を浮かべた。

「なんか、別れの朝みたいなこと言うな」

「あ、ごめんなさい」

　確かに捉え方によってはそんな風に聞こえる言い方だった。晃汰さんが苦笑するのもわからなくない。

「でも、わかるよ。俺も朝、目が覚めてそう思ってた。だから、目覚める前の千尋を見てた」

　晃汰さんもしんみり同じことを思っていたのだと思うとつい、ふふっと笑ってしまう。顔を見合わせてクスクスと笑った。

「でも、今日出産するって決めているから、こんな気持ちになるんだろうな。そうじゃなかったら、陣痛がいつきて、いつお産になるかわからないわけだし、そんな感傷に浸ってる場合でもないわけで」

「確かに、そうですね。今日産むって決まっているから、こんな気持ちになるんでしょうね」

　ふたりで過ごす最後の朝。次ここに帰ってきた時は、このお腹の中にいる子と一緒なのだ。

　早く会いたい気持ちはものすごくある。でも、晃汰さんとふたりきりの時間があとわずかだと思うとそれは寂しくも感じる。複雑な感情がせめぎ合っている感じだ。

　テーブルに手をつき、椅子から立ち上がる。

　突然立ち上がった私を、晃汰さんはカップを置いて不思議そうに見つめた。

　そんな彼の目の前まで行き、おもむろに両手を広げる。

　正面から、座ったままの晃汰さんの首に両手を回して抱きしめた。

「千尋……？」

　すぐに私を受け止め、抱きしめ返してくれる晃汰さん。

　好きな気持ちが溢れて、胸がきゅんきゅんと震える。

「ふたりきり最後の時間、大切に過ごしましょう」

　私からの言葉に、晃汰さんは「ああ、そうだな」と答えてくれる。

　椅子から立ち上がり、今度は包み込むようにして私を抱きしめ直してくれた。




　その後、朝食を食べ、家を出る準備までを終えると、私が観たいと言っていた映画を一本自宅のリビングで鑑賞した。

　晃汰さんがしばらくはゆっくり映画も観られなくなるだろうと、提案してくれたのだ。

　映画を観ていた二時間近く、ずっと手を繋いで寄り添い、晃汰さんの体温を感じていた。それは幸せすぎる時間で、あっという間に過ぎ去っていく。正直、映画の内容がところどころ飛んでしまっていたけれど、それは晃汰さんには内緒にしておいた。

　そして、十三時少し前。晃汰さんの運転で予定通り水瀬病院に到着する。

　そのまま、産科で入院の手続きを済ませ、出産前最後の診察をしてもらった。

　計画分娩のため、診察後に分娩室へと移動となる。

　そこで陣痛促進剤の点滴を打ち、その後、陣痛が誘発され始めたタイミングを見計らって、無痛分娩の麻酔薬を腰から注入するという。

　痛いとわかっている陣痛を誘発させるというのは、無痛分娩の処置をするとわかっていてもなんとなく慄おののいてしまう。

　陣痛促進剤の点滴を始めた後、ベッドに横になったまま緊張のせいか無言で天井を見つめていた。

「大丈夫か」

　ぼんやりしている私に、そばで付き添ってくれている晃汰さんが声をかけてくれる。

　顔を向けると、真顔で心配そうに私の様子を窺っていた。

「気分は悪くないか」

「はい、大丈夫です。あの、でも上を向いているのが辛いので、少し横を向いても大丈夫ですかね？　腕の点滴が」

「ああ、大丈夫だ。楽な姿勢になっていい」

　点滴の位置を手早く動かし、晃汰さんが私が体勢を変えるのをサポートする。

　点滴の針がずれていないかもチェックしてくれた。

「ありがとうございます」

「そばにいるから、少しでもなにかあれば言って。体勢を変えたいとかも」

「はい、わかりました」

「なにかするか。映画は、観てきちゃったが、なにか観たいものでもあれば用意する」

　気遣われて、晃汰さんに向かって点滴が繋がれていないほうの手を差し出す。

　晃汰さんは黙ってその手を取ってくれた。

「晃汰さんと、お話しできていたらそれでいいです」

「そうか。そんなことならお安い御用だ」

　手を握ったまま、晃汰さんは他愛のない話題で私の緊張を紛らわせてくれる。

　時間は着々と過ぎていき、点滴を始めてからあっという間に一時間が過ぎていた。

「なんか。不思議ですね」

「え……？　不思議？」

　話の区切りがきて、ふと自分の見ている光景にそんなことを口走っていた。

「私は、ここで晃汰さんの秘書として働いていたのにって、そんなことをふと思って」

　あの頃の私に、今ここに存在している現実が想像できただろうか。

　絶対にできないし、考えること自体もないだろう。

　晃汰さんがふっと笑みをこぼす。

「確かにな。産科で、こんなにお腹を大きくした〝小野寺〟の手を握るなんて、考えもしない未来だった」

　わざと私のことを旧姓で呼んだ晃汰さんは、口角を上げてどこか意地悪な表情を滲にじませる。

「ほんと、そうですね。〝水瀬院長〟との赤ちゃんがお腹にいるなんて、絶対に考えられなかった」

　そんなことを言い合って笑い合う。振り返ればいろいろあったけれど、どれも皆んないい思い出ばかりだ。

「でも、すごく幸せだ。今こうして、千尋のそばにいられることが」

「晃汰さん……私もです」

　温かい手を握りながら、微睡まどろみの中に徐々に意識が落ちていく。

　そういえば昨晩は寝不足気味だったなと思いながら、静かに瞼を閉じていった。

　腹部に生理痛の強い痛みのようなものを感じながら意識が戻ってくる。

　そこでいつの間にか眠ってしまっていたことに気付いた。

　見えた窓の向こうはもう暗くなりかけている。今が何時かはわからないけれど、どうやら数時間眠りについていたようだ。

「痛むか」

　ベッドサイドにはさっきと変わらず晃汰さんがいて、私の手を握ってくれている。その温かさに一瞬にして安堵に包まれた。

「私、いつの間にか寝て……お腹が痛くて」

「陣痛がきたようだな。すぐに麻酔を入れてもらう」

　ちょうど個室の病室がノックされて、助産師が様子を窺いに訪れた。

　晃汰さんは彼女に「陣痛がついてきた。硬こう膜まく外がい麻酔の準備を」と伝える。

　数分のうちに主治医と看護師が部屋にやってきて、無痛分娩の麻酔の処置が始まった。

　事前の説明通り、腰にチューブを挿入し、そこから麻酔薬を注入していく。

　処置を終えると、十分もしないうちにさっきまで感じていた陣痛の痛みがなくなっていった。

　まだまだ我慢のできるうちに痛みがなくなりホッとする。

　麻酔が効くと下半身の感覚は鈍くなり、足がぽかぽかと温かい感じがしてくる。

　でも不思議なことに上半身の感覚はなにも変わらない。

　出産後、すぐに赤ちゃんを抱くことができると説明されていたけど、これなら本当に大丈夫そうだ。

　痛みはなくなっているものの、実際は陣痛は進んでいて、助産師が子宮口の開きをたまに確認する。

　分娩に向けて体に変化が起きているのが、徐々に周囲が慌ただしくなっていっていることで察する。

「あの、晃汰さん……？」

　変わらずそばで私の手を握ってくれている晃汰さんに顔を向ける。

「どうした？」

「私、どのタイミングで力んだりすればいいのかと。指示してもらえるんですよね？」

　そう訊くと、晃汰さんはなぜだかホッとしたような微笑みを見せる。

　そして、「よかった」と独り言のように呟いた。

「それがわからないくらい、陣痛の辛さはないんだな？」

「は、はい……大丈夫です」

　私が苦しんでいないと知って、ホッとしたのだろう。晃汰さんは両手で私の手をしっかりと包み込んだ。

「ちゃんと指示がある。大丈夫だ。もう大分頭が下りてきているようだ。もうすぐ力んで出産になるはずだ」

　本来であれば、今頃こんな風に汗ひとつかかず普通に会話をすることなんて不可能だったのだろう。

　麻ま痺ひしてしまっている下半身がどれほどの痛みに耐えているのかは未知数だ。

「水瀬さん、赤ちゃんもう見えてきましたからね。こちらでお知らせしますので、力んでいきましょう」

　助産師さんの言葉でお産の進行具合がわかり、いよいよその時が近付いていることを知る。

「子宮口も全開になりましたので、力んでいきましょう。呼吸止めないで――」

　助産師さんからの「はい、力んでー！」というかけ声を聞いて力いっぱい力む。

「もっと力入れていいですよー、はい、頑張って」

　下半身の感覚が鈍っているから、どの程度の力を入れられているかも自分ではわからない。もっと力んでいいと言われ、体がぶるっと震えるほど一気に力を込める。

　晃汰さんが私の手を力強く握り、「千尋、頑張れ」と励ましてくれる。

　そして……。

「おめでとうございます！　生まれましたよ！」

　分娩室には元気な産声が上がり、居合わせたスタッフから「おめでとうございます」の祝福の言葉が次々とかけられる。

　痛みはないものの、全身の力が一気に抜けて脱力する感覚に襲われた。

「元気な男の子です！」

　股の向こうから助産師さんがひょいと赤ん坊を持ち上げて見せてくれる。

　ひと目見た瞬間、込み上げる感激で目元にぶわっと涙が浮かんだ。

「生まれ、た……」

　放心状態の私の手を取ったまま、晃汰さんが分娩台の横に立つ。

　晃汰さんと目が合うと、もう我慢できずボロボロと涙が溢れ出した。

「千尋、よく頑張ってくれた、ありがとう」

　晃汰さんも普段の落ち着いた口調を忘れてしまったように動揺を隠しきれていない。

　言葉なくお互いに手をしっかり握り合い、出産の喜びを分かち合う。

　そのうちに、赤ん坊を取り上げた助産師が「はい、失礼しますね」と、白いおくるみに包んだ赤ん坊を私の胸元に連れてきた。

「ママとパパに対面しましょう。はい、どうぞ」

　目前に、まだ皮膚が真っ赤の目の開いていない赤ん坊がやってくる。

　今の今まで私のお腹の中にいた子が、腕の中にやってきたことにまたぼろぼろと涙が溢れていく。

「会いたかったよ」

　涙で震える声で、初めての声をかける。

　ちらりと見上げた晃汰さんも、やっと対面できた我が子をジッと優しい眼差しで見つめていた。

「私たちのもとに、生まれてきてくれて、ありがとう……」

　小さな頭の小さな額を指先でそっと撫でながら、生まれたての愛しい我が子をしっかり目の裏に焼きつけた。
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　出産から六日後。

「ただいま」

　玄関扉を開けると、千尋は中に向かって今まで通りただいまを口にする。

　その腕には、真っ白なおくるみに包まれた生まれたての息子が抱かれている。

　病院を出る時から、気持ちよさそうに目を瞑って眠っていて、車のチャイルドシートに乗せたら起きて泣き出すかと思いきや、そのままでいてくれた。

　千尋の先を行き、リビングの扉を開く。

　入院前にふたりで用意しておいたベビーベッドは、ホワイトとグレーカラーの木製のもの。

　その上には、動物のモチーフがかわいいベッドメリーが飾られている。

　千尋はその前まで行き、そっとベッドに包んだままの息子を寝かせた。

　チャイルドシート同様、布団の上に寝かせても目を覚ますことなく眠ったままだ。

「帰ってきた……」

　千尋がポツリと小声で呟く。

　寝かせた息子を見つめる横顔を盗み見ると、もうすっかり母親の顔だ。

　出産後、母子共に健康で異常もなく、予定通り出産後六日で退院することができた。

　入院中は寝不足になればナースステーションで赤ん坊を預かってもらえたけれど、退院したらそうはいかない。

　夜間、授乳を数時間おきにしなくてはならない千尋は、必然的に寝不足の日々が続くだろう。

　初めての出産で体は疲労困こん憊ぱいなのに、それが回復する前に鞭むちを打って子育てをスタートしなくてはならない。だから寝かせてあげられる時には極力代わってあげようと心に決めている。

　今日からはふたりで協力して二人三脚で子育てをしていくのだ。

「よく寝てるな」

「はい。なかなか親孝行ですね」

　千尋はクスッと笑う。

　横からそっと抱き寄せて、腕の中で前髪に口付けを落とした。

　出産後、ますます千尋への愛しさが増している。

　母親として見せる新たな一面に惹かれ、彼女から目が離せない。

「改めて……この子を、産んでくれてありがとう」

　ありきたりな言葉しか言えない自分がもどかしい。

　なにかもっと相応しい言葉を。そう思っているうち、千尋の方からも俺に腕を回した。

「晃汰さんがそばにいてくれたから……だから、頑張れたんですよ」

　腕にギュッと力を込め「ありがとうございます」なんてお礼の言葉を口にする。

　言葉には表せない愛しさが胸を熱くさせ、無意識にさらにきつく千尋を抱きしめていた。

「でも、産んで終わりじゃないですもんね。ここからがまた新たなスタート」

「そうだな」

　新たなスタート……。

　家族が増え、また新しい物語が始まっていく。

「千尋も、この子も、必ず幸せにすると約束する」

「晃汰さん……。それは、私も同じ気持ちです。晃汰さんも、この子も、私が幸せにしたい」

　どちらからともなく腕を緩め、顔を確かめ合うように見つめ合う。

　ふたりの顔が近付き、唇が触れ合いそうになった時……。

「ふぇっ、ふふぇっ」

　手をぱたぱたと動かしながら、息子が声を上げて泣き始めた。

　口づけを中断され、ふたりしてクスクスと笑い合う。

　こうして、たくさん笑い合い、時には苦しみも悲しみも共有しながら、夫婦の、家族の絆を強めていけたら――。

　ここから新たに始まるストーリーに、明るく幸せな未来を思い描いていた。
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幸せなサプライズバースデー




　リビングには甘いメープルの香りが漂う。

　少し前に焼き上がったクッキーをクーラーに広げると、朋とも樹きが匂いに釣られるようにしてキッチンに入ってきた。

「クッキーできたー？」

「うん、焼けたよ。まだ熱いから、少し待ってね」

「はーい！」

　ぺたぺたと軽い足取りで再びキッチンを出ていく。

　次の四月で三歳になる朋樹は、近頃よくお話もするようになってきた。

「ママー、きてー」「ママー、みてー」が定番で、寝ている時間以外はだいたいしゃべっている。

　どこで覚えてきたのだろうと思えるほど達者にお話をするから、毎日ずっと一緒にいても驚いてしまうことがある。

「朋樹、お待たせ。はい、どうぞ」

「ありがとう！」

　ダイニングテーブルの子ども用チェアに上がりクッキーの到着を待っていた朋樹は、「わーい！」と両手を挙げて嬉しそう。

　クッキーを二枚載せたメラミン皿を置くと、早速いただきますと手に取った。

　その様子を見届け、踵を返してキッチンへと舞い戻る。

　使った器具類をシンクの中に入れ、ちらりと朋樹に目を向けると、クッキーを小さな両手に持ちかじっていた。

「ママー、おいしい！」

「そう！　良かった。まだあるから、食べたかったら出してあげる」

　離乳食が始まった頃から、栄養があって美味しい幼児食を作るのが趣味のようになった。

　最近は特に乳幼児でも食べられるお菓子作りのブームがきている。

　今日はおからを入れたメープル風味のクッキー。朋樹がお気に入りで月に一回以上は必ず作る。

　昨日はおやつにニンジンのゼリーを作ったけれど、これも朋樹のお気に入りだ。

「あっ……ちょっと、なにしてるの？」

　片付けがひと段落してダイニングテーブルに目を向けると、少し前までクッキーを食べていた朋樹がお皿の外にクッキーを広げていた。

　慌てて手をタオルで拭き、キッチンを出ていく。

「こら、だめでしょ！　どうしてそういうことするの？」

　テーブルの上には、さっきまでお行ぎょう儀ぎよく食べていたはずのクッキーが粉々になって散乱している。

　食べている途中で、壊して粉々にして遊んでしまうことがこうしてよくある。

「朋くん、クッキーで遊んじゃだめでしょ？」

　二歳児のしていることとはいえ、こういう光景を目にした瞬間イラっとしてしまうことがある。

　そういう時は自分の気持ちを落ち着かせるように、愛称で呼ぶよう意識している。

「やだー」

「ママもやだよ。遊ぶんだったらもうお片付けするね」

「やーだ！　たべる！」

　そう言うと慌てて食べ始め、散らかったテーブルを片付けながら「ゆっくり食べてね」と声がけをした。

　キッチンに戻り、クッキーのかすを拾ってきた台拭きを洗う。

　昨日はゼリーをテーブルの上でぐちょぐちょ広げて遊んでたな……。

　それを思い出し、無意識にため息が出ていた。

　子どもが食べ物をこぼすのは当たり前。食べ物で遊ぶことだってよくあること。

　そう頭ではわかっているはずなのに、大らかに接することができない自分がいる。

　気付けばこうしてため息をついていたりして、ハッと我に返るのだ。

　ガラスのコップを手に取り、ウォーターサーバーから冷たい水を一杯注ぐ。

　それをごくごくと喉に流し込むと、気持ちがリセットするように落ち着いた。

　育児サイトで、自分の気持ちを落ち着かせてリセットさせる方法として、冷たい水を飲むというのを見てからよく実践している。

　だけど、この行動自体が自分がイラついている証拠。それを自覚すると落ち込んでしまう。

　どうして私は穏やかに朋樹に接することができないのだろう。

　まだ二歳の我が子に、どうしてこんなにイラついてしまうのだろうか……。

　再びクッキーを食べ始めた姿を目にしながら、また小さなため息をついた。




「くまさんの家には、おおきなプレゼントの箱が届きました――」

　子ども部屋のベッドに一緒に入り、朋樹のお気に入りの絵本を読み聞かせる。

　ベビーベッドを卒業してから、子ども用の高さのない安全なベッドを用意した。

　寝かしつけはそこで朋樹が眠るまで絵本を読んだりお話したりして眠りを誘う。

　相当疲れていると朋樹のベッドで一緒に眠ってしまうこともよくあることだ。

　寄り添っていると小さな体が温かくて心地いい。

「開けてみると、中から……」

　少し前から絵本を見る朋樹の目が閉じそうになっているのをちらちら確認しながら読んでいたけれど、とうとう眠りの世界に旅立っていってしまった。

　眠りについた穏やかな顔を見ると、つい微笑が浮かぶ。

　額を撫で、頬を撫で、掛け布団を整えてそっとベッドを出て行く。部屋の時計は二十一時を回ろうとしていた。

　子ども部屋のドアを閉めて出ていったところ、ばったり晃汰さんと鉢合わせた。

「お帰りなさい。今帰られたんですか？」

　今日は会食の予定が入っていた晃汰さん。帰りは遅いと連絡をもらっていた。

「ただいま。朋樹は？　もう寝たか」

「はい。少し前に」

　そう知らせると、晃汰さんは少し笑って「なんだ、間に合わなかったか」と残念そうに言う。

　帰りが遅い日もある晃汰さんは、帰宅後に朋樹に会えないことも多い。

　こうしてまだ起きているかもしれない時間に帰ってこられる日は、朋樹がもう寝たと知ると残念がるのだ。

「今日も一日お疲れ様でした」

「ああ。千尋もお疲れ様」

　晃汰さんは私の出てきた子ども部屋の扉を再びそっと開け、中を覗く。

　間接照明の薄暗い部屋に入っていき、すっかり寝入った朋樹の額にフェザータッチで触れた。

「おやすみ」

　晃太さんは囁くように言い、すぐそばで見ていた私を振り返り、そっと肩を抱いてきた。

　そのままふたり揃って子ども部屋を後にした。

「今日はどうだった？　なにかあったか？」

　リビングに向かいながら晃汰さんが訊く。

　疲れて帰ってきても、晃汰さんはこうして朋樹と私の今日の出来事を欠かさず訊いてくれる。

「いつも通りな一日でした。特に大きな出来事はなくで」

　そう答えながら、昼間のことを思い出す。

　私の表情が一瞬曇ったのを見逃さない晃汰さんが「どうした？」と訊いた。

「あ、いえ……朋樹になにかあったとかではなくて、私の、自分のことで少し」

「千尋のこと？　なにかあったか」

　そう追求されて、話すことが一瞬ためらわれる。

　そんなことを言ったら、叱られるのではないかと一瞬口に出すか迷った。

「たまに……すごく、イライラしてしまうことが最近」

「イライラ？」

　話が始まると、晃汰さんは私をソファへと連れていく。

　三人掛けの真ん中にふたりで腰を下ろした。

「はい。後になると、こんなことでどうしてイライラしたんだろうって思うんですけど……」

「どんなことでイライラした？」

　晃汰さんは私の頭に手を乗せ、そっと優しく撫でてくれる。安心して話してもいいよと言ってもらっているようで、静かに口を開いた。

「今日は、おやつにクッキーを焼いたんですけど……食べている途中から遊び始めてしまって。テーブルの上で粉々に……。そんなことで怒っちゃいけないし、イライラしちゃいけないのに、気付いたらイラっとしている自分がいて……」

　胸の内を話した私の髪を、晃汰さんは変わらず優しく撫でてくれている。

　こんな話をされてどんな顔をして聞いているのだろうと、恐る恐る顔を上げて晃汰さんの表情を窺った。

　でも、晃汰さんの表情は髪を撫でてくれる優しい手と一緒。

　目が合うと、柔和な微笑を浮かべた。

「いいんじゃない？」

「え……？」

「別におかしなことじゃない。千尋だって人なんだから、イライラすることなんて普通だろ」

　予想外な言葉が返ってきて、思わずすぐそばに寄り添う晃汰さんを見上げる。

　目を合わせると微笑を浮かべた。

「違う？」

「あ、えと……なんか、そんな風に言ってもらえるとは思ってなかったから、ちょっとびっくりしてしまって……」

　そう言った私を、晃汰さんは「どうして」と笑う。

「だって、子どもにイラっとてしまう母親なんて最低じゃないかって思っていたので」

「だからって、手を上げているわけじゃない。それだけ、子育てが大変だということなんだってわかるから」

　優しい力で抱き寄せて、晃汰さんは私の頭をなだめるようによしよししてくれる。

　ここ最近、朋樹に対する自分の突発的な気持ちに不安を抱いていた。

　誰にも相談できず、ひとりモヤモヤとしていた気持ちが嘘だったかのようにさっと引いていく。

「千尋が朋樹を誰よりも愛しているのは、俺が一番よくわかってる」

「晃汰さん……」

「力抜いて、いつも通りの千尋でいればいい」

　なんて安心できる言葉なんだろう。

「はい」と返事をしながら顔を上げると、晃汰さんは私の唇にそっと口づけを落とす。

　心が満たされていくのを感じながら、甘い口づけにそっと目を閉じた。




　日に日に陽を温かく感じ始める三月中旬。日中は外で過ごしても、寒くて早く室内に戻りたいと思わなくなってきた。

　それだけ春が近付いている証拠だ。

「ママー、うんちでたー」

　午前八時を回った頃、私はいそいそと洗濯物を集めてドラム式洗濯乾燥機の前に座り込んでいた。

　そこに朋樹が、オムツを替えて欲しいと知らせにくる。

「出た？　トイレ座れればよかったね。出そうだったらママに知らせてくれれば連れていけたのに」

「やだー！」

　一カ月ほど前からトイレトレーニングを始めたものの、まだ補助便器で成功したことはない。

　朋樹にとっても初めてのトイレだけれど、私にとっても初めての子どものトイレトレーニング。

　そんなに簡単に成功しないとは情報を得ているものの、まったく手ごたえがなくてすでにどうしたらいいのだろうかと悩み始めている。

「どうして嫌なの？　トイレ嫌い？」

「うん、きらいー」

　前途多難だと難しさを感じながら、朋樹の手を引いてリビングに向かう。

「じゃあ、パンツ替えようね」

　オムツ交換の準備をし、リビングの一角で交換を始める。

　仰向けに寝かされた朋樹はお尻を浮かせる。お尻にうんちが付く感触が嫌なのだ。

「動かないでね。すぐに終わるから」

　パンツタイプオムツのサイドをちぎってオムツを開きお尻を拭いていく。

「あっ、だめ。手は上だよ！」

　まだ汚れているお尻に手を出されて、慌てて声をかける。

「朋樹、お手々はバンザイだ」

　そんな時だった。晃汰さんがオムツ交換に飛び入り参加し、朋樹の両手を繋ぐようにして捕まえてくれる。

　仰向けになる朋樹の頭の上に腰を下ろし、バンザイするような格好にしてくれる。

「すみません、ありがとうございます」

　その隙に急いでお尻を綺麗にし、新しいオムツを履かせた。

　私が片付けに立った間に、晃汰さんが朋樹のズボンを履かせていく。

「ありがとうございました。助かりました」

　改まってお礼を口にする私に、立ち上がった晃汰さんがくすっと笑う。

「ひとりの時は大変なんだから、いる時くらい役に立たないと」

「役に立たないとなんて、そんな！」

　仕事が忙しくて疲れているはずなのに、晃汰さんは家にいる時は極力朋樹のお世話をしてくれる。

　今みたいに私がひとりでテンパっていると、なにも言わずに手を差し伸べてくれるのだ。

「千尋、自分の支度ができたらいつでも出かけていいから声かけて」

「あ、はい。まだ今から洗濯をして、それから用意します」

「そうか。それなら後はやっておくから、支度を始めるといい」

　今日、三月十七日は私の誕生日。

　少し前に、誕生日はひとりの時間を存分に過ごしたらどうかと晃汰さんから提案してもらっていた。

　普段、ひとりで過ごす時間は限られている。

　丸一日ひとりきりでゆっくりすることなんて、子どもが生まれてからは皆無だ。

　以前、誕生日になにか欲しいものはないかと訊かれ、自然と物ではなく〝ひとりでゆっくりしたい〟と答えていた。

　そんな私に、晃汰さんが誕生日は一日ゆっくりひとり時間を過ごしていいと計画してくれた。

　朝から夕方まで好きに時間を使い、夜は家族で誕生日ディナーに出かけるという予定だ。

　そんな風に貴重な時間をもらった今日は、午前中から美容院の予約を入れている。

　それから、午後はひとりでショッピングを楽しみ、夕方帰宅するまで好きに時間を使っていいということになっている。

　普段、朋樹を連れているとなかなかじっくりお店を見られないこともあり、今日はゆっくりお店を巡れたらいいなと思っている。

「では、よろしくお願いします」

　支度を終え玄関に立ち、朋樹を抱っこして見送りに出てきてくれた晃汰さんにお願いする。

「こっちのことは気にしないで、ゆっくり過ごして」

「はい。あの、でも、なにかあったらすぐに連絡ください。帰ってきますので」

　ワンオペの大変さがわかっているため、誕生日で時間のプレゼントをしてるとはいえ無理はしないでほしいと思う。

「ああ、わかった。でも、あまりこっちのことばっかり気にしてたら楽しめないからな」

　そう言って、晃汰さんは朋樹に「ママに、行ってらっしゃいは？」と言う。

　もしかしたら私が出かけることでぐずるかもしれないと少し心配もしていたけれど、朋樹は案外すんなり「いってらっしゃーい」と笑顔で手を振った。

「行ってきます」

　晃汰さんと朋樹ふたりに見送られ、ひとり家を後にした。




　木製のコースターの上に置かれた背の高いグラスには、たっぷりのキャラメルラテの上にホイップクリームが載っている。

「お待たせいたしました。いちごのミルフィーユになります」

　運ばれてきた注文したミルフィーユを目に、失敗した、と思う。

　この後、誕生日のディナーでケーキを食べるかもしれないのに、フライングしてケーキを頼んでしまった。

　でも、パリパリの生地にバニラビーンズの入ったカスタードがたっぷり挟まれ、上に載る旬のいちごは艶々していて美味しそう。

　誕生日だし、いいよねと自分を甘やかし、心の中でいただきますを言ってフォークを手に取った。

　テーブルの傍らに置いたスマートフォンに表示される時刻は十五時五十分。

　結局、この時間まで晃汰さんからの連絡は入ってこなかった。

　もしかしたらなにか起こって、呼び出されるかもしれないと思っていた。

　でも、連絡は一度メッセージが来ただけ。朋樹がお昼寝をしているというメッセージと共にソファで眠っている朋樹の画像が届いた。

　美容室にいる時も、その後のショッピングの時間も、いつ連絡がきてもいいようにスマートフォンを常に気にして過ごした。

　でも、どうやらこの調子だと一日心配無用だったようだ。

　ふたりでなにしてるのかな……？

　ひとりの時間を過ごしている間も、晃汰さんと朋樹のことを考えてばかり。

　買い物に行っても無意識に朋樹の服が目に付いて手に取っていたり、気づけば自分のことより朋樹のことを考えていた。

　ミルフィーユを口に運びながら、思わずクスッと笑ってしまう。

　ひとりの時間は嬉しいしありがたい。

　でもやっぱり、子どものことを自然と考えてしまっている自分は、やっぱり母親なんだなと思う。

　テーブルの上でぶるっとスマートフォンが震え、メッセージの受信が表示される。

【十七時頃に帰ってこられる？】

　晃汰さんから帰宅時間についての連絡が入ってきて、【わかりました！】と即返信をした。

　連絡をもらった通り、マンションに帰宅したのはちょうど十七時。

　この後の予定は、三人で誕生日ディナーに出かけることになっている。

　この時間に帰宅するように指定されたのは、予約時間が十八時あたりなのだろう。

「ただいまー」

　玄関を解錠して中に入る。

　いつもこのシチュエーションだと、朋樹が勢いよく飛び出してくるのに、今日は出てくる気配がない。

　出かける準備で、オムツ交換でもしているのかもしれない。そんなことを考えながらリビングのドアを開いた。

「ママー！　おたんじょうび、おめでとう！」

「えっ……！」

　ドアを開けた瞬間、朋樹が私に向かって走ってくる。足元に抱きついた瞬間、「パン！」と賑やかなクラッカーの音が鳴り響いた。

「お帰り。誕生日おめでとう」

　クラッカーを鳴らした晃汰さんが、私の驚いた顔を見てクスッと笑う。

「え、え……？」

　リビングの入り口から中を見て、出かける時とはがらりと変わった部屋の様子に目が釘付けになる。

　壁にはバルーンアートで〝Happy Birthday〟とかわいらしく装飾が施されている。まるで、お誕生日会の雰囲気だ。

「ママ、すわって！」

「え？　あ、うん」

　朋樹にスカートを引っ張られて、その場で腰を落とす。

　すると朋樹は手に持っていたフラワーレイを私の首にかけてくれた。

「はぴばーすでーママー！　はぴばーすでーマーマー！」

　覚えたての誕生日ソングを口ずさむ朋樹を、思わず正面から抱き寄せる。

　朋樹の方も小さな手を私に回してぎゅっと抱きしめてくれた。

「ありがとう」

　帰宅早々のサプライズに目元が潤む。しかしそんな暇もなく、朋樹が「ママ、たって！」と声を上げた。

「おたんじょうびかいだよー！」

「え？」

　手を引かれて連れて行かれたダイニングで、驚きで再び足が止まる。

　ダイニングテーブルの上には、サラダや大皿のグラタン、唐揚げなど数々の料理が並び、その真ん中には手作りと思われるホールのショートケーキもある。

「すごい……え、これ、晃汰さんが？」

「レストランディナーには程遠いけどな。なんとかそれっぽくは」

「なに言ってるんですか！　それっぽいどころか、こんな豪華なのすごすぎます！」

　私が出かけている間に、朋樹の相手をしながらひとりでここまで用意してくれたのだ。

　私に同じようにできるかと考えると怪しいくらい、完璧なバースデーお家ディナー……。

「パパー、ママのおたんじょうびやろう！」

　感動して呆然としている私の横で、朋樹は自分の椅子に上がっていく。

「そうだな。じゃあ、ママが手を洗ってきたら始めるか」

　晃汰さんはそう言って、準備のためにひとりキッチンに入っていった。




　リビングのソファの上で寝息を立てる朋樹に毛布をかける。

　時刻は二十時を回ったところ。

　家族揃って私の誕生日会をし、朋樹は終始楽しそうに過ごしていた。

　晃汰さんの話では、昼間も普段よりお昼寝時間は少なかったらしい。

　そんな中であれだけの食事の準備をした晃汰さんはやっぱりすごいし、同時にかなり大変だっただろうと思えた。

「ぐっすりだな。よかった、先に風呂に入れておいて」

「そうですね。ありがとうございます」

　この展開を読んで、私が帰宅する前に朋樹の入浴までも済ませていたというから、晃汰さんはやっぱりできる父親だ。

「今日は、ありがとうございました。なんか、すごすぎて感動しっぱなしで……」

　帰宅後からのことが、ひとつずつ丁寧に頭の中で再生されてまたうるっと目に涙が浮かぶ。

　ソファの前で座り込んでいた私のとなりにやってきた晃汰さんが、腰を落として私を両手で抱き寄せた。

「こちらこそ、いつもありがとう。今日、改めて千尋が毎日大変だってことを身をもって知った」

「え……？」

「朋樹をみながら、毎日家を守ってくれている千尋を尊敬する」

「晃汰さん……」

　そんな風に言ってもらえるなんて思ってもみなかった。なんとか流れないように保っていた涙が、晃汰さんの言葉が引き金になって流れ出す。

「そんなことないです。まだまだ足りないことばかりで」

　晃汰さんの手が私の頭に触れ、髪を優しく撫でていく。

　その感触にホッとしてきて、私からも両手を回して抱きしめた。

「で……誕生日はなにが欲しいんだ？」

「え？　あ……それが、本当になにも思いつかなくて」

　誕生日プレゼントに関しては、前々から晃汰さんになにが欲しいのか訊かれていた。

　でも、これというものが本当になくて返答できていない。

「じゃあ、なにかあったら言いますね」

　そう言いながらぎゅっと腕に力を込める。

　さっきから愛しい気持ちが増していて離れたくない。

　晃汰さんにもっと触れたいと、頭の中がそれ一色になっていく。

「やっぱり、ありました。欲しいもの……」

　ためらいなくするっと出てきた言葉と共に、更にぴたりと体を密着させる。

「今は……晃汰さんが欲しいです」

　普段ならこんなこと恥ずかしくて絶対言えないから、自分の発言に自分でびっくりしてしまう。

　誕生日だから許されるだろうか。後悔よりもそんなことを思った矢先、「千尋」と名前を呼ばれて唇を奪われた。

「そんなの、誕生日じゃなくてもいくらでも」

　唇が触れそうな近距離でそう呟き、晃汰さんは端整な顔に微笑を浮かべる。

「でも今晩は、いつもと違う特別な夜にしようか」

　甘い囁きと共にふたたび唇を奪われ、それだけで身も心も満たされていくのを感じていた。
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あとがき




　皆様こんにちは。未華空央です。

　この度は十二冊目となりますベリーズ文庫『溺愛前提、俺様ドクターは純真秘書を捕らえ娶る』をお読みいただきありがとうございました。




　今作は、ドクターと医療秘書のふたりのお話ということで、元々一緒に働くふたりがひょんなことから政略結婚で夫婦になるものの、仕事で長い時間を共有しながらもプライベートの姿はお互いに全然知らないというのが書いていて楽しかったです。

　仕事は卒なくこなす外科医だけど、時たま意地悪？　ドクター特有の変人？　そんな風に思っていたヒーローが、実は気遣いができて優しくて、料理なんかもできる家庭的な人だった……!?

　仕事ではビシッと真面目でテキパキとなんでもこなす、できる女なヒロインが、実は男性に慣れてなかったり、虫が苦手だったり、かわいらしい一面も……!?

　結婚して一緒に暮らしてみて初めて知る一面に惹かれていってしまう……なんとも美味しいですよね。

　また、既刊『身を引くはずが、敏腕ドクターはママと双子に溢れる愛を注ぎ込む』のヒーロー水瀬漣の兄が、今回のヒーロー晃汰でした。こちらの作品をお読みくださっている読者様には、菜々恵や、月や詩の登場もお楽しみいただけたかと思います。既刊ではまだお腹の中にいた三人目、花も今作で登場しましたね！




　このあとがきページを書くことができる度、またこうして作品を刊行していただけることに心から感謝の気持ちでいっぱいになります。

　ベリーズ文庫編集部の皆様、今作も作り始めからたくさんご相談させていただきました担当の若海様、胸キュンなカバーイラストを手掛けてくださいましたユカ先生。

　本作品にお力を貸してくださいましたすべての皆様に心から感謝申し上げます。

　そして、サイトや書籍で未華作品を読んでくださる読者様。いつも作品をつくる活力をいただいております。本当にありがとうございます。

　また、こうしてご挨拶できる日を楽しみに……☆
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		12、彼女がたまらなく愛しくて――Side Kouta



		13、ふたりきりの幸福時間



		14、彼女と天使を迎えるために――Side Kouta



		15、麗らかな春の日に



		16、彼女と天使と始めるストーリー――Side Kouta



		特別書き下ろし番外編



		幸せなサプライズバースデー
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